

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……え？」

　呆ほうけたような声が、私の口から漏もれました。

　今さっき、お兄ちゃんの言った内容が、上手うまく理解できなかったからです。

　……えっと、お兄ちゃんは今なんて言ったんですか？　私達はさっきまで、お兄ちゃんがラノベ大賞を受賞したことについてお話ししてたはずですよね？　なのにその……、じ、辞退とか、そんなあり得ない単語が聞こえた気がしたのですが……？

　…………いえいえ、いえいえいえ！

　そ、そんな単語が出てくるはずがないじゃないですか！　ラノベ大賞ですよ？　お兄ちゃんがずっと夢見ていた目標なんですよ？　それなのに、どうして辞退なんて単語が飛び出してくるんですか！　あり得ないですよまったく！

「お、お兄ちゃ──」

　私はそんなことを考えながら「もう、何を言ってるんですか」と軽く笑い飛ばそうとしましたが──……できませんでした。

　なぜなら、お兄ちゃんが静かに笑っていることに気がついたからです。まるで全すべてを受け入れたかのような表情で、どこまでも儚はかなく、寂さびしく、……そして優やさしく。

　私はその瞬しゆん間かん、気づいてしまいました。さっきのあの言葉は聞き間ま違ちがいでもなんでもなく、確かにお兄ちゃんが言ったものなのだと。

　そして、そのことを理解した時、私は混乱しました。

　同時に、心の底から怒いかりが込み上げてきたのです。

　当然私は、どうしてお兄ちゃんはそんなバカなことを口走ったんですかと詰つめ寄ろうとしました。ですがその直前、私の脳のう裏りに、ある光景が浮うかんできたのです。

　……あの日、割れたお皿の前で泣きながら立ち尽つくしていた私の前にやって来た、お兄ちゃんの姿。その時にお兄ちゃんが浮かべていた微笑ほほえみは、今と同じ……？

　その時、私は唐とう突とつに気づいてしまったのです。

　なぜお兄ちゃんが辞退なんて言葉を口にしたのかはわかりませんが、この私の中から湧わき上がってくる泣きたくなるような怒りは、あの時──お兄ちゃんとの仲が決定的に冷え切ってしまう原因となったあの事件が起きた時に感じたものと、まったく同じだということに……。








第一章　「私、怒おこってます」









「えっと、涼すず花か……？」

　不意に押し黙だまってしまった涼花を前に、俺は困こん惑わくする。

　涼花は俺の前に立って顔を俯うつむかせている。そのせいで表情をうかがい知ることができないので、この沈ちん黙もくが何を意味しているのかわからない。

　……でもまあ、たぶん涼花も戸と惑まどってるんだろうな──と、俺は心の中で呟つぶやく。

　そりゃそうだ、いきなり俺があんなことを言い出したんだから、それが当然の反応だろうと思う。




　──ラノベ大賞を辞退する。




　俺はさっきハッキリと、自分の口から涼花にそう告げた。

　後こう悔かいはないし、自分の判断が間違っているとも思っちゃいない。十分考えた上で決めたことだ。今いま更さら迷いはない。

　ただ心配だったのは、涼花の反応だ。

　ラノベ大賞を受賞するってのは、俺の長年の夢だった。そのことについては、俺自身の口から今までも何度も言ってるから、涼花だって当然知ってる。だから、辞退と聞いて涼花がどう思うのか、それだけが気き掛がかりだったんだ。

　……けど、まさか無反応だとは思ってなかったぞ。なんか気まずい……。

　涼花と対たい峙じしながら、冬だってのになぜか冷や汗あせが流れてきた俺。

　このまま「あ、そうですか。ところで明日のお弁当のおかずですが」とか普ふ通つうに世間話に移行されたらどうしよう？

　い、いや、それはそれで波風が立たなくてよかったといえばそうなんだけど、なんというか、一いち抹まつの寂しさがあるというか……。

　俺としてはてっきり「ど、どういうことですか!?」的な感じで、詰め寄られると思っていたんだが──

「…………ど」

「へ？」

「……ど、どどどどどどういうことですかお兄ちゃん!?」

「うわっ!?」

　と、そんなことを考えていたら、涼花がいきなりものすごい勢いで迫せまってきたので、俺は思わず驚おどろいて身を引いた。そしてそのまま妹に壁かべ際ぎわまで追い込まれる。

　……び、ビックリした！　いきなりだったからマジでビックリした！

　結局予想通りにはなったけど、じゃあその前の沈黙はなんだったんだ。俺をビビらせるためのフェイントだったのだろうか。

「せ、説明……！　理由を説明してください！」

　だがそんな疑問も、涼花の鬼き気き迫せまるような様子にすぐに吹ふき飛ばされる。

　こうやって問とい詰められるのは想定内だったが、その勢いは全然想定内じゃなかった。

　まるで明日にも地球が滅ほろぶんじゃないかってくらいの必死さで、真っ赤になって目め尻じりには涙なみだまで浮かべながら、涼花はキッと俺を睨にらみつける。……こ、怖こえぇ！

「ど、どうして辞退なんて……！　どうして……！」

　涼花はギリギリと俺の服を摑つかみながら、どんどん距きよ離りを詰めてくる。

　や、ヤバイ！　ここまで興奮してる涼花を見るのって初めてかもしれない！　下手なことを言ったらマジで絞しめ落とされかねないような恐おそろしさを感じる！

　とはいえ、理由の説明を求められることはもちろんわかっていたので、俺は「お、落ち着いてくれ……！」となだめながら、なんとか続ける。

「俺がラノベ大賞を辞退するのは、お前のことがあるからだよ」

「…………どういうことですか……！」

「俺が代理人を辞めたら、お前がラノベ作家じゃいられなくなるだろ」

　その言葉に、涼花がピクッと反応する。

　もともと涼花の代理人──永遠とわ野の誓ちかいの表の顔って役目は、俺が自力でラノベ大賞をとってデビューするまでという期限付きの約束で始まったものだ。

　当然そうなると、今回賞をとった時点で代理人を辞めるのが自然な流れってことになるが、今俺はそれを覆くつがえしている。

「作品は相変わらず絶好調だし、人気もますます高まってる。お前の物語は多くの人に心待ちにされてる」

「…………作品が人気だから、ですか？」

「もちろんそれだけじゃないよ。……俺が代理人を辞めたら、お前が困るだろ？」

　これは本音の部分だった。

　涼花は約束を破ったりわがままを言ったりするやつじゃない。

　約束だから、俺が代理人を辞めたところで普通に納得するだろう。けれど、やっぱり本音ではラノベ作家を続けたいと思ってるはずだ。

　あんなにも楽しそうに、あんなにも面おも白しろい作品を書いているんだ。俺は、そんな涼花の姿をなくしたくはない。ラノベ作家を続けてほしい。これからも、ずっと。俺は正直にそう願ってる。

　……でも、もう一つの方の理由は言えない。

　俺が大賞をとった作品を、決して世に出すわけにはいかないって方の理由は。

「…………やっぱり」

　涼花は小さく呟く。そしてまた、俺の言葉をかみしめるように俯いた。

　だが今度はすぐにバッと顔を上げ、さっきまでとは違って静かな様子で、しかし挑いどむような視線を向けながら詰め寄ってきた。

「それは、ずっと目指してきた夢と引き換かえにしてでもですか」

「そうだ」

　俺は涼花の問いかけに即そく答とうした。

　さっきも言った通り迷いはない。涼花に強い視線を向けられても、それは変わらない。

「…………がいきません」

「なに？」

「納なつ得とくがいきません！　わ、私が困るからなんて理由で、ずっとずっと夢見て、ようやく到とう達たつした目標をそんなに簡単に放ほうり投げるなんて……！」

　それは……、ぶっちゃけそうだろうなと俺も思う。

　涼花の言ってることは正しいし、俺の判断が合理的じゃないってのは、客観的に見れば明らかだ。

　しかし、もう決めたことである以上、涼花にはなんとか納得してもらわないといけないし、俺も納得してもらえるよう努力しないといけない。

「……最初はもちろん、俺が賞をとったら代理人を辞めるつもりだったよ」

　俺は言葉を選びながら、慎しん重ちように話し始める。涼花を説得するためには、どこまでも丁てい寧ねいに説明して、わかってもらうしかないだろうから。

「お前が言った通り、ラノベ作家になるってのが俺の夢だったし、デビューしたら代理人なんて役目はできなくなるから、そうするのが当然だって思ってた」

「だったら……！」

「でも、今はちょっと違うんだ。代理人になって、傍そばでずっとお前が作品を書き続けてきたのを見てさ、考え方が変わったというか……」

「ど、どういうことですか」

「だんだんとさ、お前にラノベ作家をこのまま続けてほしいって思うようになってったんだよ。自分では気がついてないかもしれないけど、作品を書いてる時のお前はいっつも生き生きとしてて、心底楽しそうだったぞ？」

「そ、そそそそれは！　べ、別に私は、そんな……！」

「でも俺がデビューしたら、そういう姿を見られなくなるんだなって、少しずつ考えるようになってさ。最初はそれは仕方ないことだって思ったし、そういう約束だからどうしようもないって考えてたけど……」

「けど……？」

「……最近は、そういう考え方も変わってきたっていうのかな。自分のことより、お前がラノベ作家を続ける方がいいんじゃないかって──いや、そうしてほしいって思えるようになってきたんだ」

「………………」

「その思いは、一次二次と突とつ破ぱしていくにつれ強くなって……。で、ついに大賞を受賞するって段階でもう完全にそっちの方がいいと思うようになってさ。気がついたら自分でも意外なくらい、この決断をすんなり納得してたんだよ」

　もちろん今回大賞をとった、あのあってはならない願望全開の妹モノ作品でデビューするわけにはいかないという前提があったことは事実だ。

　でも、今言ったことも紛まぎれもなく、俺の正直な気持ちだった。

　あれほど強くラノベ作家としてデビューすることを夢見てたってのに、なんの葛かつ藤とうもなく、拍ひよう子し抜ぬけするくらいすんなりと、俺は自分の決定を受け入れてたんだ。

「…………お兄ちゃんは」

　わずかな沈黙の後、涼花はどこか遠えん慮りよがちに口を開いた。

「私の知ってるお兄ちゃんは、ラノベがとても大好きな人です……。もうどこか頭のネジが外れたんじゃないかってくらい、本当にラノベが好きだったはずです。四六時中ラノベのことばかり考えて、興味のない私にもいそいそと勧すすめてきたり、時々言動がおかしいこともありましたし……」

「そ、その節は、まことにご迷めい惑わくを……」

「め、迷惑なんかじゃ……！　それどころか話しかけてもらえるレアな機会で──じゃなくてですね！　せ、責めてるわけではなく、あの、……だからこそ納得ができないというお話で……！」

　なぜか赤面する涼花だったが、間もなく気を取り直し、

「お、お兄ちゃんは、もしかしてもうラノベが好きじゃなくなってしまったんですか」

　切実な表情で、俺をそう問い詰つめた。

「いや、そういうわけじゃないよ。ラノベは好きだ。今もそれは変わらない」

　俺は即答する。すると涼花は「それなら……！」と、

「ラノベを書くという行こう為いについてはどうなんですか？　お兄ちゃんは今もラノベを書き続けたいと思ってるんじゃないんですか？」

「それは──……その通りだよ。ラノベへの熱意がなくなったわけじゃないし、執しつ筆ぴつ意欲が消えたわけでもない」

　話が不利な方向に進むとわかってはいつつも、俺は正直に頷うなずいた。

　ここでウソをついたところで、俺の妹さまの鋭するどすぎる勘かんから逃のがれることなんてできないだろうし、そもそも誤ご魔ま化かしたくもないしな。

「で、ではやはりおかしいじゃないですか。お兄ちゃんはラノベが好きで、相変わらず執筆意欲だってあるんですよね？　だったらラノベ作家になる夢だって、本当は諦あきらめてないんじゃないですか？　ラノベ作家になりたいって、もう思っていないと言うんですか？」

　案の定、涼花はほら見ろ！　って感じで身を乗り出してきた。

「……いや、正直なところ、今だってラノベ作家にはなりたいって思ってるよ」

　そんな涼花に、やっぱり俺はどこまでも愚ぐ直ちよくに答えるしかない。

　すると涼花の顔がパッと輝かがやいて「やっぱりそうなんじゃないですか！」と得意げな笑みが浮うかぶ。どこか安あん堵どしているような雰ふん囲い気きさえある笑顔だった。

「そりゃそうだろ。長年の夢だ。そう簡単にひょいって捨てられるもんじゃない。ぶっちゃけた話、お前の代理人を続けながら作家デビューする道がないか、ずっと考えたりもしてたんだぞ」

「な、なるほど、そうだったんですね……。あ、それなら私にいい考えがあります！　今度は私がお兄ちゃんの代理人になればいいんじゃないですか！」

「なにその本ほん末まつ転てん倒とうなアイデア!?　俺がなんのためにお前の代理人になったと思ってるんだよ!?」

「そ、それは、私はあの時は白はく桜おうの生徒会長でしたけど、今はもう違いますから！　問題点は解決済みです！」

「それだけじゃなく、親おや父じと母さんの件もあっただろうが！　そっちは全然解決してないだろ!?」

「あっ!?　で、では、あの、えっと……！　そ、そうです！　別に代理人を辞めずにそのままデビューしてもいいじゃないですか！　大賞をとった新人の正体は、実は永遠野誓だったなんて、話題性バッチリです！」

「悪い方向での話題性だけどな!?　プロの作家が新人賞に応おう募ぼしてる時点で既すでにマナー違い反はんな上、出版社にも迷惑がかかるだけだろ！」

「え？　あ、う……、そ、それは……！」

　俺の反論に、珍めずらしくしどろもどろになる涼花。

　そのアイデアってのも涼花の口から出たとは思えないくらい稚ち拙せつでボロボロなもので、俺は思わずため息を吐つく。

　とはいえそれだけ涼花が必死だという表れでもあって、今もなんとかいい案をひねり出そうと目の前で唸うなっている姿を見てるとそれがよくわかる。

「……そんな都合のいいアイデアなんてないんだよ。俺だってどうにかならないか、いろいろ考えたけどさ」

　けれど、俺はそんな涼花の思考を打ち切る。俺のために頭を悩なやませてくれるのは有り難がたいが、無理なものは無理だと既に結論を出しているんだ。

「そ、そんなことはありません。なにか、きっとなにかいい考えが浮かぶはずです。あのその、……た、たとえばある日突とつ然ぜん、お兄ちゃんが変身能力に目覚めて、自在に別人の姿になれてしまうとかですね！」

「…………………」

　……なんつーか。涼花も本気で言ってるわけじゃないってのはわかるけどさ……。

　以前は俺がラノベに関する妄もう想そうを口にして「なにを荒こう唐とう無む稽けいなことを言ってるんですかお兄ちゃんは……」って呆あきれられてたのに、今は完全にその立場が逆転していた。

　なるほどなるほど、荒唐無稽なことを言われた側はこういういたたまれない気持ちになるんだな……。よくわかったぜ。呆れながらも律りち儀ぎにコメントを返してくれる涼花の優やさしさも含ふくめて、よく理解できた。

「涼花」

「は、はい!?　な、なんなんですかその憐あわれみの表情は！」

　いや、俺はお前の優しさに感謝してるだけで憐れんでなんかいないんだが……。

　もしそう見えたのなら、きっと涼花自身に後ろめたさがある証しよう拠こだと思う。自分でも無茶苦茶言ってるって自覚はあるんだなぁ。

　と、それはともかく、

「ありがとう。いいんだよ、もう」

　俺は涼花のその善意にお礼を述べつつも、簡潔にそう言った。

「え？　も、もういいって、どういうことですか」

「だから、俺の夢のことは、もういいんだ。自分で納得して出した結論だからな」

「じ、自分でって……」

「俺はお前にこのままラノベ作家を続けてほしい。そのために、俺は自分自身の作家デビューを諦める。これはもう、決めたことだ」

　少しだけ突つき放すような口調になってしまった自覚があった。

　でも、それくらいじゃないと、俺の優しい妹は引き下がっちゃくれない。

「……意味がわかりません」

　涼花はギュッと拳こぶしを握にぎりしめながら、震ふるえる声で続ける。

「お兄ちゃんは、今までと同じようにラノベが好きだと言いました……！」

「言った」

「ラノベの執筆意欲だって消えてないって……！」

「言ったな」

「……っ！　なのに、それなのにラノベ作家になる夢は諦めるって言うんですか!?」

「ああ、諦める」

　俺はまた即そく答とうした。

　すると涼花は、ふるふると力なく首を振ふって「わかりません……」と呟つぶやく。

「やっぱり意味がわかりません……。お兄ちゃんはラノベが好きで、ラノベが書きたいって思ってるのに、なのに肝かん心じんのゴールは諦めるなんて、そんなの全然意味がわからないじゃないですか……！」

　それでもわかってもらわないといけないから、俺は言葉を続けるしかない。

　自分の夢よりも、妹を優先しようと思ったその理由を、言える範囲で正直に。

「……俺は、お前のためなら夢を諦めてもいいかなって思えたんだよ」

　涼花がまたピクッと身体からだを震わせる。

「さっきも言ったけど、俺は代理人になって以来、お前が楽しそうにラノベを書いてきたのを今までずっと見てきた。作品も相変わらず大人気だし、お前にはこのままラノベ作家として活動を続けてほしいんだ」

「でも、私は……！」

「理由はそれだけじゃない。俺がお前の代理人になって、取材とかいろいろ一いつ緒しよにやるようにもなって、それで俺達はようやく仲直りできただろ？」

「わ、私は別にケンカしていたつもりは……！」

「ま、まあ、その辺の細かい話はさて置き、それまでずっと冷え切った関係だったのが、劇的に改善されたことには違ちがいないじゃないか。やっぱ、自分の中ではそれが一番大きかったかなって……」

「……どういうことです？」

「上手うまく言えないけど、ようやく兄貴らしいことができるようになったってことかな。頼たよれる兄貴として妹の力になれるなら、それでいいと思えるようになった。ってか、そうしたいって、自然に思えるようになったんだ」

「……………………」

「……兄貴として、妹の力になってやりたかった。お前がラノベを書き続けたいって思ってるのはわかってたから、なんとかしたいって考えた。そうしたらいつの間にか、自分の夢を諦めるって結論に自然に達していた」

　正直な話、自分でもそういった心境は少し驚おどろきだった。

　俺の夢にかける情熱は、俺自身が一番よくわかってる。

　文字通り、俺はラノベ作家になるためだったら何でもする覚かく悟ごで今までやってきたわけだから、その夢をこんなにも簡単に諦められてしまったのは、やっぱり不思議としか言いようがない。

　でも同時に、それが当然だという確信のようなものもあったから、混乱とかそういうのはなかった。

　その確信ってのは──……なんてことはない。兄貴が妹の力になるのは当たり前だっていう、ごくごく普ふ通つうの考えだ。

　それは俺にとって絶対の真理であって、異論を挟はさむ余地はないし、挟むつもりにもならないものだ。

　そういう考えがあったから、俺は自分の夢をなんの躊躇ためらいもなく諦められた。

　妹の、涼花のためなら、それくらいは何でもないことだ。それこそ当たり前すぎて、自己犠ぎ牲せいなんて単語さえ浮かんでこない。実際、俺はこの決断を自己犠牲だなんて思っちゃいないしな。

「だから、俺は大賞を辞退して、お前の代理人を続けるって、そう決めたんだ」

　俺は最後にそう言って、改めて説明を終えた。

　涼花は俯うつむいたまま、ずっと押し黙だまっている。

　たぶん、今俺が言った内容を頭の中で確かく認にんしているんだろうと思う。

　……さて、俺の話を聞いて、涼花はどういう反応を見せるだろう。

　俺としては、涼花は最終的には俺の決断を受け入れてくれると思ってる。

　もちろん、いろいろと納得できないことはまだ残ってるだろう。ラノベを書きたいけれどラノベ作家になる夢は諦めるって矛む盾じゆんなんか、生き真ま面じ目めな涼花にしてみれば簡単には腑ふに落ちないところかもしれない。

　しかもそれが自分のためだと言われたら、優しい涼花のことだ、俺のことを思って申し訳なさを感じる可能性だってある。

　でも、それでも頭のいい涼花なら、最後には俺の気持ちをなんとかわかってくれると信じている。

　もちろん自分勝手だって不満たらたらだろうし、非難されるし思いっきり睨にらまれもするだろうけど、でも最後は俺の兄貴としての決断を、妹として受け入れてくれるだろうと、俺は信じていた。

「…………お兄ちゃん」

　だが、ようやく口を開いた涼花から出た言葉は、そんな俺の予想とはまったく違うものだった。

「私、怒おこってます」

「え？」

「私は怒ってるんです。とってもとっても怒っています」

　一いつ瞬しゆん、涼花が何を言ってるのかよくわからなかった。

　というのも、言ってる内容と涼花の雰ふん囲い気きが、まるで一いつ致ちしてなかったからだ。

　涼花は今にも泣きだしそうだった。少なくとも俺にはそう見えた。

　顔を赤くして、目め尻じりに涙なみだをためて、頰ほおを膨ふくらませながら込み上げてくる何かに耐たえているように俺を睨む。

　それはいつも通りの涼花の不ふ機き嫌げんな表情。けれど決して怒ど鳴なることはなく、それどころかその声こわ音ねはどこまでも静かで、むしろ落ち着いてさえいた。

　表情と声色と、そして言葉のチグハグさに、俺は狼ろう狽ばいする。

　こんな涼花を見たのは初めてで、一体どういう状態なのかがまるでわからない。だが涼花はそんな俺になどかまわず、やっぱり落ち着いた声のまま、

「本当は、この場で私が一番なんて言いたいか、わかりますか」

「い、いや……」

「それは『お兄ちゃんのバカ！』です」

　ギクリとする。

　それはあの時、俺と涼花の間に長年にわたる壁かべができてしまった、その決定的な瞬間の一言だったからだ。

「でも、言いません。同じ過あやまちは繰くり返したくないし、もうケンカは絶対にしないので、それは決して言いません」

　でも怒っているんですと、涼花はジッと俺を見み据すえながら続ける。
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「お兄ちゃんは……」

　一瞬言いよどんだ涼花だが、すぐにまた元の調子に戻もどり、

「お兄ちゃんは今のこの状じよう況きようが、昔私達がすれ違ってしまったあの時と、まったく同じだということに気がついていますか？」

「な、なんだって……？」

「……やはり、気づいていないようですね」

　そう言って、どこか苦しそうに顔をしかめる。

　一方で俺は、涼花が何を言っているのか全然わからなかった。

　……昔俺達がすれ違ってしまった時とまったく同じって……？

　ど、どういうことだろう。涼花は何を言いたいんだ？　俺達の仲が冷え切ってしまったキッカケのことを言ってるのか……？

　俺は困こん惑わくしながら思考を巡めぐらせるが、その辺りのことについては、実はよく覚えていないってのが正直なところだ。

　おぼろげに残る記き憶おくを辿たどっても、覚えているのは俺が何か怒らせるようなことを言って涼花を泣かせたってことくらい。その時から、俺達の仲がギクシャクし始めたってのは確かなんだけど……。

「なあ涼花、それってどういう……」

　俺は涼花の真意を問いただそうとするが、

「…………っ！」

　口を開いた途と端たん、涼花が相変わらずの、今にも泣き出しそうな表情で睨みつけてきて、俺は思わず口をつぐんだ。

　まったくわけがわからない状況だけれど、下手なことを言うのはマズイということだけは本能的に気がついた。

「……繰り返しますが、私は怒っています。怒っていますけどケンカは絶対にしません。ケンカはしませんが、それでもやっぱり怒ってるんです」

　涼花はただひたすら「怒ってる」「けどケンカはしない」を繰り返す。

　いつも論理的で冷静な涼花とは思えない、まるで小さな子供が駄だ々だをこねているようなその様子に、俺はますます戸と惑まどう。

「……お兄ちゃんは、昔から全然変わってません……。どこまでも優しすぎるから、私は怒らざるを得ないんです……」

「え……？」

「……なんでもありません。とにかく私の言えることはただ一つ、私が怒っているということだけです」

　涼花はそう言ったかと思うと、最後にもう一度だけこちらを睨みつけた後、プイッと俺に背を向けてしまった。

　その背中は俺を拒きよ絶ぜつしているようには見えなかった。それどころか微かすかに震ふるえていて、まるで何かを待っているかのように弱々しく、そして寂さびしく見えた。

　しかし、俺が声をかける前に、涼花は「失礼します」とだけ言って、俺の部屋から足早に出て行ってしまった。

「…………涼花」

　一人残された俺は、ただ呆ぼう然ぜんとそれを見送るしかなかった。

　大賞を辞退したことを涼花にわかってもらう──ただそれだけを考えていたのに、どうしてこんな事態になったのか、まるでわからない。

　もちろん理由を問いただされたり、納得いかないと非難されることは覚悟していた。それでもちゃんと説明して説得すれば、涼花にきっとわかってもらえると思っていたんだ。

　それなのに、




　──私、怒ってます。




　あんな反応は予想外だった。それにあの雰囲気……、涼花の真意がまるで見えない。あいつは一体なにを考えているんだろう。

「くそ……っ」

　俺はベッドに座り込み、頭を抱かかえる。

　どれだけ考えても、涼花がどうしてあんなことを言ったのかわからなかった。

　だが、それでもハッキリとわかっていることが一つだけある。

　それは、涼花がその言葉通り『怒ってる』だろうということだ。

「どうなってるんだよ、まったく……」

　俺の口から力ない呟つぶやきが漏もれるが、それは誰だれにも届くことなく消えていった。




　　　　★




「お兄ちゃんのバカ……！」

　部屋に戻った私は、無意識のうちにそう呟いていました。

　ベッドに倒たおれ込み、枕まくらにギュッと抱だきつきます。

　鼻の奥がツンとして、今にも涙がこぼれ落ちそうになりますが、私は必死に耐えて我が慢まんします。今は、泣いてる場合じゃありませんから。

「お兄ちゃんのバカ……バカ……！　どうしてあんなことを……！」

　私はさっきのお兄ちゃんの言葉を思い出しながら、キュッと唇くちびるを嚙かみしめます。

　大賞を辞退する。長年の夢で、今もラノベに対する熱意は消えていないけど、それでもラノベ作家になるのは諦あきらめる。私が困らないように。

　お兄ちゃんが言っていたのは、つまりはこういうことです。思い出しただけでも、また泣きたくなってくるような内容です。意地でも泣いたりしませんけど。

「……お兄ちゃんは、どこまでバカなんですか……！　ずっと夢見てきた目標にやっと到とう達たつしたというのに、あんなにも簡単に手放すなんて……！」

　バカです。お兄ちゃんは大バカです。本当にどうしようもないくらいバカです。

「……バカバカバカ……！　お兄ちゃんのバカ……！　どうしてお兄ちゃんはそんなにも、そんなにも……優やさしすぎるんですか……！」

　私は面と向かって言えなかったことを、頭の中のお兄ちゃんに向かって何度も何度も繰り返します。

　そう、お兄ちゃんは優しすぎるんです。

　今度のことだって、私が困るからなんて理由で自分の夢を諦めているんです。あれだけ熱意を持って邁まい進しんしていたのに、たったそれだけの理由でですよ？

「…………う、ううう、ううううう～！」

　私は込み上げてくるうれしさをなんとか抑おさえようとします。

　ええ、正直に言うと、私は今とってもうれしいんです！　うれしくてうれしくて胸がきゅんきゅんしてるんです！　感激して身み悶もだえしそうなんです！

　お兄ちゃんが私のことを考えて、自分よりも私のことを優先してくれて、妹の私をとっても大事に想おもってくれて……！

　その事実が、私をこれ以上ないくらいの幸福感で包み込みます。全身がお兄ちゃんの愛情で溢あふれそうになり、顔が勝手に緩ゆるんでしまいそうです。

　でも、

　でも、そんな感情を私は必死に抑え込みます。うれしいけど、とってもうれしいけど、でもそんな感覚に身を委ゆだねている場合ではないからです。

　だって、私はそんなうれしさと同じくらい──……いえ、それ以上に、この件に関しては怒いかりを感じているんですから。

　そう、怒りです。今私の中に満たされている感情はそれです。

　何に対しての怒りなのか、ですか？　それはもちろん、私がうれしさを感じたのと同じもの──お兄ちゃんの私への想いそのものに対してです。

　自分の夢を諦めてでも、私のための判断をする。

　それはもちろんうれしいことです。涙が出そうなくらいうれしいことです。今すぐにでもお兄ちゃんの胸の中に飛び込んで、何度も何度もお礼を言いたくなるくらいうれしいことなんです。

　けれど、同時にそれは、私にとっては絶対に許せないことでもあります。

　私のために自分の幸せを犠ぎ牲せいにする──そんなことは、許せるはずがありません。

　だってその構図は、あの時とまったく同じじゃないですか。

　私をかばってくれて、私の代わりにお父さんに𠮟しかられて、それでも大だい丈じよう夫ぶだと笑え顔がおを見せてくれたお兄ちゃん……。

　あの時の私は、おそらく今と同じ気持ちを抱いていたんだろうと思います。

　うれしさと強い憤いきどおりがないまぜになって、どうしたらいいのかわからなくて頭がグチャグチャになって……、結局私は「お兄ちゃんのバカ！」という心ない一言を口にしてしまったのです。

　ですが、私もあの当時からは成長しました。今回は、かろうじて同じ過ちを繰り返さずに済みました。またあの時のように、お兄ちゃんとの仲が冷え切ってしまうような最悪の事態だけは回かい避ひしたんです。

　ケンカはしない──それは、私の決意表明でした。その言葉通り、私はもう二度とお兄ちゃんとケンカしたりはしません。

「……でも」

　とはいえ、怒りそのものがなくなったわけではありません。

　それは今も厳然と残っていて──……いえ、むしろ冷静になればなるほど静かに冷たく燃え上がっていきます。

「……私のために、大賞を辞退したですって……？　なにを考えているんですかお兄ちゃんは……！　そんなこと、私に容よう認にんできるはずがないじゃないですか……！」

　本当なら、あの場でこの怒りをお兄ちゃんに思いっきりぶつけたかったです。

　私が困るから夢を諦めた？　そんなバカなことがありますか。自分の幸せをなんだと思ってるんですか。ふざけないでください。

　……と、そんな風に面と向かって言い放ちたかったんです。そして、今からでも辞退の取り消しを迫せまりたかったんです。

　でも──…………できませんでした。

　それはもちろん、さっきも言った「もう絶対にケンカはしない」という決意もありますけど、それ以上に私の口からは言えない理由があったからです。

「理由…………、いえ、わがままと言った方が正しいかもしれません」

　私は胸の苦しみを吐はき出すように、そう呟きます。

　わがままというと駄々をこねているように思われるかもしれませんし、実際その通りな側面もあります。でも、このわがままだけは、絶対に譲ゆずることができなかったというのも事実なんです。

　だって私は怒おこっているんです。

　お兄ちゃんの判断そのものへの怒りはもちろん、それよりももっと腹立たしいのが、どうして私が怒っているのかをお兄ちゃんがまるで理解していないからです。

　……そう、それが一番許せません。

　また私達の仲を、昔と同じ状態に戻もどそうとしたお兄ちゃんが許せないんです。

　もちろんお兄ちゃんにそんなつもりがないということは知っています。

　でも、その無自覚さが許せません。

　無自覚からくるあの泣きたくなるような優しさが許せません。

　そして、それが当然だと思っているお兄ちゃんの考えが、なによりも許せません。

　だから──

「うう……、私が何に怒っているのか、今すぐにでもお兄ちゃんにぶつけたいです……！でも、やっぱり私の口からは絶対に言っちゃダメなんですよ……！」

　だってそれは、お兄ちゃん自身が自覚してくれないと意味がないから。

　どうして私が怒っているのか、お兄ちゃん自身が気づいたうえで向き合ってくれないとどうしようもないことだから。

　……そうじゃないと、また同じようなことが繰くり返されてしまいます。

　私のために、自分の幸せを放ほうり投げて、それで寂しそうに笑って……。

「もうそんなのは嫌いやなんです……！　耐たえられないんですよ私は……！」

　だからこのわがままを押し通すしか、私には方法がないんです。

　……もちろん他にやりようがないかも考えはしました。直接お兄ちゃんに言葉で伝えずともなんとか気づいてもらえる方法はないかと、必死に頭を回転させたんです。それこそ、生しよう涯がいでこれ以上真しん剣けんに考えたことなんてないと思えるくらいに。

　でも、ダメでした。

　何一つ、いいアイデアが思いつかなかったんです。

　少なくとも、私からアプローチする形でお兄ちゃんに気づいてもらう方法はないと結論付けるほかありませんでした。というか、それはそもそも不可能なことだとすぐに気づいたんです。

　だってお兄ちゃんは優しいから。本当に優しすぎる人だから。

　お兄ちゃんならきっと、私の言うことも理解してくれると思います。自分で気づいてほしいという私の必死の訴うつたえも、間ま違ちがいなく受け止めてくれるでしょう。そしておそらく、最終的には辞退だって撤てつ回かいしてくれるはずです。

　ただし自分のためではなく、あくまでも私のために。

　泣きそうになっている私をまた助けるために。

　……ええ、それじゃダメなんです。やっぱり繰り返しです。なにも変わりません。私が許せない構図が、また再現されるだけです。

　だから、

　……だから私には「怒ってます」と言うことしかできないんです。

　なぜ怒っているのか、お兄ちゃん自身に気づいてもらわないといけないから。

　お兄ちゃん自身に、この連れん鎖さを断たち切ってもらわないと意味がないから。

　そんなどうしようもない状じよう況きようで私にできる唯ゆい一いつの意思表示が、この「怒ってます」というわがままだけなんですよ……。

「……はぁ」

　私の口から、自然と重いため息が漏れます。

　自分でも回りくどいって思います。面めん倒どうくさいということだって自覚しています。

　でも、こうするしかないんです！　これ以外、私にはできることがないんです！

　だから、私はこんな嫌な妹になるしかないんです……。理由も明かさず、拗すねたみたいになってお兄ちゃんを困らせる妹に……。

「……今度こそ、本当に嫌きらわれるかもしれません」

　そう考えただけで、息が苦しくなって胸が痛くなります。今すぐにでもお兄ちゃんの部屋に戻って、前言を撤回したくなります。

　ですが、私はそんな誘ゆう惑わくに耐えるしかありません。

　これはお兄ちゃんの──いえ、私達の未来のためにとても重要なことなんですから、決して妥だ協きようなんてしないんです！

「私は怒ってます……。怒ってますけど、ケンカはしません……」

　私は深呼吸しながら、自分がとるべきスタンスを再確認します。

　感情的にはなりません。しかし静かに怒りを表明し続け、お兄ちゃんにはなぜ私が怒っているのかを自発的に気づいてもらいます。

　そして、これが重要な点ですが、仲なか違たがいは絶対にしません。

　私はお兄ちゃんに怒ってはいますが、嫌いになったわけではないからです。というか、お兄ちゃんを嫌いになんてなったことは生まれて一度もありません。断言します。

　それに、そもそも私とお兄ちゃんはすっかり仲良し兄妹きようだいになってしまったわけで、今いま更さら昔みたいにギクシャクした関係に戻るなんて私が耐えられません。想像しただけで泣きますから私。同じ過あやまちは繰り返さないのです。

「……となると、今後のお兄ちゃんに対する態度はかなり歪いびつなものにならざるを得ませんけれど、これは仕方がないですね……」

　私はこれからのことに思考を巡めぐらせます。具体的には、これからお兄ちゃんにどう接していくかについて、です。

　怒っていると意思表示は続けるが、ケンカはしていないのでそれ以外の部分は今まで通りに振ふる舞まう──……これを徹てつ底ていしなくてはいけません。

　いつも通りに一いつ緒しよにご飯を食べて、いつも通りに一緒に学校に行き、いつも通りに一緒に帰宅して、いつも通りに二人で一人のラノベ作家としての活動をする。

　そう、全すべてはいつも通りの日常です。これを崩くずすわけにはいきません。

　ただし、その間も私はずっと怒っているわけですから相当奇き妙みようなことになりますが、やむをえないことです。実際に私は怒っているわけですから。

「……こんなことになったのも、お兄ちゃんのせいなんですからね……」

　私は壁かべの向こうのお兄ちゃんに向かってそう呟つぶやきながら、自らも覚かく悟ごを決めます。

　ですがその時、ふとあることに思い至ります。

「あ、そうです。いつも通り振る舞うということは……」

　二人で一人のラノベ作家として、今までずっとやってきたある行こう為い。

　こんな状況ではとてもそんなことをしている場合ではないのですが、いつも通りに振る舞うとなると、それをしないと不自然です。なのでもちろんやるんですが、問題は、

「……う、わ、私はちゃんとその場合でも、怒いかりを継けい続ぞくできるでしょうか……？」

　そんな不安が自然と口から漏もれます。

　…………自信、ないかもしれません。

「い、いえいえ！　なにを弱気になっているんですか私は！　どんな状況でも静かに怒りを表明し続けるんだって決めたじゃないですか！」

　私はさっきよりも枕まくらを強く抱だきしめながら、ベッドの上をゴロゴロと転げ回ります。

　なにはともあれやるしかありません。そしてどんな時でも怒りを継続するために、今から練習しておかなければと、私は早さつ速そく妄もう想そうを展開していきます。

「……くっ、これは至難の業わざかもしれませんね……！」

　そうして私はその日、夜遅おそくまで妄想──もといイメージトレーニングを続けることになったのですが、思わず緩ゆるんでしまいそうな頰ほおを必死に引き締しめるには、かなりの時間がかかってしまったことを、ここに正直に告白します。

「ああもう、私はどれだけお兄ちゃんの誘惑に弱いんですか……！」




　　　　★




「ふあぁ……、頭が重い……」

　翌日の朝。

　俺は制服に着き替がえると、重い足取りでキッチンへと下りていった。

　晴れて爽さわやかな朝だったが、俺の気分は憂ゆう鬱うつだった。その原因はもちろん昨日の涼花の言動と、それに伴ともなう睡すい眠みん不足だ。

　あの後、俺は眠ねむれない夜を過ごし、ほぼ一晩中涼花の言ったことの意味を考えていた。

　重要なのは当然「怒ってる」って部分だ。けど、どれだけ考えても結局涼花が何に怒っているのか見当がつかなかった。

　……最初は、俺が勝手に大賞を辞退したことに対して怒ってるのかと思ってたんだが。

　どうもよくよく思い返すとそうじゃないような気がしてきた。

　いや、もちろんそのことについても怒ってるんだけど、もっと、なんと言うかな……、根本的というか、根深い部分に原因があるような、そんな気配がするんだ。

「……とはいえ、それが何かはまるで見当がつかなかったんだけど……」

　一晩中うんうん唸うなっても、ついに答えは出なかった。

　要するに何が言いたいかというと、この状況を打開できる要素が何も見つからなかったってことだ。打つ手がない。どうしよう。

「お、おはよう……」

　キッチンに入ると、涼花がいつものように朝食の準備をしていた。

　制服姿でエプロンをつけて、朝食の材料を冷蔵庫から取り出している。

　それはまったく日常の光景だったが、その背中から出てる雰ふん囲い気きはやっぱり余よ所そ余よ所そしく感じられて、俺の挨あい拶さつもどこか腰こしが引けたような感じになってしまった。

　……これが俺の気のせいで、昨日のこともなんか悪い夢で、涼花がいつも通りの反応を見せてくれたらいいんだが……。

「おはようございます」

　けど現実は甘くなかったし、昨日の出来事はもちろん夢じゃなかった。

　返ってきた涼花の声はやっぱり冷たくて、それは昨日のそれとまったく同じだ。

「あの、えーと……、お前はまだ」

「当然怒っています」

　ダメ押しも入り、俺は「ですよね……」とガクリと肩かたを落とす。

　涼花はこちらを振り向くことなく料理に集中しており、そんな仕草もまた、その言葉を態度で表しているかのようだった。

　……ああ、参ったな、くそ……。

　俺は自分の席に着きながら、涼花には聞こえないように小さくため息を吐つく。

　雰囲気といい、今みたいな素っ気ないやり取りといい、既き視し感が半はん端ぱなかった。

　これは、俺がまだ代理人になる前、俺達の関係が完全に冷え切ってた時と同じだ。

　見えないけれど、決して越こえられない壁が間にそびえ立ってる感覚というか……。

　ああもう、どうしてこんなことになっちまったんだよマジで……！

　せっかく代理人になって、涼花との距きよ離りも縮まって、仲直りもできて普ふ通つうの兄妹に戻もどれたと思ってたのに。

　それなのにまたあの頃ころに逆ぎやく戻もどりとか、マジで凹へこむぞ……！　なまじ関係改善ができてたぶんショックもデカいし、ぶっちゃけ昔よりも辛つらさは数倍上だ！　一度妹のぬくもり（変な意味はねーぞ！）を知ってしまうと、それを失うのがこんなにもキツいなんて……！

「………………」

　俺がそうやって心の中で嘆なげいている一方、涼花はまるで俺なんていないかのような態度で、無言のまま料理を続けている。

　……涼花はケンカはしないとか言ってたけど、あれってどういう意味だったんだ？　こうやってギクシャクしてる以上は、実質ケンカしてるのと変わりないじゃないか……。

「いや、とにかくだ……」

　いつまでも凹んでる場合じゃないってのだけは確かだ。なんとか涼花の怒りを解かないといけない。それも可か及きゆう的てき速すみやかに。

　さもないと、また昔みたいな関係に逆戻りだ。今の俺に、再びあの状況が耐たえられるとは思えない。涼花に見放されるとか、正直即そく廃はい人じんレベルだ。すっかりシスコンになってしまった自分自身には呆あきれてしまうが、内心で取り繕つくろってる場合じゃないからな。

「お兄ちゃん」

「は、はい!?」

　と、そんなことを考えていた時だった。

　不意に涼花から声をかけられ、俺は素すっ頓とん狂きような声を出してしまう。てっきり無視されてると思ってただけに、向こうから話しかけてくるとは想定してなかったからだ。

「な、ななな、ななななななんでございましょう!?」

「なんでそんなに慌あわててるんですか。それよりも卵はどうしますか」

「た、た……ま……ご……？」

「どうしてそんな、初めて聞いた単語みたいな反応なんです？」

「い、いや、その……、卵って……なんのことだ？」

「ですから卵の硬かたさです」

「卵の硬さ……？」

「……もしかしてふざけているんですか？」

「ち、違ちがう！　そうじゃなくてだな！　マジで意味がわからなくて……！」

「目玉焼きの焼き具合です。半熟か、ちゃんと火を通すか。お兄ちゃんはその日の気分で決めるでしょう？　今日はどっちがいいかと訊きいています」

「……………………」

「……消し炭になるまで焼きますか？」

「は、ははは半熟でお願いします！」

　涼花にジト目を向けられ、俺はようやくそう返した。

　涼花は「まったく……」と呆れた様子で料理に戻ったが、俺は混乱して上手うまく思考がまとまらない。
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　……え、えっと、どういうことだ？　なんで目玉焼きの焼き具合なんて訊いてきたんだ涼花は？　怒おこってるんじゃなかったのか？

　ムッとした表情や素っ気ない態度はともかく、会話の内容そのものは俺達がいつも交かわしているようなものだった。少なくとも、ああいうやり取りは以前の冷え切った関係の中では存在していない。あくまで関係が改善した後の日常風景だ。

「どうしましたお兄ちゃん、ボーッとして」

「あ、いや……」

「言いたいことがあるならハッキリ言ってください」

「……えっと、お前は、その……、怒ってるんだよな……？」

「怒ってます」

　即そく答とうだった。

　俺はますます混乱しそうになるが、なんとか質問を続ける。

「お、怒ってるのに、俺に目玉焼きの硬さを訊いてくれたのでせうか……？」

「はい。なにかおかしいですか？　お兄ちゃんの口調はおかしいですが」

「いや、あの、……なんで？」

「なんで、とは？」

「だから、怒ってるはずなのに、どうしてそういういつも通りの気き遣づかいをしていただけるのかと思いましてですね……」

　俺はおっかなびっくり訊たずねる。藪やぶをつついているような感じがして口調があからさまに腰こしが引けているのが自分でもわかる。

　念のために言っておくが、混乱して敬語になってるんじゃないぞ？　俺が涼花にお伺うかがいを立てる時はいつもこんなだ。俺と妹さまの力関係上仕方ないんだ。卑ひ屈くつになってるわけじゃないから、そこは勘かん違ちがいはしないでいただきたい。

　と、それはともかく、

「お兄ちゃんは何か思い違いをしているようですね」

　涼花は俺の言葉に、呆れたように肩をすくめる。

「逆に、どうして私がいつも通りの気遣いをすることが、そんなにも不思議なんです？」

「いや、だってそれは、お前が怒ってるって言うから……」

「はい、私は怒っています。それがどうかしましたか？」

「思いっきりどうかしてると思いますが!?」

「お兄ちゃん、私、言いましたよね？　怒ってるけどケンカはしないって」

「あ、ああ、言ってたけど、それってどういう意味なんだ？」

「言葉通りの意味です。私は怒っていますが、お兄ちゃんと仲なか違たがいをするつもりはありません。なので、怒っていますがお兄ちゃんとはいつも通り接します」

　それだけの話です、と涼花はやっぱり素っ気なく言うのだが、いやいやいや……！

「い、意味がわからない……。俺の理解力が足りないだけか？」

「恐おそらくそうだと思います」

「平然と言わないでくれますかねぇ!?　怒ってるってのにケンカじゃないから日常通りに振ふる舞まうとか、どう考えてもおかしいだろ!?」

「何がどうおかしいと言うんですかお兄ちゃんは」

「だ、だって……、怒ってるならもっとこう、関係そのものが険悪になって然しかるべきなんじゃないのか？　なのに無理矢理日常を押し通そうってのは……」

「お兄ちゃんは私と険悪な関係になりたいんですか？」

「んなわけあるか！」

　俺が思わず本気で否定すると、涼花は少し驚おどろいたように目を見開いて、やがてプイッと視線を逸そらした。

「そ、そうですか……………………、よかったです……」

　どこか安あん堵どしたような様子で、小声でなにやら呟つぶやく涼花。

　だがすぐにまた、さっきまでのブスッとした表情に戻ると、

「……こほん、なら何も問題ないはずでは？　私もお兄ちゃんと同じ気持ちですし。険悪な関係に戻りたくないから、怒っているけれどいつも通りに振る舞うんです。論理的かつ合理的な判断だと思っています」

「言葉の上では合理的かもしれないが、実際は無理矢理以外の何物でもないぞ……」

　俺は頭を抱かかえるが、涼花の言いたいことはなんとかわかった。

　……というか、本当に言葉通りの意味だったとは……。怒ってるけどケンカしないってのは、ようするに怒ったままだけど日常的に振る舞うってことなんだ。

　実に単純。単純だけど、実際その状じよう況きように放ほうり込まれた身としては、居い心ごこ地ちが悪いってレベルじゃない。なにせ仏ぶつ頂ちよう面づらのまま普ふ段だん通りに接してくるんだから、どう反応していいかわからないし、そもそも怖こわい。プレッシャーが半端ないぞこれ。

「あの、涼花さん……？　俺の方としましては、とてもじゃないけどいつも通り振る舞えそうにないんですが……」

　なので、早々に音ねをあげる俺。さっきのやり取りだけで、既すでに神経がクタクタだった。

「……私はいつも通り振る舞ってみせます」

　しかし、涼花は取り合ってくれない。しかもさらに続けて、

「というかお兄ちゃん、今からそんな調子では困ります。いつも通り振る舞うということは、これからいつもやっていることをやるわけなんですからね」

「いつもやってることって……、それはつまり、一いつ緒しよに登校したりとか、そういう？」

　……うぐ、想像しただけで気が重くなるな……。

　だってあれだろ？　その間も涼花は今みたいに『怒ったまま』不ふ機き嫌げん顔で接してくるわけだろ？　なにその針の筵むしろ？　拷ごう問もんの類たぐいだと言われても納なつ得とくできるぞ……。

　だが、そうやって俺が今日一日のことを考えてゲンナリしていると、涼花は少しだけ顔を赤らめ、

「そ、それだけではありません……」

　と、なぜかモジモジしながら、次の瞬しゆん間かんにはトンデモナイことを口走っていた。

「いつも通りのことをするので、もちろん、あの……、取材も行います」

「…………は？」

　……おい待て、今なんつった？

「しゅ、取材……？　取材ってもしかして、お前のラノベの？」

「はい、もちろんそうです。次の巻で書くべきシーンの取材です」

　涼花は平然と答えるが、……いやいやいや、ちょっと待ってくれよ！

「こ、この状況でやるのか!?　だって、お前は今俺に怒ってるわけだろ!?　顔を見りゃわかるが不機嫌状態なわけですよね!?　そ、それで、取材……!?」

「だから、いつも通りに振る舞うって言っているじゃありませんか。ならば当然、いつもやっている取材もします」

「い、いや、そもそもそんなのできるのか……？　ちなみに、その取材するシーンってのはもちろん……」

「はい。いつも通り、兄妹きようだいのイチャイチャラブラブシーンです。しかも次の巻では兄妹の関係が進み、さらに甘々きゅんきゅんな場面が必要です」

「現実とのギャップがありすぎるんですけど!?!?!?!?」

　ほ、本気で言ってんのかお前!?　現状こんな居心地の悪さＭＡＸな状態なのに、イチャイチャシーンの取材をするだと……!?

　無茶苦茶すぎる。大雨突とつ風ぷう落らく雷らいの日に外で楽しくピクニックするシーンを撮さつ影えいしようとするくらい無茶苦茶だ。大体お前もそんな状態で、イチャイチャラブラブ甘々きゅんきゅんシーンの取材なんてできないだろうに。

「大だい丈じよう夫ぶです。私は構いません」

　だが、涼花は相変わらずの仏頂面でツーンとそんなことを言う。

「たとえどんな状況であろうと、取材すべきものはしっかり取材します。それがプロラノベ作家・永遠野誓なのです」

「い、今まで以上のイチャイチャシーンでも？」

「望むところです」

「……しつこいようだけど、念のためにもう一度確かく認にんするんだが」

「もちろん私は怒ってます」

　……………………どうしろと!?

　俺はもうすっかり状況についていけなくなり、なんだかなげやりな気分になってくる。

　だが、俺の妹さまがそんな現実逃とう避ひを許してくれるはずもなく、

「というわけで早さつ速そく取材です。まだ時間はありますし、ちょうど登校前の朝のイチャイチャシーンがありますので、その取材をします」

　そう言って、俺の腕うでを引っ張って席を立たせた。

「え、えーと、どうすれば……？」

「状況はこうです。朝食の準備をしている妹のところにお兄ちゃんがやって来ます。そこで、あの……、い、妹の後ろ姿があまりにも愛らしかったので、思わずイチャイチャし始めてしまうというシーンです」

　…………………………………………キチぃ。

　いや、まあ、内容そのものがキツいのはもちろんなんだが（というか、涼花の作品の主人公はいつの間にそんなシスコンになってたんだ？　妹が可愛かわいいのは俺もよくわかるけど、少しは理性を保てよ！）、なによりキツいのは、そんなシーンを今この状況で取材するってことだ。

　実際には涼花と思いっきり気まずい雰ふん囲い気きなのに、そんな今まで以上のイチャイチャシーンを取材させられるとか針の筵どころの話じゃない。

「せめて日を改めるというのは……」

「却きやつ下かですね」

　だが涼花は不機嫌顔のまま、やる気だけは満々だった。

　こうなると、代理人である俺は断れない。涼花の取材に協力するってのは代理人の義務でもあるし、それになにより強きよう硬こうに反対して涼花をさらに怒おこらせるような事態だけは絶対に避さけないといけない。

「うう、わかった……。具体的にどうすればいいか教えてくれ」

　なので俺は折れるしかなかった。

　……ああもう、取材はいつも大変だけど、ここまで逃にげ出したくなるような取材は初めてだ……！

「で、では私は料理をしていますから、お兄ちゃんは後ろから抱だきついてきてください」

「マジですか……」

　作中の兄貴には頼たのむから自重してほしい。確かに料理してるエプロン姿の妹が最高に可愛らしいってのは俺もわかるけどな。

　だがまあ、ともかくこうなった以上は仕方がない。俺は重い気分やいろんな邪じや念ねんなどを振り切り「これは取材これは取材」といつものやつを脳内で呟きながら、言われた通り後ろから涼花をそっと抱だきしめる。

「…………っ！」

　涼花は一瞬ビクッと身体からだを震ふるわせたが、結局なにも言わなかった。

　小こ柄がらな涼花の身体は俺の腕の中にすっぽり収まり、ほのかな温ぬくもりが伝わってくる。

　それから甘い花のような香かおりも──……って、変態的な思考をしてんじゃない俺！

「あ、あのー、涼花？」

　俺はぶんぶんと頭を振って邪念を追い出しながら、涼花に声をかける。

「……………」

　だが返事はなく、それどころかなぜか微び動どうだにしない。

　……どうしたんだ？　と、俺は首を傾かしげながら再度名前を呼ぶ。すると、

「……っ!?　は、はい、なんでしょうか」

　再度ビクッとした後、さっきと同じような不機嫌な声が返ってきた。

「いや、この姿勢になった後は何をすればいいのかと思って」

「あ、ああ、そうでしたね。……危なかったです。耐たえるのに必死で、少しの間意識が飛んでしまいました……」

「え？」

「な、なんでもありません。……えっと、このシーンは愛いとしい妹にお兄ちゃんが朝のスキンシップをする場面なので、とりあえずお兄ちゃんの方でその状況に相応ふさわしい台詞せりふなどをいくつか言ってもらえればと思います」

「朝のスキンシップ……」

　いきなり後ろから抱きついてそれとか、もう完全に涼りよう（涼花の作品の主人公の名前な）は変態兄貴になってしまったようだ。まったく困ったもんだな。同じ兄貴としてあり得ないぜそんなの。気持ちはわかるが。

「えっと……、おはよう涼花、今日もいい朝だな」

「はい」

「いいにおいだ。涼花の料理は朝から食欲をそそる」

「そうですか」

「毎日ありがとうな涼花。お前のおかげで俺も元気に暮らせてるよ」

「どういたしまして」

「………………」

「……？　どうしましたお兄ちゃん。黙だまっていては取材になりません」

　……いや、だってお前。

　返ってくる反応がどれもこれも素っ気なくて、なんか俺一人だけバカみたいなんだが。

　ってか、涼花の表情をよく見ると、取材中だってのにさっきの不機嫌顔のままだった。

　道理で返事も態度も冷たいわけだと納得はいったが、

「なあ涼花、お前もしかして取材中も怒ったままだったり……？」

「はい、もちろんです。でもお兄ちゃんは気にせず、取材を続行してください」

「無茶言うな！　どんな罰ばつゲームだよそれ！」

　このテンションの落差、マジで独ひとり芝しば居い状態じゃねえか！

「どうしたんですかお兄ちゃん。早く続けてください」

「か、勘かん弁べんしてくれ……！　ってか、お前もその状態で取材なんてできてるのか？」

「大丈夫です。怒ってはいてもバッチリ堪たん能のう──い、いえ、バッチリ取材になっていますから。怒っているということ以外は、私はいつも通りです」

「……もしかして、次の巻では妹がそんな風に怒ってたりするのか？　そのために、こんな取材を？」

　俺は思いついたことを口にするが、涼花は首を振ふり、

「いえ、違ちがいます。あくまでもこの怒いかりは私個人のもので、作品は関係ありません」

「だったらせめて取材の時くらいは……」

「ですが、そうなる可能性もないとは言い切れません。どちらにせよ、取材は続けます。あくまでもいつも通りに、です」

　そう言って涼花はまた前に向き直り、料理を再開する。

　相変わらず涼花の真意が全然わからないけど、俺がこの取材を続けざるをえないということだけはわかった。残念ながら。

　……なんなんだこの状じよう況きよう。やってること自体はいつもとそう変わらないんだけど、受け手の涼花がこの調子だとなにをやっても空回りじゃないか。

　そう考えると、普ふ段だんみたいに恥はずかしさでバグってくれるのは、あれはあれで大変だけど、反応としてはありがたかったんだということがよくわかる。

　こうやって素っ気ない対応しか返ってこないと、マジで俺が単なる間ま抜ぬけだった。新手の兄イジメだと言われても納なつ得とくしてしまうレベルで──

「…………ん？」

　とその時、俺は唐とう突とつにあるアイデアを閃ひらめく。

　……涼花がバグってくれないから困るっていうなら、無理矢理にでもバグらせてしまえばいいのでは……？

　そうだ、そうすれば少なくとも独り芝居感はなくなる。涼花からいつも通りの反応が返ってくるなら、恥ずかしくてもそれはお互たがいさまで、取材にも耐えられる。

　……それだ、それしかない！　と、冷静に考えればツッコミどころしかないアイデアだったが、この時の俺はもうその方向で突つっ走るしかないと思った。というか、そうでもしないと、俺は気まずさと恥ずかしさで死にそうだったんだ。

「お兄ちゃん、何をしてるんですか？　動きが止まっています。取材なんですから真しん剣けんに取り組んでください」

　とにかく、なんとかして涼花をいつもの取材のテンションに引きずり込むしかない。

　そうすれば、この気まずさも多少はマシになるはず。というか、そう信じたい……！

　俺は決意を固める。だが、そのためには一つ越こえなければいけない大きな壁かべがある。

　もちろんそれは、涼花の怒りだ。相変わらずその正体は不明だが、その怒りのせいでこんなことになっているんだから、それを突とつ破ぱしない限りどうしようもない。

　で、突破するためには──……涼花の言う通り、いつも以上に真剣に取材に取り組むしかない。腹をくくらないといけないってことだが……、くそっ、やってやる！

「……涼花」

「なんですか。私としてはどんどん取材を進めてほしいのです──うにゃぁっ!?」

　不意に涼花の口から変な声が飛び出す。

　さっきまで感情を押し殺したような態度だったのが一転、顔を真っ赤にして信じられないといった表情で振り返る涼花。

「な、ななななな……！」

　だが、その反応も無理はない。なぜなら、俺が急に涼花を強く抱きしめて、その耳元に優やさしく息を吹ふきかけながら熱っぽく囁ささやいたからだ。

「ふぅ……、涼花は今日もいい香りだな」

「か、かおっ!?」

　さらに頭が沸わいてる台詞を口にすると、涼花の身体が軽く跳はね上がった。

「ななななにを言ってるんですか!?　ちょ……っ、か、顔を近づけてあからさまに空気を吸い込まないでください……！」

「ごめんな？　でも仕方ないんだ、涼花の香りを嗅かいでるとすごく落ち着くんだよ」

「にゃにゃにゃにゃっ!?　おおおおお落ち着くとかそんにゃ!?」

「同じシャンプーを使ってるはずなのに、涼花だけどうしてこんないいにおいがするんだろうな？　こうやって、ずっと涼花の香りに包まれていたくなるよ……」

「あうぅ!?　そ、その、あの、あうあうあう……！　そ、そんな、私がいい香りとか、そんなことありません……！　お、お兄ちゃんだってすっごく優しくて安心できるにおいで──……って、そうじゃなくてですね!?」

　涼花は今にも爆ばく発はつしそうなほど顔を赤くして目を泳がせていたが、すぐにぶんぶんと勢いよく頭を振り、

「い、いいいいいいきなりどうしたんですかお兄ちゃん！　こ、こんなうれしい──じゃなくて恥ずかしいことを、その、急に!!」

　やっぱり慌あわてふためいた様子で、そう詰きつ問もんしてきた。

　その疑問はもっともだと思う。だが俺は努めて平然とこう返す。

「どうしたもなにも、俺はただ言われた通りにしてるだけだぞ？　兄妹きようだいの朝のイチャイチャシーンを取材したかったんだろ？」

　この言葉にウソはない。涼花の取材に協力しようって主目的も変わらない。

　だが、言っていないこともある。……それは俺が、なんとか涼花をバグらせようと、文字通りいつも以上に真剣に取材に取り組んでるってことだ。

　ああそうだよ。あんな歯が浮うくような台詞を口にしてるのも、セクハラまがいの変態兄貴を演じているのも、全すべてはそのためだ！　ってか、そうでもなければあんな恥ずかしくて頭の悪いことができるか！

　涼花の取材には協力しないといけないが、素っ気ない涼花を相手にするのは気まずくて耐えられない。

　だったらいつも以上にイチャイチャして、涼花を無理矢理慌てさせればいい。そうすればいつも通りの構図だから気まずさもなくなるし、よりイチャイチャして取材も進むわけだから一石二鳥という完かん璧ぺきな理論だ!!

　……いや、わかってる。何も言わないでくれ。自分でもツッコミどころしかないってことはわかってるんだ。でもこうするしかなかったんだよ！

　今の自分を客観的に眺ながめると、その変態鬼き畜ちく兄貴っぷりになんの言い訳もできない。けど、ここはもう堪こらえるしかないんだ。

　頭の中の冷静な部分の俺が「リアル妹相手になにトンデモナイことやってんだよ！　涼花がいい香りなのは当然だけど！」と憤ふん慨がいしてるが、まったくその通りだと思う。だが、今は無視して心の片かた隅すみに蹴けり飛ばしておく。

　あんな気まずい空気の中で取材を続けて死にたくなるより、後で部屋で一人思い返して死にたくなる方がマシだと判断した以上、このまま突っ走るしかない。今だけは、思いっきり超ちよう変態妹狂ぐるい兄貴になってやる！

「……涼花」

「ひゃぁうっ!?」

　俺は心の中で再度覚かく悟ごを決めながら、今度は涼花に頰ほおずりする。

「涼花のほっぺたは柔やわらかいな。ずっとこうやってふにふにしてたくなるよ」

「あわわ、あわわわわわ……！」

　涼花の声と身体からだがわなわなと震ふるえる。恥ずかしさからか、それとも俺のあまりの変態っぷりに戦せん慄りつしているのか。なんにせよ、かなり慌てていると判断した俺は、さらに畳たたみかけようとするが、

「ちょ、ちょっと待ってください！　た、タイムです！」

「へ？」

　不意に涼花がそんなことを言い、呆あつ気けにとられた俺の腕うでから抜ぬけ出すと「う～……！」と呻うめきながら何かに耐たえるようにギュッと包丁を握にぎりしめた。さらに軽く地団太まで踏ふみ始める。

　……な、なんだ？　俺が首を傾かしげていると、今度はまな板の方へと向き直り、

「うう……！　う～……！」

　やっぱり呻き声を上げながら、なぜかものすごい勢いで一心不乱にレタスとトマトをみじん切りにし始めた。……それ、サラダ用のやつでは？

　やがて見事な手て際ぎわで野菜が粉こな微み塵じんになったかと思うと、涼花は冬だというのになぜか額の汗あせを拭ぬぐい始める。

「ふう、ふう……、な、なんとか落ち着きました……。あ、危なかったです。あまりのイチャイチャ度合いに、怒りも忘れて思わずえへえへしてしまうところでした……」

「涼花？」

「ぴぅっ!?　な、なななななんですか!?　私は冷静ですよ!?　決してお兄ちゃんの素す晴ばらしい取材姿勢に引き込まれそうになったとかはありませんからね!?」

　そう言って真っ赤になりながら、全然冷静そうじゃない反応を見せる涼花。

　そしてまた俺をキッと睨にらみつけるが、今度はどこか悔くやしそうな気配がする。

　……えーと、いまいちよくわからないが、どうやらバグらせるまでには至らなかったらしい。それどころか立ち直られてしまったようだ。くそ、もうちょっとだったのに……！

「う……、落ち着くためについお野菜をこんなにしてしまいました……。これではサラダに使えませんから、なにか別に使い道を考えないと……」

　涼花は俺に背を向けたまま、今度は卵を取り出して目玉焼きを作ろうとしている。

　……マズイ、このままだと完全に落ち着きを取り戻もどしてしまう。そうしたらさっきまでの苦労が水の泡あわだ。ここは前進あるのみ……！

　そう思って、俺は再び手を伸のばし、今度は涼花の髪かみにそっと触ふれる。

「ひゃっ!?　お、お兄ちゃん!?」

「涼花は髪の毛も綺き麗れいだよな……。滑なめらかで流れるみたいで、枝毛が一つもない……」

「ちょ、ちょっ!?　く、くすぐったいからやめてください……！」

「最高の感かん触しよくだ。ずっと触さわっていたくなる……。こうやってサラサラしてると、涼花の香かおりも楽しめるし……」

「べ、ベべべ別に私のは、その、普ふ通つうで……！」

「そんなことない。俺は涼花の髪が好きなんだ。すごく可愛かわいい……」

「か、かわっ!?　あ、あう、あああああ……！」

　俺が歯の浮くような台詞を口にすると、涼花は背筋をピンっと伸ばして直立不動の体勢になる。ガチガチに緊きん張ちようしているのか、なんか声にならない声が口から漏もれてるし、顔だけじゃなくうなじまで真っ赤に染まっている。

　……これはいい感じなんじゃないか？　この慌てようは、もうひと押しでいつもみたいにバグるのでは……！

　そう思って、俺はさらに追つい撃げきしようとする。だが、

「ああああああもう！　もうもうもう!!」

「うわっ!?」

　涼花が急に大声を上げたかと思うと、次々と卵を片手で割ってはフライパンに投入していく。そして慣れた手つきでかき混ぜて、塩しお胡こ椒しようで味付けし、あっという間に見事なスクランブルエッグに──……って、目玉焼きを作るんじゃなかったか？

「ふう、ふう、ふうぅ……っ！」

　やがて涼花は火を止めると荒あらい息を吐はいてガクリと項うな垂だれたが、結局俺は勢いに圧あつ倒とうされて追撃できなかった。その余よ裕ゆうがなかった。

「……あ、危ないところでした。お兄ちゃんにあんなうれしいことを言われたから、怒いかりも忘れて思わずお兄ちゃんの胸に抱だきついてゴロゴロしてしまうところでした……！」

「あ、あのー、涼花さん……？」

「ぴゃあぅっ!?　な、ななななななんでもありませんよ!?　私は冷静ですからね!?　決してお兄ちゃんの最高の取材姿勢に、我を忘れたりはしませんからね!?　あ、あと、私怒おこってますから！」

　なぜかグルグルと目を回しながらそう言う涼花。

　……えーと、やっぱりよくわからないが、どうやらまたダメだったらしい。

　いいところまではいってたようだが、完全にバグらせることはできなかったようだ。それどころかまた怒ってるアピールまでされてしまった。

「う……、落ち着くために無心で手を動かしてたらスクランブルエッグに……。し、仕方ありません。さっきのお野菜と合わせてサンドイッチにしましょう……」

　その後すぐに朝食が出来上がってしまい、結局その場での追撃はできなくなってしまった。もう少しだったはずなのに……、惜おしい。

　とはいえ取材がまだ続いている以上、同じやり方を続けるしかない。

　俺は朝食をとっている時や後片付けをしている間も、さっきと同様、思い返したら悶もん絶ぜつするような変態兄貴を演じ続け、なんとか涼花をバグらせようとする。

「ううう……、正気を保つんです私……！　ここで陥かん落らくするわけには……！」

「なんで食器洗いに続いてキッチンの掃そう除じまで始めてるんだよ」

「こ、こっちも必死なんです！」

　だがその度たびに涼花は慌てかけるものの、ギリギリでなんとか踏みとどまり、決してバグることがなかった。まるでこっちの意図は知っていると言わんばかりのその忍にん耐たい力に、俺は内心舌を巻く。仕し掛かけてるこっちが恥はずかしさでバグりそうだってのに。

「ふぅ……。きょ、今日のお兄ちゃんはずいぶんとやる気ですね。結構なことです。私は怒っていますが、その取材に対する熱意はありがたいです」

　家を出て、二人して通学路を歩いている間も、涼花はやっぱり不ふ機き嫌げん顔のままだった。

　素っ気ない態度や居い心ごこ地ちの悪さも相変わらずで、そんなに怒ってるって言うなら一いつ緒しよに登校しなくてもいいんじゃないかと思う。

　だがそう言うと、涼花はさらに不機嫌になって「ケンカしてるわけじゃないんだから、いつも通り一いつ緒しよに行くのが当然です」と、やっぱり謎なぞ理論。

「それに取材も継けい続ぞく中ですから、別々に行くわけにはいきません」

　さらにそう言われ、改めて涼花をバグらせる以外この気まずい取材を終わらせる方法はないと思う俺。

　……だが、さっきまでだって相当なことをやって無理だったのに、どうやったら今の涼花をいつもみたいな感じにできるんだ……？

「あ、涼花、おはよう！　先せん輩ぱいもおはようございます」

「おはよう涼ちゃん、お兄さん」

　そんなことを考えていると、涼花の友人である二に階かい堂どう楓かえでさんと椎しい名な琴こと美みさんが現れた。

　この二人とは、ほぼ毎朝こうやって通学路で合流している。

「おはようございます楓、琴美」

　涼花が二人に挨あい拶さつを返している一方で、俺は少し困っていた。

　……ううん、二人がいるとなるとさっきみたいな変態兄貴は無理だ。演技とはいえあんな姿を誰だれかに見られるわけにはいかないし、そもそも涼花に迷めい惑わくがかかる。今取材を始めてもきっと困こん惑わくするだろうし──……って待てよ？

　あえてこの二人がいるところで、さっきみたいな取材をすれば、さすがに不機嫌状態の涼花もバグるんじゃないか……？

　冷静に考えればものすごくバカな発想だったが、今の追い詰つめられた俺には、残念ながらそれしかないと思えてしまった。

　もちろんそれで一番火傷やけどをするのは、二人の前でさっきみたいな変態兄貴の姿を見せる俺自身なのだが、それでもこの気まずい取材を終えるためなら仕方がない。そう思えてしまうくらい、今の俺はいっぱいいっぱいだったんだ。

　グイッ。

「え……、お、お兄ちゃん？　……えええええ!?」

「な……っ、先輩!?」

「あらあら」

　唐とう突とつに、通学路に涼花達の驚おどろきの声が響ひびき渡わたる。

　それもそのはず。俺がいきなり涼花の腰こしに手を回し、抱だきかかえるように引き寄せたからだ。

「な、ななななな……！」

「す、涼花にいきなり何をしてるんですか永なが見み先輩！」

　突とつ然ぜんのことに目を白黒させている涼花に、猛もう然ぜんと抗こう議ぎする二階堂さん。

「なにって、涼花が急に愛おしくなって」

　だが俺は、既すでに取材モードに入っており平然とそう答える。

　その返答に涼花がカッと顔を燃え上がらせ、二階堂さんもなぜかそれに続いた。

「ふふ、お兄さんと涼ちゃんは今日も仲良しですね」

「そうなんだ。仲が良すぎてつい我が慢まんできなくなることが多くてね」

「な、ななななにを破は廉れん恥ちなことを平然と言っているんですか先輩は！　と、とにかく涼花を放してください！」

「え？　どうしてだ？　もしかして嫌いやなのか、涼花？」

「ひゃ、ひゃいっ!?　わ、わわわ私は別にそんな！　むしろ……！」

　涼花はこの不意打ちにしどろもどろになっていた。

　……よし、さすがにこの状じよう況きようなら涼花もバグるに違ちがいない。

　そう思って、俺は泣きたくなるのを我慢しながら、変態兄貴としてさらに追撃する。

「顔が赤いぞ涼花？　熱でもあるのか？」

「ぴゅぅっ!?」

　俺は涼花の前まえ髪がみを上げて、その額に自分の額をくっつける。ラブコメでよくあるけど実際やってみたら恥ずかしいことこの上ない熱の測り方だ。

　涼花の顔が間近にあって、息づかいまで生々しく感じられる。こっちの頭が茹うだりそうだったが、これも涼花をバグらせるため。俺は気合で平静を保ちながら『取材』を続けていく。

「うーん、やっぱり少し熱があるような……？」

「にゃあ、ああああ……！」
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「そ、そんな羨うらやましいことを平然と往来で!?　せ、先輩！　気でも触れたのですか！」

「あら、楓はああいうのに憧あこがれてるの？」

「琴美!?　わ、わわわ私のことはどうでもいいだろう!?」

　ありがたいことに二階堂さんが慌あわててくれているので、涼花もそれに煽あおられる形でどんどん真っ赤になっていく。いろんな意味で後が怖こわいけど、いい感じだ。

「あうあうあうあう……！」

　とその時、涼花がようやくバグり始めたのか、軽くよろめいたので俺はすぐに支える。

　……これはチャンスだ。ここはダメ押しといこう。

「おっと大だい丈じよう夫ぶか涼花？　楽にしてていいからな？」

　俺はそう言って涼花の肩かたと膝ひざ裏に手を伸ばした後、その身体からだをひょいっと持ち上げる。

「お、おおおおおお兄ちゃん!?」

　そう、いわゆるお姫ひめ様さま抱っこというやつである。

　自分の体勢に気がついた涼花は今にも目を回さんばかりに慌てているが、狙ねらい通りだ。

　通学路の途と中ちゆうでいきなり腰に手を回し、おでこで熱を測り、挙句お姫様抱っこという暴挙。俺自身が恥ずかしさで死にそうなんだから、きっと涼花も同じはずだ！

　ここまでやったらきっといつもみたいに「ふにゃ─────っ!?」ってなって、取材は成功しつつもこの気まずい状況は終わりを告げるに違いない！

「ふふふ、どうしたんだ涼花？　顔が真っ赤だぞ？　これは熱だけが原因かな？」

「お、お兄ちゃん……！」

　俺は半ばヤケクソ気味にテンションを上げていて、気づけば自分でも意味がわからない言葉を口にしていた。これは間違いなく黒歴史になる。

　けれど目もく論ろ見みは成功したはずだと、俺は安あん堵どしかけたのだが、

「…………先輩。どこまで涼花を弄もてあそべば気が済むのですか」

「へ？」

　なぜか二階堂さんが背負っていた竹刀しないを手に持ち、わなわなと震ふるえていた。

「こ、こんな場所で涼花を破廉恥な目に……！」

　そして殺気を纏まといながら俺の方にかまえて──って、ちょっと待て!?　なんか二階堂さんがいつの間にかガチギレしてる雰ふん囲い気きなんですが!?

「お、落ち着いてくれ！　これはその……、じ、事情があってだな!?」

「どんな事情があろうとも涼花を貶おとしめることは許せません！　そ、そういう欲望は涼花の代わりに私にぶつけるよう、普ふ段だんから釘くぎを刺さしているでしょう！」

「だから欲望じゃないし！　ってか、なにサラッとトンデモナイこと言ってんの!?」

　や、ヤバイ！　やり過ぎて思いがけない弊へい害がいが出てる！　なんか二階堂さんから黒いオーラが立ち上ってる！

「あらあら、これは大変ね」

　いや椎名さん、いつもの調子でほのぼのしてないで助けてくださいよ!?

　……こ、これは冗じよう談だん抜ぬきでマズイ状況なのでは!?　ど、どうすれば……！

「ま、待ってください！」

「涼花!?」

　だがその時、意外なことに涼花が割って入ってきた。相変わらず顔は赤いままだが、さっきまでグルグルしていた目は戻もどっていて、口調もしっかりしている。

「あの、お兄ちゃん、下ろしてください」

「あ、ああ……」

　俺はそう言われて、思わず涼花をお姫様抱っこから解放してしまう。

　地面に下り立った涼花はこほんと一つ咳せき払ばらいしてから、二階堂さんに語り掛かけた。

「落ち着いてください楓。これはいつもの取材ですから。お兄ちゃんに悪気があったわけでありません」

「む……、取材のことは私も理解しているが、あそこまでするのは……！」

「大丈夫です。確かに、その……、私も少し戸と惑まどったりはしましたが、あれはあれでよかった──ではなく！　ぜ、全然気にしていませんから」

「し、しかし涼花、こんな場所であんな破廉恥な行こう為いは、いくら取材とは言っても……」

「わ、私は平気です。これも妹の義務と割り切っています。だから楓もそんなに腹を立てないでください」

　涼花にそこまで言われて、さすがの二階堂さんも「涼花がそう言うなら……」と、俺を一ひと睨にらみしてから竹刀を下ろす。

「ふふ、涼ちゃんが嫌なわけないものね」

「こ、琴美……！　こほん、とにかくお騒さわがせしたことはお詫わびしますが、兄妹きようだい合意の上の取材行為ですから、二人とも気にしないようお願いします」

　そんな感じで場を収束させてしまった涼花だが、直後に俺の腕うでを引っ張って二人から離れると、小声で「ちょっといいですか……」と声をかけてきた。

　一方で俺は、結局涼花をバグらせることにまたまた失敗した事実に今いま更さら気がついて悔くやしがっていた。……くそ、本当にあと一息だったのに……！

「お兄ちゃん、今のは、その……、わ、悪くなかったです。はい」

「うう、そうか。で、でも、次はもっとがんばってお前をバグ──じゃなくて、取材が成功するよう協力するからな……！」

　俺は意気込みながらそう答えるのだが、

「い、いえ、そのことですが、取材は一度終しゆう了りようしたいと思います」

「へ？　な、なんでだ？　あともうちょっとなのに」

「もうちょっとって、なんの話ですか？」

　首を傾かしげる涼花に、俺は慌てて口を押さえる。……や、ヤバイ。お前をバグらせるのにあと一歩だったって、思わず口走りそうになっちまった……！

　って、待てよ？　取材終了？　そもそも俺が涼花をバグらせようとしてたのは、この気まずい取材を一刻も早く終わらせるためだったよな？　……なんか途中から目的と手段がグチャグチャになってたような気もするけど……。

　でも、だったら俺としては願ってもないことじゃないか。目論見は外れたけど、結果的にはあの針の筵むしろから解放されるわけだからな。……でも、

「終了はいいけど、どうしてだ？　満足のいく取材ができたってことか？」

「え、ええ。取材は素す晴ばらしかったです。いつにも増してお兄ちゃんの取り組みが熱心でしたし……」

　……お前をバグらせるために必死だったなんて言えない。

「で、ですが理由はそれだけではなくて、あのままだと怒いかりを保てなくなりそうだったので、一度インターバルを挟はさみたかったんです」

「……………………は？」

　俺はその言葉に啞あ然ぜんとする。……な、なんつった、今？

「い、怒りをって……？」

「だから、取材に熱中するあまり怒りを忘れそうになる危険があってでですね」

「じゃなくて、べ、別に忘れられるなら忘れていいのでは？」

「そうはいきません」

　真顔で即そく答とうする涼花。……なんでだよ!?

「この怒りは忘れるわけにはいきませんから。そこは細心の注意を払います」

「い、いやいや……」

「安心してくださいお兄ちゃん。私、まだちゃんとお兄ちゃんのこと怒おこってますから」

「今の台詞せりふのどこに安心できる要素が!?」

　……な、なんだよそれ。涼花の言ってる意味がまるでわからない。それって本人に向かって真正面から宣言することなんでしょうか!?

　俺は本気で頭を抱かかえる。状況の意味不明さに、とてもじゃないが理解が追い付かない。

「……取材でふにゃふにゃになって怒りを忘れるわけにはいきませんからね……。とにかく、そういうことなので取材は一いつ旦たん終了します。また次の取材で協力をお願いします」

「うう、わけがわからんが……。とりあえず終わったってのはよかった──」

　……いや待て。涼花のやつ、サラッと恐おそろしいことを言ったような……。

「な、なあ涼花……？」

「なんです？」

「一旦終了？　それに次の取材って、まさかまだ続けるつもりなのか……？」

「？　当然ですが。まだまだ取材すべきシーンは多くありますし。早ければ今晩にも」

「…………も、もちろんそれは、お前が怒ったまま……？」

「はい」

　たった二文字の絶望的な返事に、俺は心底戦せん慄りつする。

　……いやいや、いやいやいや……！　ひょっとして、今回涼花をバグらせて終了させたとしても、この状況が延々と続くんなら、なんの意味もなかったんでは……？

　というか、間違いなく無意味だったと思う。だって涼花の怒りは継けい続ぞくし、その状態での取材はまだまだ続くと言っているわけだから。

「どうしましたか、お兄ちゃん？」

　俺はあまりのことに言葉が出ない。そうこうしているうちに、涼花は二階堂さん達に呼ばれ「では、そういうことですので」とだけ言って、二人の方へと行ってしまった。

「…………ど、どういうことだよ」

　一人残された俺は、呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやくしかない。

　ただ、このいろいろと意味がわからない中で、今回一つだけわかったことがある。

　それは、涼花の言う『怒り』をなんとかしない限り、この状じよう況きようは延々と続くだろうという、考えてみれば至し極ごく当たり前の事実だった。
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「………………」

「ちょっと、ちょっと祐ゆうってば」

　いきなり肩かたを揺ゆさぶられて、俺はハッと我に返った。

「え？　な、なんだよ舞まい」

「なんだよ、じゃないでしょ。それはこっちの台詞じゃない」

　舞は呆あきれた表情でこちらを見下ろしながら「周りを見てみなさいよ」と言う。

　俺が慌あわてて辺りを見回すと、閑かん散さんとした教室内の光景が目に入った。いつの間にか放課後になっていたらしく、既すでにクラスメートの姿もまばらだ。

「あ……、も、もうこんな時間だったのか……」

「今更気づいたって感じね」

「悪い、ちょっとぼんやりしてた」

「そうみたいね。ちょっとじゃなく、今日一日ずっとそんな感じだったけど」

　やれやれといった感じで舞に言われて、俺はちょっと凹へこむ。

　ヘッポコの代名詞みたいな舞に呆れられると、結構精神的にくるものがあるな……。

　とはいえ、一日中ぼんやりしてたってのは事実なので何も言い返せなかった。

「ふふん、永遠とわ野の誓ちかいともあろう者が情けない姿を見せるじゃない」

　なぜか機き嫌げんがよさそうな笑えみを浮うかべている舞は華か麗れいに無視したいところだが、情けない姿って単語がグサッと胸に刺ささり、俺は「う……」と言葉に詰つまる。

　実際、俺がこんな状態になっているのは『妹に怒られているから』という情けないことこの上ない理由なので、反論のしようがなかったからだ。

　今日ずっとぼんやりしてたのだって、その怒りをどうすれば鎮しずめてもらえるのか、その方法を延々と考えていたからで……。しかも延々と考えてたわりには、結局何一つ解決策が思い浮かばなかったってのがまた情けない。

「で？」

　と、そんな感じで俺が内心やるせない気持ちになっていると、舞は相変わらず俺の席の前で仁に王おう立ちしながら、そんな声をかけてきた。

　その体勢だと座ったままの俺からは舞を見上げる形になり、そうすると舞が無む駄だに胸を張ってるから、自然とその豊満な膨ふくらみを下から眺ながめることになって──……って、何をバカなことを考えてんだ俺は……。

「……え、えーと……、で？　って？」

　俺が目を逸そらしながら返すと、舞は「決まってるでしょ」と続けて、

「どうしてボーッとしてたのかって訊きいてるの。朝からずっとその調子だったから気になってたのよ」

　と、当たり前といえば当たり前の疑問を口にした。

　……まあ、そうなるか。けど、

「い、いや、なんでもない」

　俺は咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かした。なんとなく、涼すず花かとのことは言い辛づらかったのだ。

　だが、もちろん舞がこれくらいで引き下がってくれるはずもなく、

「なんでもないわけないでしょ。私の追つい及きゆうからは逃にげられないわよ。私が呼びかけても返事をしなかったのが十七回。ボーッとしながらため息を吐ついたのが二十九回。悩なやまし気に唸うなったのが八回。そこから腕を組んで首を傾げたのは五回。私の観察によると、祐の様子がおかしいのは明らかよ！」

「ああ、明らかですねぇ！　お前が根っからのストーカーだってことはさ！」

「す、ストーカー言うな！」

　いつもの調子で真っ赤になって否定する舞に、俺は本日三十回目（舞カウント）のため息を吐くしかなかった。

「と、とにかく、祐に何かあったのは間ま違ちがいないんだから、その理由を聞かせなさい」

「なんでそこで威い張ばるのか意味不明なんだが？　まあそれはともかく、なんつーか、個人的な悩みだからさ……」

「ゆ、祐の個人的な悩みですって!?　ますます聞かせなさい！」

「普ふ通つうここは遠えん慮りよする場面だろ!?」

　舞の辞書に遠慮って単語がないことくらい、もういい加減長い付き合いだからわかっちゃいるけど、こうも清すが々すがしく開き直られると腹立つな!?

「あんたを研究する者として、こんな異常事態を見過ごせるわけないじゃない！　それくらいちょっと考えればわかることでしょ!?」

「なんで俺が責められてんだ!?　……ああもう、だからこれは俺の個人的な問題で、永遠野誓とは何も関係ないからお前の研究対象じゃないんだって！」

「そんなのどうでもいいの！」

「え？」

　舞が即そく座ざにそう言い放ったので、俺は驚おどろいて舞の顔を見た。

　舞は頰ほおを染め、俺から目を逸らして恥はずかしそうにモジモジしている。

「……と、永遠野誓がどうとかは、どうでもいいの。いや、その、どうでもいいわけじゃないけど、あの……」

　しかもあの傍ぼう若じやく無ぶ人じんが服を着ているような舞が、どこか遠慮がちにこっちをチラチラと見てくるので、俺は謎なぞにどぎまぎしてしまう。

「と、永遠野誓じゃなく、あんたのことだから知りたいのよ……」

「そ、それはどういう」

「だ、だから、変にボーッとしたりしてさ……、あんたのことが心配なんだから仕方ないでしょ……」

　そう言ってかああぁと顔を赤らめながらプイッと視線を逸らす舞に、俺は不覚にもドキリとしてしまった。

　同時にこの前の文化祭での告白を思い出して、俺の顔もまた熱くなる。俺も舞みたいに顔を真っ赤にしているのかと思うと、ますます恥ずかしくてたまらない。

「あ、そ、そうか……」

「そ、そういうことよ……」

　気まずいようなくすぐったいような空気が流れて、なんだかとっても居い心ごこ地ちがいいような悪いような、よくわからない感覚になってくる。

　だが間もなく舞が「と、とにかく！」と無理矢理そんな空気を押しのけて、

「そういうわけだから、あんたの個人的な悩みとやらを聞かせなさいよね！」

　ビシッとこちらに人差し指を向けながら、まだ赤い顔のまま言い放った。

　……う、ううん、どうしよう。

　本当に個人的なことだから、ぶっちゃけ誰だれかに相談するようなことじゃないんだよな。

　でも、かといってこのままじゃ、いい解決策が思いつく保証もない。

　正直、誰かに知ち恵えをもらえるなら、恥はじも外聞もかなぐり捨てて頼たよりたくなるくらい行き詰まっているのが現状だった。

　しかも舞は純じゆん粋すいに俺のことを心配してくれたうえで、どうして悩んでいるのかを訊いてくれている。いつもみたいなストーカー根こん性じよう丸出しならまだしも、そういった善意の申し出である以上、頼りにしてもいいのかもしれない。

「……実は」

　そこまで考えた時には、俺はもう舞に話し始めていた。

　それくらい追い詰められてたってのもあるが、それ以上に舞の親切心を信しん頼らいしたいと思ったからだ。なので俺は、意を決して続ける。

「実は涼花を怒おこらせちまって」

「は？　なにそれ？」

「俺の信頼が秒で裏切られた!?」

　なのに悩みを打ち明けた瞬しゆん間かん、舞に一いつ蹴しゆうされたんですが!?

　なんかあからさまに小こ馬ば鹿かにした表情だし「引っ張っといてそれ？」みたいなガッカリ感も隠かくそうとしないし、お前の善意を信じた俺はなんだったんだ!?

「だって、祐が涼花さんを怒らせるなんて日常茶さ飯はん事じじゃないのよ。なにを今いま更さらって感じしかないわ」

　そう言ってやれやれと首を振ふる舞。なんか得意げなのが余計に腹立たしい。氷ひ室むろ舞さんはもうちょっと他人に気をつかうってことを覚えた方がいいと思います。はい。

「い、いや、今回はちょっと違ってだな……。ってか、俺ってそんないつも涼花に怒られてるイメージなのか？」

「自覚なかったの？」

「素すで訊き返すなよ！　普通に傷つくだろ!?」

　……うぐぐ、まあ確かにそう言われても仕方がない部分もあるかもしれないし俺もちょっとは自覚していたが、第三者から指し摘てきされると辛つらいものがあるな……！

「と、とにかく、怒らせるっつっても今回はいつもと状じよう況きようが違うから困ってるんだよ」

「なにが？　……ま、まさか祐、あんたついに本気で涼花さんを毒どく牙がに……!?」

「全然違う！　あり得ないから！　勝手な妄もう想そうで引くな！　スマホを取り出して通報しようとするな！」

「……じゃあなによ。なにがいつもと違うっていうの？　どうせまたあんたがバカなことして、涼花さんに呆れられたってところなんでしょ？」

「それならよかったんだがな……」

「な、なんか遠い目をしてるわね」

「許してくれないんだよ」

「はい？」

「涼花を怒らせたら、許してもらえなくなった」

　俺がポツリと呟つぶやくと、舞は目をぱちくりさせた後「なにそれ？」と返した。

「許してもらえなくなったって、あんた本当に何したわけ？　涼花さんを怒らせたって、どうやって怒らせたっていうのよ」

「それは……」

　俺は言葉を濁にごす。さすがに大賞を辞退したことなんかを舞に話すわけにはいかない。

「……実は、俺もよくわからないんだよ」

　なので、こういう説明になってない説明をするしかなかった。

　とはいえ、どうして涼花が怒っているのかわからないってのは本当のことだが。

「わけわかんないわね。つまりこういうこと？　あんたは涼花さんをなんらかの理由で怒らせちゃって、それで許してもらえなくてケンカしてるってわけ？」

「いや、ケンカってわけじゃ……」

　俺は否定しようとして、途と中ちゆうで口ごもった。

　確かに涼花はケンカはしないって言ってたけど、現状はケンカしてるのとほとんど変わりがない。舞に対して「怒ってるけどケンカはしません」っていう涼花の言葉を説明してもただややこしくなるだけだろうし、そもそも俺でさえ十分に状況を理解していないんだから、説明のしようがない。

「どうしたの？」

「……うん、まあ、大体ケンカのようなもんだと思う」

　仕方なく、俺はザックリとそう答えた。だが、

「祐と涼花さんがケンカねぇ……。うん、ないない」

「おい!?」

　今こいつ、鼻で笑いやがったぞ!?

　文字にすると語ご尾びに（笑）とかＷとかがくっ付いてそうな勢いで！

「だってあんたと涼花さんでしょ？　ケンカなんてあり得ないじゃない」

「なんでそんな断言ができるんだよ!?」

「だってあり得ないから」

　……り、理由になってない。お前の辞書には根こん拠きよって単語もないのか……！

「あんた達兄妹きようだいは傍はたから見てても嫉しつ妬とするくらい仲がいいじゃない。そりゃダメな兄に妹がお小言くらい言うけど、ケンカとか……。うん、やっぱりあり得ないわ。ないない」

　言いきられた。あっけらかんと、一いつ切さい躊ちゆう躇ちよなく。

「ふん、私の観察眼をナメないことね。あんた達兄妹と出会った時から抜ばつ群ぐんの仲の良さを見み抜ぬいてたんだから。ウソならもっとましなのをつきなさい」

　ふふーんと自じ慢まんげに胸を反らしている舞だが、お前が俺達に出会った頃ころはまだ絶賛冷え切った間あいだ柄がらだったから、やっぱお前の目は節穴だぞ。……と、それはともかく、

「サラッとウソとか言われたけど違うからな!?　本当に涼花を怒らせて、それで許してもらえずに困ってるんだってば！」

　さすがにこう頭から否定されたらたまらないので、俺は必死に食い下がる。

　すると舞は、そんな俺の勢いにナメた笑えみを引っ込めて首を傾かしげた。

　……さすがに舞もここまで強く言えば、ウソや冗じよう談だんの類たぐいじゃないってわかるだろ。

「本当に言ってるわけ？」

「こんな無意味なウソをついてどうするってんだよ……」

　俺がそう返すと、舞はしばらくの間神しん妙みような顔でなにやら考え込んでいたが、やがて「わかったわ」と頷うなずいた。どうやら、ようやくわかってもらえたらしい。よかった。

「つまり、今回はそういう設定で取材してるってわけね！　次の巻は兄妹喧げん嘩かからの仲直り回!?　燃える展開じゃないのよ！」

「全然わかってねえ!!」

　だが、そう思ったのは俺の勘かん違ちがいだったらしく、やっぱり全くわかってもらえていなかった。舞はキラキラと目を輝かがやかせながら前のめりに迫せまってきて、俺はもう言い返す気力も萎なえそうだった。

「だから、取材とかそういうのじゃなくて、本当に涼花が怒っててだな……！」

「はいはい、そうやって状況に入り込むのが永遠野誓の取材法だもんね。ずっとあんたを研究してきた私はわかってるわよ」

「違うってば！　設定じゃなくて現実の、リアルの話なんだよ！」

「事情を知ってる私にそんな必死にならなくても大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんとわかってるから」

　ポンと俺の肩かたに手を置いて、ウンウンとしたり顔で頷く舞。

　ウゼえ！　舞と話が嚙かみ合わないのはいつものことだが、なんか同情される感じで「仕方ないわねぇ」的に来られるのがこんなにウザいとは！　しかも完全に誤解されてるうえでってのがまたもどかしいやら腹立たしいやら……！

「大体、取材でもなければ涼花さんとあんたがケンカなんてするわけがないんだから、あんた達の仲を知ってる私には取材だってすぐにバレちゃうわよ。なのに、それでも設定通り演じ続けようとするなんてさすがね。永遠野誓の取材への徹てつ底ていした姿勢はやっぱり侮あなどれないわ……！」

「…………」

　舞さんが一人で悔くやしがっておられるのですが……。

　なんつーか、もうどうでもよくなってきた。なんか勝手に解かい釈しやくしてくれてるし、これ以上説明しても無む駄だな気がする。そもそも、舞に相談して頼ってみようと思った俺が間違いだったのかもしれない。

　……とりあえず、勝手に盛り上がってくれている舞は放ほうっておいてもう帰ろう。

　そう思って俺は「じゃあ俺はこれで……」と言って、そっと席を立ったのだが、

「待ちなさい！」

　その瞬間、舞にガッと肩を摑つかまれ阻そ止しされた。

「その取材、私が手を貸すわ」

「は？」

　そして意味不明なことを言われて、俺が本気でわけがわからないでいると、

「あんたはきっとアレね。その兄妹喧嘩のシチュエーションをどういう感じで書こうかって悩なやんでるんでしょ？」

「え？　え？」

「もしかして、そういう展開にするって決めたはいいけど、どうやって兄妹を仲直りさせればいいのかわからないんじゃない？」

「い、いや、俺は別に」

「そりゃそうよね。あんたは今までリアルで兄妹喧嘩なんてしたことないわけだから、どうしたらいいのか悩むのは自然なことだわ……」

「おーい？　なんか勝手に話を」

「でも大丈夫よ！」

「うわっ!?」

「私がその取材に協力してあげるから安心しなさい！　これであんたは見事に兄妹喧嘩回を書き上げることができるに違いないわ！」

「なんでそうなる!?」

「ふん、私は全すべてお見通しなのよ。あんたが悩んでる理由はそれだけじゃないんでしょ？今回は涼花さんに手伝ってもらえないから困ってるのよね？」

「ど、どういうことだ？」

「あんたと同じ理由よ。涼花さんも兄妹喧嘩なんてしたことないから、今回ばかりは取材相手にはなれないってわけよね。仲の良さがこんな所で仇あだとなるとは皮肉なものね……」

「あの、そんな遠い目で何かを悟さとったような顔をされましても」

「だから今回は私が涼花さんの代わりに、祐の取材相手になってあげるってわけよ！」

「え、えええ!?」

「こ、これは私の純じゆん粋すいな善意からの申し出だからね!?　別にチャンスだとか、絶好の機会だなんて思ってないから、あんたは遠えん慮りよせずに私と取材すればいいのよ！」

　バーンと胸を張り、ほぼ一方的に言いたいことを言い放った舞。

　俺はそのトンデモな提案になんて返したらいいのかわからず、しばらくただ口をパクパクとさせているしかなかったのだが、

「そ、そうすればあんたもきっと、兄妹が仲直りする展開が思いつくに違いないわ。ううん、この私が協力するんだから、絶対思いつくはずよ！」

　その無駄に自信溢あふれる一言を聞いて、俺は思わずピクッと反応してしまった。

　……きょ、兄妹が仲直りする展開が思いつく、だと……!?

　ハッキリ言って舞は１００％誤解してるし、妹が怒おこってるってのはラノベの中の話じゃなく、現実の出来事だ。

　だけど、俺はこう思ってしまった。

　たとえそうだとしても、少しでも妹の怒いかりを解くヒントが得られるなら、それでよくないか……？　と。

「さあ、そうと決まれば早さつ速そく取材よ！」

「え？　ちょっ!?」

　そんな一いつ瞬しゆんの心の隙すきを突ついたように、舞は俺の腕うでをグイグイと引っ張っていく。

　そして俺はというと、そんな強ごう引いんな舞に特に抵てい抗こうするでもなく、なすがままになるしかなかった。冷静に考えると、取材を通じて妹の怒りを鎮しずめる方法を探さぐるとか無茶苦茶もいいとこだったが、それにすがるしかないくらい、今の俺は八方ふさがりだったんだ。

「ゆ、祐の取材相手……！　えへへ、これは絶好の機会だわ……！」

　舞が小声でなにやらうれしそうに呟く中、俺はわずかな可能性にかけるしかないと思うのだった。




　　　　▼




「……で、この状じよう況きようはなんなんですかね」

「次の巻の取材なんデショう？　そうと聞いたら先生の一番のパートナーとして、仕事を差し置いても来ないわけにはいきマセんね！」

「そうそう！　桜さくら、先生の取材相手ならいつだってやるよ！　今日はたまたまスケジュールが空いててラッキーだったなぁ！」

「師し匠しようの要よう請せいとあらば、弟で子しはいつでも駆かけつけるのが当然」

「なんで私まで駆り出されるのよ……！」

　……えーと、とりあえず現状を整理しよう。

　ここは我が家のリビングだ。あの後、舞に引っ張られる形で家に帰り、そうしてしばらくすると、なぜかＷピース先生、水み無な月づきさん、秋あき乃のさん、神かん坂ざか妹といういつもの面々が続々とやって来たわけだが……。

「……おい舞、これはどういう……」

　とりあえずこの状況を招いた張本人であり、今俺の隣となりに立っている舞に、なんでこうなったかを訊たずねる。というのも、みんなを呼びつけたのは舞であり、ラインかなにかで事情を報しらせたのだそうだ。

「ほ、ほら？　取材相手は多いほどいいかなって？　そ、それになんか、私だけ抜ぬけ駆けするのもアレだし!?　せっかくのチャンスなんだけど!?」

　すると、なぜかワタワタしながらよくわからない説明をする舞。

「まあ、確かにみんなからアイデアをもらうのはありがたいけど……」

「そ、それにほら……」

　舞はかああぁと顔を赤くして、

「……祐と二人だけだと、その……、わ、私が我が慢まんできなくなるかもだし……」

「え……？」

　急にそんなことを耳元で囁ささやいてきたので、俺は舞から告白されたあの時のことを思い出して、カッと顔が熱くなった。

　……ま、舞のやつ、普ふ段だんはいつも通りに振ふる舞まってるのに、あの時以来こうやって時折こんな態度を見せるからメッチャドキドキするんだよな……！

　しかも普ふ通つうに可愛かわいいから困るし、確かにそういう意味では舞の言う通り、今日はみんなに来てもらってよかったのかもしれない。

「んー？　どうしたんデスか？　二人して赤くなって」

「な、ななななんでもないですよ!?」

「そ、そそそそうよなんでもないわよ!?」

「ふっふっふ、なーんか怪あやしいデスね？　先生と何かあったんデスか舞？」

「べ、別に何も!?　え、エロイラストレーターはなに言ってんのかしらね!?」

　Ｗピース先生にツッコまれ、真っ赤になって目を逸そらす舞。

　俺が言うのもなんだが、何かあったってのがバレバレにも程ほどがあった。こんな隙だらけじゃＷピース先生にいじってくださいと言ってるようなものだ。

「……そうデスか。舞がそう言うのなら気のせいかもしれマセんね」

　だがＷピース先生はいつも通りの爽さわやかな笑みを浮うかべながら、なぜかそれ以上追つい及きゆうはしなかった。

「後で詳くわしく話を聞かせてくだサイね？」「な、なんのことかしら？」なんてやり取りはしていたが、その話はそこで終わり、俺もホッと胸をなで下ろす。

「ところで先生、今日はどんな取材をするんですか？　桜、炎えん竜りゆう先生から取材があるからとにかく集まってって知らされただけなんですけど」

　そうこうしていると、水無月さんが小首を傾げながらそんなことを訊ねてきた。

「それは私も知りたい。今日はどんなイベントなのか楽しみ。ふふふ……」

「お姉ちゃん、不気味な笑い方しないでよ……。でもなにをするのかは私も興味あるわ。も、もちろん変なことさせられないか警けい戒かいって意味でね」

　さらに秋乃さんと神坂妹もそう言って、こちらに視線を向ける。

「あ、そう言えば今日は妹さんがいマセんね？　これは異常事態デス！」

　さらにＷピース先生も声を上げる。

　ちなみに涼花がここにいないのは、まだ学校から帰っていないからだ。友達と付き合って遅おそくなるとかいう話だったが、俺としてはいろんな意味でラッキーだった。

「……えーと、実は……」

　俺は皆みんなに事情を説明する。といっても、その事情ってのは、さっき舞が誤解したような兄妹喧げん嘩かの取材云うん々ぬんってやつだ。

　……今いま更さら本当のことを言ったところでややこしいだけだし、言ったところで舞と同じような反応しか返ってこない気もするしな。

　だったら最初から、納なつ得とくされやすい説明にした方がいい。それでも俺としては、妹の怒りを解くヒントが得られるかもしれない。みんなにウソをつくってところには罪悪感を覚えるけど、それは今回の『取材』のお礼も兼かねて何か考えておこう……。

「次の巻で兄が妹を怒らせてしまう話にするかもしれなくてですね、それでケンカみたいなことになるわけなんですけど……。どうやったら兄が妹の怒りを解くことができるのかっていう、その辺りの展開で悩んでいまして……」

　ラノベを言い訳にするのはやっぱり心苦しいが、切せつ羽ぱ詰つまってる状況だけにそんなことも言ってられず、俺は舞が誤解した通りの説明をする。

「なるほど、それで私達のヘルプが必要というわけなんデスね」

「確かに、涼花ちゃんじゃその設定の取材は無理だよね」

「兄妹きようだいの仲の良さが妨さまたげになるとは、世の中ままならない」

「それで私達にってこと？　……あんたもどうしようもないわね」

　するとみんな、なぜかあっという間に理解してくれた。涼花が今この場にいないことも含ふくめて、拍ひよう子し抜ぬけするくらいすんなりと。

　……みんな、そんなにも俺と涼花を仲良し兄妹だと思ってたのか。勘かんの鋭するどいＷピース先生までそんな勘かん違ちがいをするなんて……。いや、こっちとしてはすんなりいって助かるんだけど、なんとなく釈しやく然ぜんとしないのはなぜだろう……。

「今祐が言った通りよ。今回の取材の相手は涼花さん以外じゃないとダメだから、私からみんなに連れん絡らくしたってわけ。ね、祐？」

「え？　あ、ああ、そういうわけです、はい」

　俺が慌あわててコクコクと頷うなずくと、その場にいた全員がなるほどーと頷いた。

「それで、取材って何するわけ？　仕方ないから協力はするけど、へ、変なことはしたくないからね」

　神坂妹が顔を赤らめながら俺にジト目を向けてくる。

　その質問はもっともだったが、俺は答えあぐねて「う……」と詰まってしまう。

　というのも、流れで取材って形に乗っかったはいいものの、実は具体的にどうするかなんてことはまるで考えていなかったからだ。

　……ううん、こういう場合は下手に取り繕つくろっても墓ぼ穴けつを掘ほるだけってのは今までの経験からわかってるからな。ここは正直に言うしかない。もちろん、言える範はん囲いで。

「えっと……、実はその辺りのシチュエーションもまだかなりふわふわしてて……」

　俺は慎しん重ちように言葉を選びながら続ける。

「ただ、妹が兄に怒ってるっていうシチュエーションだけは確定なんだ。……その、そういうシーンが書きたいっていう意味で、そこだけは外せないというか……。でも、どうして妹が怒ってるのかとか、どうやってその怒りを鎮めていくかってのはまだはっきりと決めてなくてさ」

「……はぁ？　なによそれ。取材とか以前の問題じゃない？」

　神坂妹が呆あきれたような顔をするが、俺も全くその通りだと思う。

　でも、現実の状況も実はそれほど変わりがないってのが困るところだ。涼花がなにに怒ってるのかわからないし、そしてその怒りをどう解けばいいのかも不明。だから、こうやって藁わらにもすがる思いでみんなに頼たよってるわけなんだが──

「そんなのじゃ、そもそも何をどうしていいのかとかわからないじゃないのよ。取材するにしても、普通は最低限のプロットくらい決めてからでしょ」

　……まったくその通りでございます。反論のしようがございません。せめてなにかヒントでもと思ったけど、やっぱこういう無茶苦茶なやり方じゃ無理があるよな……

　神坂妹にそう言われて、俺は心の中で頭を下げるしかなかった。

「まったく、お姉ちゃんも何とか言ってよ──……って、お姉ちゃん、どうしたの？　なんか超ちよう真しん剣けんな顔で黙だまりこくってるけど……。って、アッヒー達も？」

　しかしふと気がつくと、神坂妹以外のみんなが、なにやらものすごく真剣な表情で考え込んでいることに気がついた。

　……な、なんだ？　てっきり神坂妹と一いつ緒しよで呆れかえってるかと思ってたのに。

「……なるほど、そういうわけね」と舞。

「……これは、またとないチャンスデスね」とＷピース先生。

「……まさに、えっと……、そう、センザイイチグーってやつだよ」と水無月さん。

「……ふ、ふふ、燃えてきた」と秋乃さん。

「な、なに？　どうしちゃったのみんな？」

　神坂妹がその異様な雰ふん囲い気きにたじろぐが、俺も同じ気持ちだ。一体どうしたんだ？

「春はる菜な、気づかない？　この取材は今までとは全く違った状況」

「お、お姉ちゃん？　なに言ってるの？　今までと違うって……、何をするかも決まってないのに取材なんて……」

「そう、なにをするかも決まってないというところが重要なんだよ」

　水無月さんが腕うでを組みながら答える。……な、なんか雰囲気が違うぞ。

「決まっているのは『怒おこっている妹』ということだけデスが……」

　さらにＷピース先生も同じような感じで続き、

「それはつまり、それ以外の部分は自分達が決めていいってことなのよ」

　と、今度は舞が引き取る。なんなのこの完かん璧ぺきな連れん携けい。

　……って、それはともかくだな、

[image: ]

「あの、自分達が決めていいってのは……？」

　俺はおっかなびっくり訊ねる。なんかみんなの雰囲気に圧あつ倒とうされるんだが……。

　しかし舞は、そんな俺など気にした風もなく、

「あんたがどうするか決めてないってことは、私達が自由に決めていいってことでしょ？つまり、今回の取材の主導権は私達にあるってわけなのよ！」

「え、ええ!?　い、いやまあ、そういうことになる、か……!?」

「それだけではありマセん！　さらに重要なのは、今回の取材には妹さんという存在がいないというところデス！」

「そうそう、涼花ちゃんがいないってことは、桜達が先生と思いっきりイチャイチャ取材できるまたとないチャンスなんだよ……！」

　水無月さんがそう言った瞬しゆん間かん、その場にいた神坂妹を除く女性陣じんの目がギュピーンと光った、ような気がした。

　……な、なんなんだこの雰囲気!?　なんか空気がピリピリしているというか、場がゴゴゴゴゴ……って感じて震ふるえてるというか……!?

「……これは、真剣勝負になる」

　そして、そんな緊きん張ちようは秋乃さんのその一言で決定的なものになる。

　なんつーか、完全にその場の空気が張りつめたような感じがひしひしと……。

「キノちゃんの言う通りデスね。これは勝負デス！」

「誰だれが一番妹として、先生との取材を通じてイチャイチャできるかだね！」

「望むところよ！　一番のファンとして、必ず私が勝ってみせるわ……！」

　な、なんか、いつの間にかみんなが燃え上がっている……！

　女性陣の間に火花が飛び散っているような錯さつ覚かくがして、俺は思わず腰こしが引ける。どうしてこんなことになってるのか、さっぱりわけがわからない。

「というわけで祐！　あんたは誰の取材が一番かをちゃんと判定しなさいよね！」

「この取材だけは今までと違って特別だよ、お兄ちゃん！」

　水無月さんが既すでに妹モードになりながら、燃える瞳ひとみで俺に迫せまってくる。いや、水無月さんだけじゃなく、神坂妹以外のみんなは既にやる気満々だった。

　……こうやって前向きに取材に付き合ってくれるのは非常にありがたいけど、みんなのやる気のベクトルは一体どこに向かっているんだ……。

「ちょっと、なにを戸と惑まどってるのよ。取材したいって言いだしたのはあんたでしょ。私達はそれに便乗──じゃなくて協力!?　し、してあげてるんだから、あんたがそんな調子でどうするのよ」

「え？　あ、そ、そうだったな」

　赤い顔の舞にそう言われて、俺はハッと我に返る。

　……そうだった。これは俺の方から頼たのんだことだ。ちょっと流れは意味不明だったが、みんな取材に協力してくれることになったんだからそれでいいじゃないか。

　今考えるべきことは、この取材を通じて妹の怒いかりを解くヒントを得ることだけ。

　とにかく今はそのことに集中して、少しでも何かを摑つかまないといけない。そうじゃないと、協力してくれてるみんなにも申し訳が立たない。

「あの、よろしくお願いします。ハッキリしないシチュエーションで申し訳ないんですけど、みんなのいろんなアイデアを拝見させてもらえればと思います」

　なので俺は、お願いする立場として頭を下げた。涼花に無断で永遠野誓名目での取材をすることと、みんなの誤解を利用する形になってしまったことに改めて申し訳なさを感じつつも、こうなった以上は覚かく悟ごを決めるしかない。

「ま、任せなさい！　私が全力であんたを萌もえさせてやるわ！」

「ふっふっふ、先生をメロメロにするのはこの私デス！」

「涼花ちゃんがいない妹対決なら、桜が勝たずに誰が勝つって感じだよ！」

「師し匠しようのお役に立つのが弟で子しの務め。そしてこの機会に私の大人の魅み力りよくで虜とりこに……」

「……え？　ま、まさかこれ、私もやる流れじゃないでしょうね!?」

　するとみんな、それぞれの反応を見せる。……なんか若じやつ干かんベクトルがおかしい気もするけど、今は細かいことを気にしている場合じゃない。よし、気合を入れよう！

「はいはいはーい！　最初は桜がやりますやりたいです！　妹の取材なんだから、涼花ちゃんがいないならやっぱり桜が一番適任だと思います！」

　そうして取材が始まると、最初に手を挙げたのは水無月さんだ。

　ぴょんぴょんと飛び跳はねながら、いち早く前に出てきた。

「あ、じゃあお願いします」

「ダメだよお兄ちゃん。取材中なんだから、今の桜は妹だよ！」

「あ、う……、そうだったな。えっと、それで桜はどんなシチュエーションを？　俺はどうすればいいんだ？」

「お兄ちゃんはただ桜に合わせてくれればいいんだよ。テーマは怒ってる妹だったよね？桜が今から怒るから、お兄ちゃんはちゃんと仲直りしてみせてね」

　そうして桜は「いくよー」と言って小さく咳せき払ばらいしてから、

「もう、お兄ちゃん！　桜は怒ってるんだからね？　ぷんぷん！」

　と、満面の笑えみを浮うかべながら俺に抱だきついてきた。

「え!?　ちょ、ちょっと!?」

「い、いきなり抱きつくなんて、涼花さんがいないからって大だい胆たんすぎない!?」

「炎竜先生、せっかくのチャンスは最大限生かさないといけないんだよ！　ほらほらお兄ちゃん、他の女の人に目を向けちゃダメだよ。桜は怒ってるんだから。えへへ」

　そう言いながら、やっぱり輝かがやかんばかりの笑顔で俺の胸に頰ほおずりしてくる桜。

　舞が驚おどろいてクレームをつけ、俺もいきなりのことで戸惑ったけど……、なんつーか問題はそこじゃなくてですね……。

「あ、あの、桜さん？　怒ってる妹がテーマなんですけど……」

「だからほら、桜は怒ってるよ？　もうぷんぷんのぷんだよ！」

「いやいやいや！　口だけでめっちゃ笑顔じゃないですか！　そうじゃなくてですね、俺が言ってる怒ってるってのは、もっとこう、マジで怒ってる状態のことで」

「ふえ？　それってどういうこと？」

「だから、えーと……、たとえば口もききたくないみたいな感じとか。何を言っても冷たくあしらわれる的な、本気な感じで……」

「…………え？」

　って、なんでそんなキョトンとした顔をしてるんですかね……。

「お兄ちゃん……、なかなか無理難題をブッ込んできたね！」

「いや、怒ってるって普ふ通つうはこんなもんじゃないか!?」

「ううん、かなり難しいよそれ。でもまあ、お兄ちゃんがそう言うなら、取材なんだから桜も従わなきゃね。えっと、怒る怒る……、本気で怒る……」

　桜はそう呟つぶやきながら、一いつ旦たん俺から離はなれる。そして「うん」と準備できたのか、改めて俺の方を向き直るが、

「…………」

「………………」

「……………………」

「…………………………あ、あの？」

　なぜか、そのまま無言で固まってしまった。……な、なんなんだ？

「ど、どうしようお兄ちゃん……。怒るって、難しいよ!?」

「そこ!?」

　桜がそんなことを言いながら愕がく然ぜんとするが、言われた俺の方も愕然だよ!?

「い、いや、難しく考えずに普通に怒ってくれればいいんだけど」

「で、でもだって、お兄ちゃんと妹っていうのは普通ラブラブなものでしょ!?　なのに妹がお兄ちゃんに本気で怒おこるなんて、そんなのあり得ないよ！」

　言いきられた!?　しかもいろいろツッコミどころが多すぎて、どこからツッコんでいいのかわからないだと!?

「ねえお兄ちゃん、もしかしてこの取材……、前提条件が間ま違ちがってるんじゃないかな？」

「さらに根本的な疑問が!?　いやいやいや、何も間違ってないですよ！　妹が兄に本気で怒ることだってあるって！　そこからの仲直りがテーマだから！」

「で、でも、そんなの桜には無理だよ！　お兄ちゃんに本気で怒るなんて！」

　……そ、そんなこと言われてもなぁ。確かに桜の中での兄妹像ってのはそういうものなのかもしれないけど、無理ってことはないだろ……。

「あ、そうだ」

　とその時、俺はあることを思い出した。

「ほら、桜は実際に桜さくら田ださんってお兄さんがいるじゃないか。以前ケンカもしてたし、その時のことを想定すれば──」

「あの人のことは言わないでくれるかな？」

　桜が真顔で俺の言葉を遮さえぎった。

　……って、こ、怖こえよ！　あ、でも今本気で怒ってますよ！

「あれは『兄』であって『お兄ちゃん』とはまた別の物体なんだよ」

「物体て……」

「あーもう、とにかく桜はお兄ちゃん相手に本気で怒ったりできないよぉ！　どうしてお兄ちゃんはそういう意地悪言うかなー！」

「い、いや、あの、すいません……？」

「そういう意地悪なお兄ちゃんには、いくら桜でも怒っちゃうよ！」

「え？　そ、そこで怒られるの!?」

「あ、桜もちゃんとお兄ちゃんに怒れてる!?　わーい！」

「と思ったら、一瞬で怒りが引っ込んだ!?」

「そんなことないよ！　桜はちゃんとお兄ちゃんに怒ってるから！　ぷんぷん！」

　桜はそう言って頰を膨ふくらませるが、目は思いっきり笑っていた。

「えっとえっと、桜の怒りを鎮しずめたければ、お兄ちゃんは桜の言うことを聞かないといけないんだよ！」

「なんか楽しんでないか!?」

　桜は「そんなことないよー」と再び俺の胸に抱きついてきて、ぐりぐりと自分の頰ほっぺたを俺の胸に押し付ける。

「さあさあ、罰ばつとしてお兄ちゃんは、桜の頭をナデナデしてほしいな！」

「あ、はい。なでなで……」

　俺が頭を優やさしく撫なでると、桜は「えへへー」と笑ってすぐに許してくれた。

　……やっぱ怒ってないじゃないですか。

　その後も俺は、桜に言われるがままに罰を受けることになるわけだが、これはこれで仲直りのシミュレーションといえるのかもしれないけど、ハッキリ言って涼花がこんな簡単に機き嫌げんを直してくれるなら苦労はないんだよな……。

　いやまあ、桜が悪いとかそういう話じゃないんだけどね。

「……ふう、楽しかったけど、本当はもっとイチャイチャできるはずだったのになぁ。せっかく涼花ちゃんがいなくて思いっきりできると思ってたのに、そんな時に限ってこんなテーマだなんて、ついてないよ。むう」

　そんなこんなで桜は時間切れとなり、少し不満げに引き下がっていった。

　桜田さんに対する態度をそのまま出してくれればいいシミュレーションになったかもしれないが、そこは触ふれないでおこう……。

「……今度は私の番」

　と、次に前に出てきたのは秋乃さんだった。

　相変わらずの無表情のままとことこと歩いて来て、そのままジッと俺を見上げてくる。

「……私は怒っている」

　そしてそのままポツリと一言。

　……おお、なんかこの辺の雰ふん囲い気きは涼花と似てる気がするぞ。

「師匠があんまり弟子をかまってくれないから怒っている。拗すねている。むー」

「あの、取材なんであんまり私情を挟はさまないでいただけると……」

「む、じゃあお兄ちゃんが妹をあまりかまってくれないから拗ねているということで」

　そう言って、ぷくっと頰を膨らませる秋乃さん。その様子がなんだかすごく微笑ほほえましくて可愛かわいくて、思わず笑みがこぼれそうになったのを慌あわてて堪こらえる俺。

　……っと、それはともかく、妹をかまってくれないから拗ねてるってシチュか。

　今回の涼花の怒りとは少し違う気もするが、とはいえ涼花の真意が不明な以上、何が参考になるかもわからない。今はとにかく合わせるしかないな。

「そんな冷たいお兄ちゃんには口もきいてあげない。むん」

「えっと、ごめんなさい。その、あんまりかまってやれなくて……。どうすれば許してもらえますかね……？」

「……私の言うことを聞いてくれる？」

　可愛く口をつぐんでいたはずなのに、すぐに返事してくれる秋乃さん。

　もともと小こ柄がらなことも相まって、その小首を傾かしげている姿は本当に妹っぽかった。

「はい。それで許してもらえるなら、できることはします」

「じゃあ、お兄ちゃんを甘やかしたい」

「わかりまし──……え？」

　あれ？　今秋乃さん、なんつった？

「あ、あの、甘やかしてほしいじゃなくて、甘やかしたい、ですか？　俺を？」

「そう。私がお兄ちゃんを。ダメ？」

「い、いえ、ダメってわけじゃなくて、普通今までの話の流れだと逆では……？」

　かまってもらえずに拗ねてる妹なら、普通は自分を甘やかしてほしいってなるよな？

「？　できることはするって言った。ダメなの？」

「いや、そういうわけでは……」

「じゃあほら、こっちきて」

　そう言って秋乃さんは正座しながら手招きをする。そしてそのまま半ば強ごう引いんに俺を膝ひざ枕まくらの体勢にすると、ゆっくりと俺の頭を撫で始めた。

「ふふふ、よしよしいい子いい子」

「あ、あの、これはどういう」

「見ての通り膝枕。ずっとやってみたかった。さあ、許してほしかったら、この状態で妹を褒ほめまくって機嫌を取るべき」

「ええ!?　な、なんか状じよう況きようがつかめないんですが!?」

「妹と仲直りをしたければ、したいことをさせて、してほしいことをする。私は膝枕しながらいっぱい褒められたい。よろしく」

　よろしくと言われても!?　……な、なんなんだこの意味不明な状況は!?

　俺はもちろん混乱する。けど、合わせると一度決めた以上は、なんとかするしかない。

「え、えっと、その……、気持ちいいです。はい」

「お兄ちゃんは私の包容力に骨ほね抜ぬき。ふふふ」

「でも、やっぱ恥はずかしくてちょっと落ち着かないと言いますか……」

「私の大人の魅み力りよくにメロメロということ。でも遠えん慮りよすることはない。この魔ま性しようの女っぷりに身を任せてほしい。ふふふ」

　秋乃さんは上じよう機き嫌げんになって、膝枕を続けながら俺の頭を撫で続ける。

　……いや、俺が落ち着かないのは、秋乃さんみたいな小柄な人相手にこういう体勢を取ってるからなんですけど……。

　だがそんなことは言えず、俺は秋乃さんのされるがままになっていて、やがて周りからいつまで続けてるんだ！　とクレームが出るまで続くことになった。

「……ふう、堪たん能のうした。長年の夢がかなってよかった」

　秋乃さんはすっかり満足気にため息を吐ついている。それはいいんだけど……。

「あの、結局あれで怒いかりは鎮まったということでいいんですか？」

「ん？　なんのこと？」

　俺の質問に小首を傾げる秋乃さん。

「だから、取材の話です。妹の怒りはあれで解けたんですよね？」

「あ、その設定忘れてた」

　そして平然とトンデモナイことを言い出し、俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれる。

「わ、忘れてたって!?　じゃあさっきまでのアレは一体!?」

「純じゆん粋すいに私がしたかったことをしてた。ほら、今って涼花さんがいないチャンスだから。先生に対する欲望を発散するこの場を無む駄だにはできない」

「そんな場じゃないはずですけど!?」

　俺のツッコミに、周囲からごほんごほんと気まずそうな咳せきが聞こえた。……なぜ!?

「もちろん私も妹になりきろうとはした。けど先生相手だとどうしてもＪＤとして、大人の魅力を見せてしまう。私、もともと姉属性だし」

　と、この場で一番小柄で中学生といっても差し支つかえないほどの秋乃さんが言う。

「ごめんなさい。私に妹は無理だった。そもそも先生相手だと、この溢あふれ出るほどの大人の色気を抑おさえることができない。……ふ、自分のアダルトさが怖こわい」

　そしてその一言に、俺はガクリと脱だつ力りよくした。

　……さ、さっきまでのあれはなんだったんだよ。ってか秋乃さんには悪いけど、アダルトさとか全然ないですから！　むしろ年下っぽい可愛さしかありませんからあなたは！　面と向かって言えないけども！

　俺は「ふ、私に妹は難しかった……」と一人で悦えつに入ってる秋乃さんに心の中でツッコミつつ、とりあえず怒ってる妹に甘やかされるというアイデアを頭の中から消去した。普ふ通つうに意味不明だしな。

「先生、申し訳ない。根っからの姉属性の私には無理だったけど、代わりがいる」

「……へ？　代わりってなんのことです？」

「私が根っからの姉で無理なら、根っからの妹なら大だい丈じよう夫ぶ。というわけで春菜、次」

「は、はあああぁっ!?　ななななんで私が!?」

　と、突とつ然ぜん名指しされた神坂妹が真っ赤になって抗こう議ぎの声を上げた。

「この場にいるのに春菜だけ取材に付き合わないなんてあり得ない」

「私はいつもみたいにお姉ちゃんに無理やり連れてこられただけなんですけど!?」

「大丈夫。春菜ならできる。なにせ春菜はリアルでも妹だから」

「意味わかんないんだけど!?　だから私はやるなんて一度も……！　ああもう！」

　神坂妹は抵てい抗こうしていたが、結局秋乃さんに押し切られる形で（つまりいつもの流れで）取材に付き合ってくれることになった。

　……それは非常にありがたいんだけど、だからって俺を睨にらまないでくれ。涙なみだ目めで。

「仕方ないから付き合ってあげるわよ！　しかもあれでしょ!?　今回は怒ってる妹がテーマなんでしょ!?　だったら私、あんたには普ふ段だんから怒ってるからちょうどいいわ！」

「お、おう。よろしく頼たのむ……」

　な、なんかヤケクソっぽい勢いだが、ちょうどいいってのはその通りかもしれない。

　神坂妹は普段から俺に対して辛しん辣らつだし、リアル妹ってのもある。妹の怒りを鎮めるってテーマを考えると、こいつを攻こう略りやくすれば何か摑つかめるかも。

「大体あんたは──」

「……春菜。呼び方はお兄ちゃん」

「ぐ、むむむ……！　お、お兄ちゃんは！　女の子にだらしなさすぎ！　いっつも周りに美少女ばっか侍はべらせて、しかも毎回取材って言って変なことさせて、一体なに考えてるのよ！　しかもお姉ちゃんにまで手を出すなんて！」

「ええ!?」

　いきなりガーッとまくしたててきた神坂妹に面食らう俺。

「あん──お、お兄ちゃんがラノベ作家だってのは知ってるし、その作品がスゴイっていうのもわかってる。いいラノベを書くための取材だってのもわかるわよ。……でも、だからって毎回やり過ぎなのよ！　わかってんの!?」

「い、いや、そんなこと言われても……」

　俺はその勢いにたじたじとなる。ぶっちゃけ内容は反論したいことばかりだが、神坂妹の言葉が途と切ぎれないので、その隙すきがなかった。

　……い、いや、隙があっても反論とかはしない方がいい気がする。なにはともあれ神坂妹のこの怒りは本物だ。だとしたら、それを受け止めてその怒りを解くことによって、涼花への対処のヒントになるかもしれない。

　俺はそう考えつつ、さらに神坂妹の言葉を聞く。逆に、こうもわかりやすく怒おこってくれる方がありがたいってもんだからな。

「大体、その取材の方法がそもそもおかしいのよ！　イチャイチャシーンを実際に体験してみてとか、どういう頭ならそういうこと思いつくわけ!?　……でもまあ、それであんな作品が書けてるんだから間ま違ちがいとは言わないけど……」

「……………」

　俺は黙だまって神坂妹の言葉を聞き続ける。

　とにかくわかりやすく怒ってくれてるんだから、その怒りを鎮しずめる方法も見つけやすいはずだ。そこを見み極きわめるのが、今の俺のすべきことだ。

「あ、で、でもだからって容よう認にんしてるわけじゃないからね!?　もっとこう、他にやり方はないのかって言ってんの！　周りの負担が大きいってところに怒ってるんであって、そのやり方自体に文句を言ってるわけじゃないから！」

　……うん？

「……はぁ、まったく信じられないわよ。なんだって取材とか無茶苦茶な方法で、あんな面おも白しろい作品が書けちゃうわけ……？　それとも、それくらいぶっ飛んだ発想がないと、物語は作れないってことなのかしら」

　……あれ？　あれれ？

「ねえ、そこのところはどう？　やっぱり、こういうのって常識に捉とらわれてるのかな？　一応私だって漫まん画が家かを目指してるわけだし、いずれはお姉ちゃんの力を借りずに、自分だけの力で物語を作らないといけないわけじゃない？」

「あ、あの、ちょっと……？」

「……はぁ、自信なくなるわね……。実は最近そこで悩なやんでるのよね……。やっぱり私も取材とかした方がいいのかな……」

「おーいってば！」

「な、なによ。他人ひとが真しん剣けんに悩んでるんだから、静かに聞いてよ」

「じゃなくて、お前、怒ってたんじゃないのか……？」

「え？」

　と、目をぱちくりとさせる神坂妹。

　気づいたら、最初の怒りはトーンダウンしており、いつの間にか悩みを打ち明けてるようなテンションになっていた。神坂妹の怒りを受け止めようとしていた俺は、途と中ちゆうからその違い和わ感に気づいたわけだが……。

「い、いや、私は怒ってるわよ！　怒ってるってば！」

　どうやら当の本人は気づいていなかったらしく、取り繕つくろうようにまた声を荒あららげる。

　……けど、なんかもう、やっぱりあんまり怒ってるようには見えなくなったな……。

「えーっと、つまりお前は、俺が取材することに怒ってるってわけなのか……？」

「そ、そうだけど、なんていうか、取材そのものに怒ってるわけじゃなくて……」

　顔を赤らめてモジモジする神坂妹。

「ほ、本当に取材って必要なのかなって……。必要っていうか、効果があるのかなって思ってさ……。そこんところはどうなの？　その、お、お兄ちゃん……」

　どうなの？　と言われても困るが……。でも俺は実際にこの方法で素す晴ばらしい作品を書き上げてきた涼花を見てきたから、こう答えるしかない。

「効果はあるよ。間違いなく。少なくとも、俺が作品を書くうえでは、取材ってのは絶対に必要な過程だ。だからみんなには、いつも協力してもらって感謝してる」

「ふ、ふうん……。じゃあさ、私もやっぱり取材がいるのかな」

「それは人それぞれだと思うぞ？　漫画のストーリー作りは専門外だけど、きっとお前自身のやり方ってのが何かあるよ」

「そ、そうかな」

「もちろん取材を試ためしたいって言うんなら、いつものお礼を兼かねて俺も付き合うぞ」

「あ、うん。ありがと……」

「…………」

「………………」

「……………………え？　これで終わりか？　その、お前の怒りは？」

「あ、え？　か、解決しちゃったかな……」

　どうやら、神坂妹の怒り（？）は鎮まったらしい。やったぜ俺。

　…………じゃないだろ!?　気合入れてたのに、なんなのこの尻しりすぼみ具合は!?

「ふう、やれやれ。春菜ではやっぱり無理だった。私の判断ミス」

「秋乃さん!?」

「春菜は根っからの妹だけど、それ以前に根っからのツンデレ。ツンデレが本当に怒るのは難しい。デレが絶対入るから」

「お、おおおお姉ちゃんなに言ってんの!?　わた、私はツンデレとかじゃないから！」

「じゃあさっきのあれはなに。最初からもうデレが入ってた」

「は、入ってないし！　日ごろの不満をぶつけてたら、なんか自分でも知らないうちにああなっちゃっただけだから！　……も、もう！　だからあんたも変な勘かん違ちがいするんじゃないわよ！」

「え、でも怒ってる件は解決したんだよな……？」

「し、知らないわよ！」

　そう言って、神坂妹は真っ赤になって顔を逸そらしながら下がっていく。

　秋乃さんもまた、やれやれと言った感じで俺に会え釈しやくしてからそれに続いた。

　取り残された俺はというと、なんともよくわからない気分だったが、一つだけわかったことがある。

　……涼花もああいう風に感情的に怒りをぶつけてくれてたら、もしかしたら解決策もわかりやすかったのかもしれないなぁ……。

「つ、次は私の番ね！」

　と、そんなことを考えていると、今度は舞が前に出てきた。

　既すでに頰ほおを赤く染めて、もう待ちきれないといった感じで前のめりになっている。まるでお預けを食らっていた犬みたいで、それはそれで可愛かわいかったのだが、なんかちょっと嫌いやな予感がする……。

「私もお兄ちゃんに──あんたに怒ってるわ！　言いたいことが山ほどあるのよ！」

「な、なんでしょうか」

「あんたの周りは美少女だらけだってことよ！　でもまあ、それは仕方ないことだって納なつ得とくすることはできるわ。なにせあんたは超ちよう偉い大だいなラノベ作家・永遠野誓なわけだから、リアルでハーレムを形成したってなにもおかしくないからね」

「いや、おかしいと思うんですけど……」

　作品の中ならいざ知らず、いくら人気があってもラノベ作家にリアルでハーレムを築く能力なんて絶対ないと思うぞ。……ないよな？

「おかしくないわよ！　永遠野誓の名声は世界レベルなのよ!?　その名前を聞いただけで誰だれもが憧あこがれるほどなんだから。そんな人物が近くにいたら、なにを差し置いてでもお近づきになって、作品の中で繰くり広げられるようなイチャイチャイベントを体験したいと思うのが自然なことだわ！」

　……断言された。言ってる内容の是ぜ非ひはさて置き、舞が言うとものすごく説得力があるのは間違いない。なにせ本人がまさにそういう人物像だからだ。

「えっと……、要するに俺が人気作家だってことにお前は怒ってると……？」

「そ、そんなわけないでしょ!?　あんたが永遠野誓だってことに文句なんてあるわけないじゃない！　作品そのものも取材法も斬ざん新しんで、私がどれだけ衝しよう撃げきを受けたか計り知れないわ！　しかも、そんなに偉大な作家のくせに、あんた本人は全然偉えらぶったところもなくて謙けん虚きよで、しかも気き遣づかいができて優やさしくて傍そばにいるとすごく安心できて温かい気持ちにさせてくれるのよ!?　永遠野誓の正体があんたみたいな素敵な人なんだから、怒るどころか神様に感謝したいくらいよね！」

「そ、それはどうも!?」

　なんか怒った口調のまま言ってるけど、内容はものすごくストレートに俺を褒ほめるもので、ぶっちゃけ聞いててメチャクチャ恥はずかしい。

　しかも永遠野誓としてだけじゃなく、俺個人としても褒められてるから余計にだ。

　舞のやつ、よくそんな恥ずかしいことを平気で言えるな……！

「まったく、あんたは本当に自分が大人気作家って自覚があるの!?　永遠野誓っていうのはデビューした途と端たんにラノベ界の頂点に君臨した伝説的存在なのよ!?　なのに誰に対しても腰こしが低すぎるのよあんたは！　もちろんそこがいいところなんだけど、もうちょっと威い厳げんみたいなのを出してもいいと思うわけよ私は！　べ、別に私はＭとかじゃないんだけどね!?　で、でもあんたになら上から目線でこられても別にいいというか、たまにはそういう姿も見てみたいっていうか──」

「ちょ、ちょっとストップ！」

　勢いよくまくし立てる舞を、俺は慌あわてて止める。

　……な、なんだこれ。恥ずかしくてとてもじゃないけど聞いてられねえ……！　新手の褒め殺しかなんかですか……!?

「なによ？　まだ言いたいことの十分の一も言ってないんだけど」

　マジすか!?　勘かん弁べんしてくれ！　あの調子で続けられたら、俺が代理人だってことも相まって、居い心ごこ地ちの悪さで死にそうだ──……って、そうじゃなくてだな！

「い、いや、お前の怒ってるってことはそれなのか？」

「？　どういうこと？」

「だから、俺に怒ってるってのは、俺が永遠野誓だって部分なのかってことで……」

「ああ、それなら違うわよ？」

「違うの!?」

　じゃあ今までのべた褒め部分は一体なんだったんだよ！　恥ずかしいわマジで！

「い、今までのは、その……、話の前提というか？　あんたがいかに素晴らしい存在で素敵でカッコよくて最高で──」

「そ、それはもういいから！」

「と、とにかく、そういうことを語ってたらつい熱くなっただけよ。もっとも、さらに語ろうと思ったら余よ裕ゆうで一週間は語れるけど」

　どんな耐たい久きゆうレースだよ！　観客の方が先に倒たおれるわ！

「こ、こほん……。じゃあ、その、お前の怒おこってるってのは、何に対してなんだよ」

　俺は咳せき払ばらいしつつ、話を元に戻もどす。すると舞は、俺をキッと睨にらみつけて、

「……も、もっとかまってほしい」

「へ？」

　一転、か細い声でポツリとそう呟つぶやいた。

「あ、あんたが大人気作家で、たくさんの美少女に囲まれるのはわかるけど、私のことをもっとかまってほしいなって……」

「そ、そそそそれは……!?」

「あ、あくまでもこれは、怒ってる妹っていう観点からの意見で、私個人の願望とかそういうのじゃないからね!?　……その、妹ならきっとこういうことで怒るんじゃないかなっていう、純じゆん粋すいなシミュレーションだから！」

　……な、なるほど!?　確かにそれなら筋は通ってる、か……!?

「そ、そういうことだから、今からあんたがすべきことも、私の願望とは無関係よ！」

「んなっ!?」

　俺が呆あつ気けに取られていると、舞はいきなり俺をソファに座らせた。しかも、さらに俺の膝ひざの上に腰掛かけてきたじゃないか。

「な、なにをしてんだよ!?」

「だ、だから取材よ取材！　あんたはかまってもらえなくて怒ってる妹の私を、なんとかなだめないといけないんだから、早くなんとかしなさいよね！」

「い、いや、この姿勢の意味は!?」

「わ、私の怒いかりを鎮しずめるのに必要な姿勢よ！　あんたはこれから私を膝に抱だいて、その耳元で私への──じゃなくて妹への愛を囁ささやきなさい！」

　は、はあああああああああああああぁっ!?!?!?

「あ、あ、愛って、なんで……!?」

「膝に抱っこされて耳元で愛を囁かれたら、どんな怒りも消えてしまうわ！」

　ええ!?　いや、その……、えええええ!?　ほ、本気で言ってんですか!?

「あの、ま、マジでそんなことで怒りが鎮まるのか……？」

「あ、当たり前でしょ。ここまでされたらどんな女の子でも許すわよ。ほら」

　そう言って舞が周囲を指さす。すると、

「むう、さすが舞デスね……！」「いいなぁ！　桜もその方向でいけばよかったよ！」「確かにあれは女の子の夢。炎竜焰ほむら、恐るべし」「そ、そこまでやるわけ？　信じらんないわね……。気持ちはわからなくもないけど……」

　舞のやり方に肯こう定てい的（？）な反応を示す面々が──……って、マジすか……！

「ほ、ほら、怒りを鎮める方法まで教えてあげてるんだから、早くしなさいよ」

　膝の上に座り、真っ赤な顔で俺を見上げながら舞がそう促うながしてくる。

　舞の身体からだの柔やわらかな感かん触しよくとその上うわ目め遣づかいの破は壊かい力に、また告白のことを思い出しそうになって、慌ててぶんぶんと頭を振ふる俺。

　……ああもう、わけがわからないけど、これも涼花の怒りを鎮めるヒントになるかもしれないんだから仕方ない……！　俺は取材に徹てつするしかないんだ……！

　俺はそう覚かく悟ごを決めると、一度だけ深呼吸をしてから舞の耳元に顔を寄せた。

「……舞」

「ひゃうっ!?　い、息がくすぐった……！」

「ごめんな？　今まであんまりかまってやれなくて。寂さびしい思いをさせちゃったな……」

「そ、そうよ。わ、私は怒ってるんだから。ちょっとやそっとでは許さな……！」

「でも俺にとって一番大切なのはお前だから……」

「許すわ！」

　周囲から「早い！」「チョロい！」と言ったヤジが聞こえてくるが、俺は続ける。

「お詫わびに、何かしてほしいことがあったら遠えん慮りよなく言ってくれ」

「じゃ、じゃあ……！　頭を撫なでてほしい……。できればポンポンって優しく……」

「ああ、もちろん。他には？」

「え、えっと、ギュッて抱きしめてほしい……！」

「はい、ギュッと……。それから？」

「えへ、えへへ、か、かわ、可愛いって褒めてほしい、な……！」

「すごく可愛いよ、舞」

「───────っ!!」

　その瞬しゆん間かん、ぷしゅ～～っと頭から湯気を出し、真っ赤になって目を回す舞。

　口からは「ふにゃぁ……」とか「えへへ、えへへへへ」とかいう緩ゆるみきった声が漏もれていて、こんな舞の姿は初めて見たかもしれない。

「……な、なあ、こんな感じでいいのかな？」

　俺はちょっと戸と惑まどいつつ、小声で舞に訊きいてみる。なんかノリでものすごく歯の浮うくような台詞せりふを言ってしまったが、果たしてこんなので怒りが鎮まるのだろうか？

「ふぇえ……？　ば、バッチリに決まってるでしょぉ……？」

「そ、そうか？　よくわからないけど」

「こ、こんにゃ、こんにゃことされて怒ったままでいられる女の子なんて、この世にいるわけないわ……！　えへへへへ……」

　ぐわんぐわんと頭を揺ゆらしながら、舞は太たい鼓こ判ばんを押してくれた。

　……そ、そういうものか。もしかして涼花もこうやったら怒りを鎮めてくれるんだろうか？　俺の膝の上にのってくれるかどうかはすこぶる怪あやしいけど。

「ね、ねえねえ祐……？」

　そんなことを考えていると、舞がトロンとした目を向けて、お兄ちゃんと呼ぶのも忘れた様子で俺の服をクイクイと引っ張ってきた。

「も、もっと、もっと言ってほしいな……」

「え？　ま、まだやれと？」

「しゅ、取材なんだから、徹てつ底てい的にやらないといけないわ。だから、もっとお願い……」

　う……、あの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな舞がこんな素す直なおに、しかも期待に満ちた目で惚ほうけたようにこっちを見上げてくるなんて……！

　そのクラクラするような可愛かわいさに逆らえず、俺は舞の希望通り取材を継けい続ぞくするしかなかった。「もっともっと」ととろけきった笑みを浮かべながらおねだりする舞に、俺は言われるがまま従う。

「ねえ祐、わ、私のどこが可愛って思ってくれてるの……？」

「え、えっと、その……、どこがっていうか、どこでもというか……」

「えへへへへ……、うれしいよぉ……」

　取材でバグってしまったのか、完全にキャラが崩ほう壊かいした舞とのこういった会話が延々と続いていく。

　俺としてはもう十分だと思うのだが、当の舞が全然解放してくれる素そ振ぶりを見せないので、仕方なく俺は思い出したら悶もん絶ぜつしそうな台詞を口にし続け──

「……長いデス」

　……てたら、いきなりそんな声が頭上から聞こえてきて、その正体不明の迫はく力りよくに俺はもちろん膝の上にいた舞もビクッと震ふるえる。

「え、エロイラストレーター!?」

　見上げると、そこにはいつもの爽さわやかな笑みではなく、ジト目というレアな表情をこちらに向けるＷピース先生の姿があった。

「まったく、いつまでやってるんデスか舞は。ほら、そろそろ私と交代デス」

「あ、ちょ、まだもう少し……！」

　ベリベリと俺から引き剝はがされる舞。そしてその代わりに、今度はＷピース先生が俺の前に立ちはだかった。その顔はやっぱりムッとしたもので、こんな表情のＷピース先生は初めて見たかもしれない。

「祐お兄ちゃん、私は今怒ってマス。なぜだかわかりマスか？」

「え、えーと、舞との取材の時間が長かったから、でしょうか……？」

「違いマス」

　え、違うの!?　話の流れ的にそうだと思ってたんだけど!?

「まあ正直、舞のあの素直さには驚おどろきマシたし、ちょっぴりジェラシーも感じちゃいマシたけど、私が怒っているのはそこじゃないデス」

「で、では一体……？」

　俺が恐おそる恐るそう訊たずねると、Ｗピース先生はカッと目を見開いた。

「あそこまでイチャイチャしておきながら、どうしてさらに一歩踏ふみ込まないんデス！」

「…………は？」

　……えっと、なにを言ってるんだ？　あと一歩って……？

「あの、それってどういう意味ですか……？」

　俺がそう訊ねると、Ｗピース先生はやれやれと言った感じで首を振り、

「どんな女の子の怒りも一発で鎮める究極の秘策が目の前にあるのに、どうしてそれに気づかないのかということデス。じれったいデスよ」

「きゅ、究極の秘策!?」

　そんな、今の俺には魅み力りよく的だがすこぶる怪しいことを言い出したじゃないか！

「な、なんですかその、どんな怒りも鎮める究極の秘策ってのは!?」

「その様子だと、本当に気づいていなかったようデスね。やれやれ、祐お兄ちゃんは心に熱い鬼き畜ちくエロ魂だましいを持っておきながら、少々鈍にぶいところがあるから困りマス」

「あの、サラッと俺の人格を貶おとしめないでほしいんですが……」

「まあ、そういうところも可愛くてソソるんデスけどね？　ハァハァ！」

「人格を貶めつつハァハァするのもやめてください！」

「とにかく、私はそんなことにも気づかない祐お兄ちゃんに怒ってマス。そんな私の怒りを鎮めるには、その秘策を実行するしかないデスね」

　……えっと、つまりその秘策とやらを取材を通じて教えてくれるってことか？

　どんな怒りも鎮める──……涼花のあの正体不明の怒りさえも鎮められるとなると、どうしても知りたい。そんな解決策に俺が目の前にまで迫せまっていたなんて、全然気づかなかったぞ。

「そ、それで、その秘策とは？」

　俺はゴクリと喉のどを鳴らしながらＷピース先生に訊ねる。

「ふむ、では早さつ速そく実じつ践せんしてもらいマショうか」

　するとＷピース先生は、ニヤリと笑ってこう続けた。

「さあ、私を押し倒たおしてくだサイ!!」

「……………………え？」

「だから、早く私を押し倒してくだサイ。ほら、こう、ガバーッと！」

「い、いえ、あの、何をおっしゃっているんですか……？　秘策とやらは……？」

「？　デスから、押し倒すのが秘策デスけど？」

　あっけらかんとそう言いながら、ウェルカムとばかりには腕うでを広げるＷピース先生。

　…………いやいやいや、いやいやいやいや！

「お、押し倒すとか、それのどこが秘策ですか!?」

「どこが秘策じゃないというんデスか!?」

「いや、そんなクワッと目を見開いて真顔で返されても!?」

「なにを言ってるんデスか祐お兄ちゃん！　どんなケンカでも、男の子が女の子を押し倒せばそれで解決するのがこの世の真理ではないデスか！」

「えええええ!?」

「本気で驚いてるんデスか!?　まったく、鬼畜魂を持っておきながら本当にウブデスね祐お兄ちゃんは！　まあそういうところもナイスデスけど！　ハァハァ！」

「そ、それはもういいですから！　そんなことより、Ｗピース先生こそ本気で言ってるんですか!?　……その、お、押し倒せばだなんて……？」

「もちろん本気デス！　うちで出してるエロゲでも、そうやって仲直りする展開はよくありマスよ！」

「情報ソースがエロゲ!!」

「いえいえ、別にエロゲの専売特許ではありマセん。この世の真理だからこそ、エロゲでも使われているというだけの話デス」

　うんうんと腕を組んで、自分で自分に納なつ得とくしているＷピース先生。

　……む、無茶苦茶言わないでくださいよ！　たとえそれが百歩譲ゆずって真理だったとしても、さすがに押し倒すなんて……！　取材とはいえ……！

「えいっ」

「おわっ!?」

　と、俺の内心の葛かつ藤とうなんてまるで無視して、Ｗピース先生は思いっきり俺の腕を引っ張った。そしてそのまま、自分の身体ごと床ゆかに倒れ込んでいき、

「ちょっ!?　危な……！」

「やんっ♪」

　俺は慌あわてて手をついてバランスを取ろうとしたのだが、その瞬間、Ｗピース先生のどこかうれしそうな声と凄すさまじい感かん触しよくが返ってきた。

　……こ、この手のひらの感触……！　プルプルでもムニュムニュでもなく、バインバインと形容するしかないこの凶きよう悪あくで魅み惑わく的な感触は……！

「ゆ、祐お兄ちゃんは大だい胆たんデスね。さすがにちょっと恥はずかしいデス……」

　俺の視界には珍めずらしく顔を赤らめるＷピース先生と、その胸むな元もとにある反則気味の膨ふくらみをガッシリわしづかみしている俺自身の手が──って!!

「ご、ごごごごごごめんなさい!?」

　俺は自分がどんな体勢にあるかをすぐに悟さとり、慌ててのけぞるように跳はね起きた。

「あ、ダメデスよ、ちゃんと押し倒しててくれないと」

　だがそれを逃にがさないとばかり、Ｗピース先生がさらに引っ張ってくる。

「な、なにやってんですか！　放してくださいよ！」

「放しちゃったら取材にならないじゃないデスか。妹と仲直りをするためには、ちゃんとガッツリ押し倒さないと」

「いやいやいや！　こんなことしたら怒いかりを鎮しずめるどころか関係が修復不能レベルになっちゃいますって！」

「わかってマセんねー。こういう時の表現が日本語にはあるじゃないデスか。ほら『嫌いやよ嫌よも好きのうち』って」

「それ絶対使い方間ま違ちがってると思います！　というか、いくら取材だからってさすがに女性を押し倒すのは無理ですって……！」

　Ｗピース先生は相変わらず倒れたまま俺を引っ張り続けるが、俺も必死に抵てい抗こうする。

　涼花の怒りを解くためになんでもする覚かく悟ごではあったけど、さすがにこれはその『なんでも』の範はん疇ちゆうを超こえてるよなぁ!?

「ぐぐぐぐぐ……！」

　俺はなんとか逃のがれようと力を入れる。が、

「仕方ないデスね。じゃあこうしマショう」

「うぉわっ!?」

　急にＷピース先生が手を離してきたので、俺は今度は逆側に倒れ込んでしまった。

「いつつ……──って、な、なにをしてるんですか……!?」

　そうしてふと気がつくと、倒れた俺を見下ろすようにＷピース先生が立っていた。

　いつもと変わりないはずなのにどこか邪じや悪あくに見える笑顔と、なぜかワキワキさせている両手に、俺はものすごく嫌な予感がする。

「ふっふっふ、こうなったら発想の転てん換かんデス。逆に私が押し倒すことにしマシた」

「な、なぜに!?」

「いやなんか、中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わってしまったので、欲求不満といいマスか」

「言い訳さえしないストロングスタイル!?　じゃなくて、Ｗピース先生の方から押し倒してきてどうするんですか!?　妹の怒りを解く云うん々ぬんはどこに!?」

「んー……？　妹に押し倒されれば、きっと怒りも鎮まりマスよ！」

「意味わからないんですが!?　それ一体どんな状じよう況きようで──うわっ!?」

　と、俺の言葉が終わらないうちに、Ｗピース先生が本当に押し倒してきた!?

「大だい丈じよう夫ぶデスよ！　こうなったらもう怒りとかそういうのは消し飛んで、祐お兄ちゃんしか見られなくなってマスから、ハァハァ！」

　Ｗピース先生がノリノリで、俺の上にまたがってくる。そうして上体を曲げて迫ってくるわけだが、その姿勢だと二つの巨きよ大だいな膨らみが俺の顔に覆おおいかぶさるように──って、これはマジでマズイってば！

「だ、誰だれか止め──」

　俺は慌てて周りに助けを求めようとする。

　だがふと気がつくと、舞、水無月さん、秋乃さん、神坂妹がいつの間にか俺達を囲むように立っていて、しかも全員剣けん吞のんな雰ふん囲い気きでこっちを見下ろしてるんですが!?

「そ、そういう取材ならさすがに抜ぬけ駆がけは許されないんじゃないかしら……？」

「そうだよ！　桜なんてロクに取材できなかったんだからズルイ！」

「そういう行こう為いを独ひとり占じめするのはダメ」

「あ、あんたねぇ、アッヒーになにさせてんのよ……！」

　し、しかも、なんか嫌な予感がする！　みんながＷピース先生に続いて、倒れてる俺に迫ってくる幻げん覚かくが──って幻覚じゃない!?

「いや、ちょっ!?　マジでお前ら……！」

　次の瞬しゆん間かん、俺は押し倒された体勢のまま、さらに全員からもみくちゃにされた。

　なんか手足を摑つかまれたり、全身に柔やわらかい感触がしたり、女の子のにおいに四方を包まれたりでもうわけがわからん！

　……ああもう、俺は一体何がどうなって──




「何をしているんですか……？」




　ピキリと、その場の空気が凍こおり付いたような気がした。

　俺はギギギ……とさび付いたロボットのような動作で、リビングの入り口の方を向く。

「す、涼花……!?」

「ただいま帰りました……が」

　するとそこには、制服姿の涼花が底冷えするような視線を向けて立っていた。

　能面のような表情ながら、こめかみにはしっかり青筋を立て、ヒクヒクと口の端はしを痙けい攣れんさせている。拳こぶしをギュッと握にぎりしめて、全身はプルプルと震ふるえていた。

「い、いや、これは……！」

　俺は何か言おうとするが、言うべきことが見つからなかった。

　というか、この現状をどうやって説明すれば!?

　しかし涼花はそんな俺を無視して、俺と俺を押し倒している舞達に顔を向ける。

「あ、お邪じや魔ましてマス！」「こんにちは涼花ちゃん！」「……お帰りなさい」

　そして、ただならぬ雰囲気なのに、実にあっけらかんとした調子で何事もなかったかのように挨あい拶さつを返す女性陣じん。どんだけ図太いんすかあんたら!?

「ほ、ほう……！」

　涼花はさらに口の端をヒクヒクさせ、やがてキッと俺を睨にらみつけると、

「つまり、あれですか……！　お兄ちゃんは、私が怒おこっているというのに、まるで気にせず皆みなさんとイチャイチャイチャイチャ……！」

「ええ!?　ち、違ちが……っ！」
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　涼花の身体からどす黒いオーラが立ち上っていくように見えて、俺は慌てて否定する。

　……こ、これは、間違いなく涼花がブチギレる寸前の気配!?

　ヤバイ。怖こわい。恐おそろしい。俺の生しよう涯がいは今日ここで幕を閉じるかもしれん……！

「…………っ!!」

　俺はあまりの迫はく力りよくに、思わず目をつぶる。だが、そのまましばらく待っても、想定していた雷かみなりは一向に落ちてくる気配がなかった。

　……あ、あれ？　おかしいな……。一体どうしたんだ……？

　そう思って恐る恐る目を開けると、そこには涙なみだ目めで俺を睨む涼花の姿が。

「う、ううう……！　わ、私、怒ってますから。ますます怒ってますから……！」

　それは今にも爆ばく発はつしそうな感情を必死に抑おさえ込んでいるような感じで、

「も、もうお兄ちゃんなんて……知りません！」

　最後には、まるで小さな子が拗すねたような表情を見せて、そのままリビングから走って出ていってしまった。

「涼花……？」

　俺はそんな涼花の様子を見て呆ぼう然ぜんとする。あんな反応は今までで初めてだった。

「あ、あれ……？」

　そんな感じで俺が戸と惑まどっていると、涼花がいる間もずっと俺を押し倒たおしたままだった女性陣が、全員無言でスッと立ち上がった。

　俺もまた立ち上がって「ど、どうしたんです？」と見回すが、その瞬間みんなが真しん剣けんな顔でこちらを振ふり返ってきたのでギクリとする。

「どうしたじゃないわよ祐！」

「そうデスよ。妹さん、本気で怒ってたじゃないデスか。普ふ通つうこういう場面だと、何してるんデスかー！　って怒って乱入してくるところデスよ？」

「あんな涼花ちゃん初めて見たよ。どうしちゃったの？」

「これはただ事ではない。緊きん急きゆう事態」

「あんたねぇ、取材とか言ってる場合じゃないでしょ！」

「え、ええ!?」

　そして一気に全員から非難されて、俺は思いっきり狼ろう狽ばいする。

「もう先生、どうして正直に言ってくれなかったんデスか。取材だなんてウソをついて」

「い、いや、それは……」

「そうだよ。涼花ちゃんが本気で怒ってるなんて知ってたら、桜達だってもっと真剣に相談に乗ってたんだよ？」

「だ、だからそれには事情が……」

「その通り。それを知ってたら、この妹さんのいない絶好の機会に、先生と思いっきりイチャイチャしようなんて邪よこしまな考えはさすがに持たなかった」

「ええ!?　な、なんですかそれは!?」

「あんた気づいていなかったわけ？　みんな取材にかこつけてやりたい放題だったじゃないのよ。……あ、わ、私は違うけどね!?」

「そ、そうだったのか!?」

　……そ、そんな俺は普通にみんなを信じてたのに。まあ、薄うす々うすおかしいとは思ってたけどさ！　でも、みんながおかしいのっていつものことだろ!?

「それで、どうして取材なんて回りくどい口実を持ち出したんデス？」

「そ、それはですね……」

「まったく呆あきれるわね。永遠野誓ともあろう者が情けないわ」

「おいこら舞!?　元はといえばお前のせいじゃねえかよ！」

「な、なんで私のせいなのよ!?」

「俺は最初、普通に涼花が怒ってるって相談したのに、お前がそんなことあり得ない、どうせ取材だなんだって決めつけたんだろ!?　だからそれ以上言えなくなったんだよ！」

「う……っ！　だ、だってそんなのあり得ないと思うでしょ普通!?　仕方ないじゃない！　不ふ可か抗こう力りよくってやつよ不可抗力！」

　俺と舞は「ぐぐぐ……」「むむむ……」と睨み合うが、

「はいはい、落ち着いてくだサイ二人とも。事情はわかりマシたから。確かに舞があり得ないって思う気持ちもわかりマスしね」

「でも、今回はそのあり得ないことが起こってるわけなんだよね」

「だから余計に深刻」

「ま、なんとかしないといけないわよね。アレは」

　その場にいた全員がうんうんと頷うなずく。

　ようやく現状を正しく理解してくれたのはいいけど、だったら今までの取材はなんだったんだ……。い、いや、もう過ぎたことをとやかく考えるのはよそう……。

「……見ての通りです。俺、涼花を怒らせちゃったみたいで、なんとかその怒いかりを解きたいんですけど、どうしていいかわからなくて……」

　俺は改めて現状を説明して、何かいい知ち恵えはないかとみんなに頭を下げた。

　そんな俺を見たＷピース先生は、優やさしい顔でふっとため息を吐つく。

「うーん、これは仕方ないデスね。先生にこんな風に頼たのまれたとなると、協力しないわけにはいきマセん。せっかく先生をオトすチャンスだったのデスが」

「悔くやしいけど、先生は涼花ちゃんと仲良し兄妹きようだいじゃないとダメ。だから桜も仲直りに協力するよ」

「うん。妹とケンカしてる先生は先生じゃない」

「今回ばかりはまともな悩なやみよね。やっと私も進んで協力できそうだわ」

　みんなそう言って、快く協力を申し出てくれる。もちろん舞も、

「わ、悪かったわよ……。まさかそんな深刻な事態が現実に起こるとはね。涼花さんがいないこの機会は惜おしいけど、私も協力するわ」

　そう言って、ちょっと引っかかるけど、頼もしいことを言ってくれた。

「……みんな、ありがとう」

　俺は改めて頭を下げて、みんなの善意に感謝する。

「それで祐、あんたが涼花さんを怒らせたっていう経けい緯いを説明しなさい」

「まあそこデスよね。そこがわからないと話になりマセん」

「あ、ああ」

　俺はそう促うながされて、こうなった経緯をみんなに説明していく。

　とはいえ、俺がラノベ大賞を辞退したことを正直に言うわけにはいかない。あくまでも俺は、みんなの前ではラノベ作家・永遠野誓なのだ。代理人としての責務は最後まで果たさないといけない。

「実は、俺自身も涼花が何に怒ってるかがわからないから困ってるんです。ただ、俺は涼花のためを思って行動しただけのつもりなんですが……」

「涼花さんのためを思ってって、何をしたの？」

「いや、詳くわしくは言えないんだが……。とにかく、俺が自分の判断で、自分のことよりも涼花のことを優先したってだけだ。その自分のことってのは、直接涼花には関係のないことだし……」

「………………それって、もしかして」

「しっ、春菜。予断は避さける」

　神坂妹が何か言おうとしたのを、秋乃さんが素す早ばやく制する。

「そうしたら、涼花さんがあんな状態になっちゃったってわけ？」

「ああ、自分は怒ってるって、とにかくその一点張りでな……」

　舞の質問に俺が頷くと、女性陣がなぜか無言で顔を見合わせた。

「ねえ先生、私思うんデスが……。妹さんがなにに怒ってるかは私達にも見当がつきマセん。でも、妹さんが『怒ってる』と意思表示する理由はわかる気がしマス」

「え？　そ、それはどういう？」

「自分がどうして怒ってるのか、祐にわかってほしいってことよ」

　Ｗピース先生の言葉を舞が引き取って言う。

「え？　で、でもさっきも言った通り、俺には全然わからなくて……。というか、だったら何に怒ってるのか言ってくれればいいじゃないか」

「はぁ、あんたって本当に鈍にぶいのね」

「おそらく、そこも含ふくめて先生自身に気づいてほしいと思ってる」

　今度は神坂妹と秋乃さん。

　……涼花がなにに怒ってるか、俺自身に気づいてほしいと……？

「け、けどそんなこと言われても、俺には本当にどうしてだかわからなくて」

「わからないなら、素直に涼花ちゃんにそう言って、教えてもらえばいいと思うよ」

　ポツリと、呟つぶやくように水無月さんがそう言った。

「涼花に直接……？　で、でも、涼花は俺自身に気づいてほしいと思ってるなら、頼んだところで教えてもらえないんじゃ……」

「でも、先生がわからないままでいるよりは、その方がずっといいと思うんだよ。怒ってるってことを何度もアピールするのは、結局はわかってほしいってことだからね。先生が自分で気づけないんだったら、最悪涼花ちゃんに謝ってでも、その理由を訊きいた方がいいって桜は思うな」

　きっと涼花ちゃんもそれを待ってるんじゃないかなぁ。

　水無月さんはそう言って、優しい笑え顔がおを俺に向けた。

「先生は意外と手のかかるお兄ちゃんなんだね。桜、今日は少しだけ涼花ちゃんの気持ちがわかっちゃったかな」

「……なんか、その、すいません」

　手のかかる兄貴と言われて、俺はちょっと凹へこむ。

　でもこの件に関しては反論のしようがないので、甘んじてその評価を受けるしかない。

　……でも、そうか。謝ってでも、涼花に直接訊くしかない、か。

「みんな、なんというか……、ありがとう。言われてみればその通り過ぎて、わざわざアドバイスをもらったのも情けないというか……」

「……それだけあんたが涼花さんを大事にしてる証しよう拠こでしょ」

「え？」

「なんでもないわよ」

　俺が訊き返すと、舞はやれやれと肩かたをすくめる。よく見ると、他のみんなも舞と似たような雰ふん囲い気きで俺の方を見ていた。

「じゃあそういうことで、私達はそろそろ帰りマスか」

「そうだね。残念だけど、今回ばっかりは先生を涼花ちゃんに返すよ」

「せっかくいい機会だったけど、仕方がない」

「お姉ちゃんはもうちょっとオブラートに包んでよ……」

　そして口々にそんなことを言いながら、全員帰り支じ度たくをし始める。

　俺も玄げん関かんまで行ってみんなを見送っていると、最後に舞が振り返って、

「……ちゃんと仲直りしなさいよ」

　それだけを言い残して去っていった。

　……ちゃんと仲直り、か。

　涼花はケンカはしないとは言ったけど、実際にはまさに仲直りが必要な状態だ。

　そして、涼花のあの執しつ拗ような怒おこってるアピールは、原因は俺にあるんだから歩み寄りは俺の方からしてきてほしいって意味合いだったらしい。

　……残念ながらその原因とやらもわからなければ、歩み寄りの方法さえ見当がつかないダメな兄貴なわけだが……。それでも、そんなダメな兄貴にも唯ゆい一いつ最終手段としてできることはある。

「こうなりゃ土下座する勢いで涼花に謝って、なにに怒ってて俺はどうすりゃいいのか、絶対教えてもらうぜ……！」

　俺はグッとこぶしを握にぎりしめながら決意を固める。言ってる内容はカッコ悪いことこの上ないのだが、俺と涼花の力関係は大体こんなものなんで今いま更さらだ！　情けないって笑いたきゃ笑えばいいさ！　あんまりあからさまにされたら泣きたくなるけどな！

　俺はそんな前向きなのか後ろ向きなのかよくわからないことを考えながら、善は急げと早さつ速そく二階にある涼花の部屋へと向かおうとする。

「ん？　な、なんだこんな時に……。篠しの崎ざきさん？」

　だがその瞬しゆん間かん、俺のスマホが着信を報しらせてきて出鼻をくじかれる。画面を見ると編集の篠崎さんからで、俺はどうしたんだろうと思いながら電話に出た。

『ああもしもし、先生か？　今少し大だい丈じよう夫ぶだろうか？』

「あ、はい、少しなら大丈夫ですけど……。どうかしましたか？　ちょっと今立て込んでて、いつもみたいに無む駄だな駄だ弁べりなら勘かん弁べんしてほしいんですけど……」

『心外だな。私の電話に無駄な部分など一いつ切さいないぞ』

「暇ひまだからラノベについて大いに語り明かそうじゃないかとか言ってかけてきて、平気で一時間とか二時間も話し続ける人の言う台詞せりふですか!?　しかも酒を飲みながらとか、風ふ呂ろに入りながらなんて時もあったし！」

『だからそれは、編集と作家さんの親しん睦ぼくを深めるためのコミュニケーションであって、業務の一いつ環かんなのだ。やれやれ、何度言えば理解してもらえるのやら』

　……事実と異なるから何度言われても理解なんてできるか……。

『まあそんなことはどうでもいい。今回はちゃんとした仕事の話だ』

「え？　ま、まさかまた何かトラブルが？」

『ああ、そんな大した話じゃない。ちょっとした確かく認にんだ。昨日先生に送った仕事のメールに返信がなかったのでどうしたのかと思ってな。いつもなら驚おどろくくらいすぐに返ってくるので気になったのだ。何か異変でもあったのかと』

　篠崎さんの言葉に、俺はギクリとする。

　編集者との電話とかサイン会のような対外的な部分は代理人である俺が担当しているのだが、メールみたいな顔の出ない部分は、本当の作者である涼花自身がやり取りをしているんだ。

　つまり、そのメールの返信がないってことは、涼花がしてないってことだ。

　多分、昨日の出来事があったから、メールを確認する余よ裕ゆうがなかったのだろう。

「す、すいませんでした、ちょっとトラブルでメールを見られてなくて……。何か急ぎの用件でしたか？」

『ああいや、急ぎとかでは全然ないから後で確認しておいてくれれば大丈夫だ。しかし、そのトラブルというのは聞き捨てならんな。さっきも立て込んでるとか言っていたし、何か問題が発生したのか？』

「い、いえ、ただちょっと妹と──」

　と、そこまで言いかけて俺は慌あわてて口をつぐむ。

　だが、篠崎さんがそれを聞き逃のがすはずもなく、

『なに？　妹さんと何かあったのか!?　それは一大事ではないか！』

　思いっきり食いつかれて誤ご魔ま化かすことができなくなってしまった。

　……う、迂う闊かつだった。でも言ってしまったことはもう仕方ない。

「い、一大事ってほどじゃなくてですね。ただちょっと妹を怒らせてしまって……」

『妹さんを怒らせただと!?　なにをしてるんだ先生！　君達はまさに一心同体ともいえる理想の兄妹だというのに！　妹さんの協力なくしては作品が成り立たないではないか！　今すぐ土下座してでも妹さんに許しを請こいたまえ！』

　……うわぁ、詳しい事情なんて知らないはずなのに、言ってることが全部正しい。その辺りの嗅きゆう覚かくはスゴイからなこの人は……。

「も、もちろんそのつもりです。今ちょうどそうしようと思ってたところで」

『む、そうか。では邪じや魔まをしてしまったようだな。早々に電話は切り上げて、妹さんのところへ向かうといい』

　なにはともあれ、話が早いのはありがたい。俺はもう一度メールの件を謝って電話を終えようとするが、その直前に篠崎さんから妙みように改まった口調でこう言われた。

『先生、先生の作品は相変わらず絶好調で、これからもどんどん売り出していく所存だ』

「そ、そいつはどうもありがとうございます」

『そのためにも私は妹さんの協力が不可欠と考えている。万が一にも、現シリーズが存続できなくなるような事態にはならないだろうな？』

　俺はそれを聞いて、少し押し黙だまってしまう。

　篠崎さんはそんな意味では言っていないのだろうが、本物の永遠野誓である涼花が〈お兄ちゃんのことが好きすぎて困ってしまう妹の物語です。〉シリーズの存続に絶対必要だというのはその通りだ。

　そして俺は、そのために自分の夢を諦あきらめるという選せん択たくをした。

　だったら、この場での答えはこうに決まってる。

「……はい、もちろん作品は続けていきます。これからも」

　その俺の返答に篠崎さんは一瞬無言になったが、間もなく『ならいい』とだけ短く返した。

『そう言ってもらえて安心した。それでは今後ともよろしくお願いする。妹さんの件はがんばってほしい』

　篠崎さんは、それだけ言って電話を切った。

　俺はしばらくスマホを眺ながめながら篠崎さんの言葉を思い出していたが、やがてポケットにしまい、改めて涼花に対たい峙じするため気合を入れる。

「永遠野誓の作品のためにも……か」

　なんとしても、涼花に怒いかりを解いてもらわないといけない。

　カッコよく決めてるが、そのために今からしようとしているのは完全降こう伏ふくの土下座だ。

　でも、ますます手段なんて選んでいられなくなったんだから仕方ねーだろ！

　俺はズンズンと二階への階段を上り、涼花の部屋の前まで向かう。

　ドアを軽くノックしたが、返事はない。

「お、お邪魔します……。涼花、いるんだろ……？」

　やむを得ず俺は、呼びかけながらそっとドアを開け、部屋の中を覗のぞき込む。

「…………っ！」

　するとそこには、ベッドの上で体育座りしながら枕まくらを抱かかえている涼花の姿があった。

　部屋に侵しん入にゆうしてきた俺の方を涙なみだ目めで睨にらみつけてくるが、すぐに拒きよ絶ぜつするようにプイッとそっぽを向いてしまう。

　……こ、これは、完全に拗すねてるな。

　涼花らしからぬその子供っぽい姿に戸と惑まどうが、俺はすぐに気を取り直して部屋の中に足を踏ふみ入れると、後ろ手でそっとドアを閉めた。

「ふ、ふんっ！　なにをしに来たんですかお兄ちゃんは！　お兄ちゃんなんて怒ってる私のことなんかほっといて、皆みなさんとイチャイチャしてればいいんです！」

　あからさまなあてつけの言葉だが、これも普ふ段だんの涼花じゃあり得ない。

　でも逆に言うと、思わずそんな態度をとってしまうくらい、涼花の怒りってのは大きいわけなんだよな……。

「な、なんですか。一体なにをしに来たんですか。私は怒ってるんですから、そっとしておいてください！　早く出ていって──」

　俺はその涼花の言葉が終わる前に、勢いよく頭を下げた。

「ごめん涼花!!」

「え？　ええ!?　な、なんですかいきなり!?」

「お前が何に怒ってるのか、いろいろ考えたけどわからなかった……！　みんなに協力してもらってアドバイスをもらおうとしたけど、やっぱり見当もつかなくて……！」

「……え？　じゃ、じゃあさっき皆さんがいたのも……？」

「でも、みんなからこう言われたんだ。わからないなら、涼花に直接謝ってでもその理由を教えてもらうしかないって。……俺の何かが原因で怒らせちまったのに虫のいい話だとは思うけど……、頼たのむ！　なにに怒ってるのか、それからどうすればその怒りを鎮しずめられるのか、教えてください……！」

　俺は必死にそうまくしたてながら、深々と妹の前で頭を下げた。

　おそらく世界で一番カッコ悪い謝罪の仕方だと思う。

　なにせ謝罪したいけど、どうしたらいいかわからないから教えてほしいと当の本人に頭を下げているわけだからな。

　でも、今の俺には手段なんて選んでる余裕はなかった。カッコ悪くても、なんとか涼花の怒りを解きたい。その一心だけだ。

「な……っ!?」

　涼花はいきなりのことで驚いたように息を吞のむが、この反応は当然だと思う。

　問題は、果たして涼花がどういう返答をするかだが……。

「…………」

「………………」

「……………………」

　涼花は黙ったまま何も言わない。俺もまた口を開くことができない。

　そのまま、何とも言えない沈ちん黙もくが室内に漂ただようが、俺はただただ涼花の視線を真まっ直すぐに受け止め、答えを待つしかなかった。

　そうしてどれくらい経っただろうか。

「……お兄ちゃんは」

　やがて涼花は、慎しん重ちように言葉を選ぶように、ゆっくりと口を開いた。

「お兄ちゃんは、どうして私達がかつてギクシャクした関係になってしまったのか、わかっていますか……？」

「へ？」

　だが、次に出てきた言葉の意外さに、俺は思わず気の抜ぬけた声を出してしまう。

　でも、これは仕方ないと思う。だって今は涼花の怒りの話をしてたはずなのに、どうして急に昔の関係のことなんて……？

　涼花の真意がわからず俺は訝いぶかしむが、それでも訊きき返したりはしなかった。きっと何か意味があることなんだと思い、その問いかけについてちゃんと考えようとする。

　……俺達の関係があんなにも冷え切ってしまった原因……。

「ど、どうですか？」

「いや、それは俺がお前を泣かせちまったからじゃないか……？」

「なぜ私がそうなったかについては？」

「……いや、それは…………」

　俺は思い出そうとするが、記き憶おくがぼんやりとしていてなにも浮うかんでこない。

　その辺りのことは、本当によく覚えてないんだよな。

　覚えてるのは、俺が何かをして涼花を泣かせちまって、それで「お兄ちゃんのバカ！」って言われて以降、関係がどんどん悪化していったってことくらいだ。

　……俺は、あの時なにをしたんだ？

「そうですか……」

　だが涼花はそれ以上追つい及きゆうはしてこず、残念そうに顔を伏ふせた。

　俺は、その時自分が何をしたのか訊いてみようかとも思ったが、

「では……」

　その直前、再び口を開いた涼花によって遮さえぎられてしまった。

「昔、家族で遊園地に行った時のことは覚えていますか？」

「え？　ゆ、遊園地って？」

「五いつ花か園えんワンダーランドです。そ、その、去年取材にも行った……」

　……あ、ああ、あそこか。確かに昔、家族でも行った記憶はあるけど、でもなんだってまた急にそんなことを？　話が意外な方向に飛び過ぎて、なんかよくわからなくなってきたんだが……。

「ま、まあ、覚えてるけど」

「その時、私は一人ではぐれてしまったことがあったんですけど、そうなった理由などは記憶にありますか？」

「り、理由？　……いや、お前が迷子になったってこと自体は覚えてるけど、どうしてそうなったんだっけ……？」

　俺は首を傾かしげながら思い出そうとするが、残念ながらその辺りのことは本当に覚えていなかった。まるで頭の中に霞かすみがかかったみたいに記憶がぼんやりとしている。

「私がはぐれる直前にしていた会話なども……？」

「俺、なにか話してたのか？」

「…………」

　俺の反応を見て、涼花は諦めたように小さく首を振ふる。

　……ま、マズイ。もしかして完全に呆あきれられたのか？　なんで涼花が昔のことなんて言い出したのかはわからないけど、これじゃあ怒りを鎮めるどころじゃ……。

「お兄ちゃん」

「は、はい」

　俺はその呼びかけにビクリと震ふるえる。

　……ど、どうしよう。もう話すことはありません的なことを言われたら──

「昔話をしてください」

「…………は？」

　だが、次いで出てきた単語に、俺は呆あつ気けにとられる。

「……えっと、昔話？」

「はい。昔話です」

　涼花は真顔だった。冗じよう談だんを言っているような雰ふん囲い気きはない。

　俺がまじまじと眺めても、真ま面じ目めな表情はピクリとも揺ゆるがなかった。

　……でも、えっと、昔話？　しょ、正直まるで意味がわからないんですけど……？

「お兄ちゃんは、私がどうして怒おこっているのか知りたいと言いましたよね」

「！」

　俺はすっかり混乱していたが、その一言にハッと息を吞んだ。

　……まさか、その怒りと昔の話が、何か関係しているのか……!?

「あ、ああ、昔の話をすれば、それがわかるのか？」

　俺は前のめりになって訊たずねる。

「それはわかりません」

　その疑問に涼花はシレッとした様子で答えた。しかし「けど……」と続けて、

「……私は知りたいんです。昔、私達の仲が冷え切ってしまうことになったあの頃ころのことを、お兄ちゃんはどんな風に記憶しているのか。お兄ちゃんの視点で、その頃のお話を聞いてみたいんです」

　どこか祈いのるような雰囲気で、しかしどこまでも真しん剣けんな表情を見せながらそう言ったのだ。

「涼花……」

　俺には、やっぱり涼花がなにを考えているのかわからない。

　今現在の涼花の怒りと、その昔話がどうリンクしているのかもまるで見当がつかない。

　だが、涼花がここまで真剣な顔で言っている以上、それは必ずなんらかの意味を持っているに違ちがいなかった。

「……わかった」

　なので俺は、いろんな疑問はさておいて、とりあえず涼花に従うことにした。

　それがきっと、涼花の怒いかりを鎮めるのに必要なことだと思ったからだ。

「けど、俺ってあんまり昔のことは覚えてないんだよな。さっきも言った通り、お前との関係が悪くなる前後のことなんかもハッキリしないし……」

「思い出せることだけで大だい丈じよう夫ぶですし、私達の仲とは無関係な記憶でもかまいません。とにかく私は知りたいんです。その頃の私達が、お兄ちゃんの視点ではどんな風に映っていたのかを」

　そう言われて、俺はガシガシと頭をかく。

「……こんなこともあったなーって感じの断だん片ぺん的な記憶ばっかだけど、いいのか？」

「はい、かまいません。私達兄妹が少しずつすれ違っていったあの時期のことを知りたいんです。お兄ちゃんは一体どういう風に見ていたのか……」

　要するに、俺達の仲が決定的に悪化する直前くらいのこと、か……。

　正直、その辺りのことを思い出すことは今までほとんどなかったから、記憶もすっかり色あせてしまっている。

　でも、まるで今さっきの涼花の言葉に刺し激げきされたかのように、浮かんできた記憶の風景はいくつかあった。

　それは特別なものではなく、まだ俺と涼花の仲が良かった頃の、ごくごく日常的な記憶の欠片だ。ぶっちゃけ涼花がどうしてそんなことを聞きたいのかはわからないけど、それがいま必要だというのなら、俺は黙だまって従うだけだ。

「えーと……、あの頃といえば……」

　俺は浮かんできた記憶の輪りん郭かくを整えながら、ゆっくりと口を開く。

　虚こ空くうを見つめ、意識を過去へと飛ばしていく中、俺は長らく頭の片かた隅すみに放ほうっておいた懐なつかしい思い出と再会していた。

　……そう、あれはまだ、俺が九歳で涼花が八歳くらいの時の話……。








第三章　兄妹きようだいの思い出









　子供の頃の思い出ってのは、案外思い出すのが難しいもんだと俺は思う。

　もちろん、何時いつどこどこに行った～～とか、あの時の夏休みにはこんなことして遊んでた～～みたいなことを、客観的に語るのは割と簡単なことだ。

　けどそれはなんというか、思い出というより記憶といった方が正確なもんで、思い出となるとその時の自分がその記憶に対してどう思ってたのかっていう主観的な要素が入ったものなんじゃないかって、俺は勝手に定義づけしている。

　そういう意味では年ねん齢れい一ひと桁けたの子供の頃の思考なんて、高校二年生の視点からはまるで別次元のものだから、思い出として語るのは難しい。なので今から俺が語る『思い出』ってやつには、今の俺の感覚がある程度反映されてる点には留意しといてもらいたい。

　……え？　能書きはいいから早くしろ？

　いやいや、俺はほら、なるべく厳密にいこうとしてですね……。

　わ、わかったわかりましたよ！　早くするからそんな睨にらまないでくださいよ涼すず花かさん！

　……ふう。恐おそろしい……。

　で、アレだ。……まあ、なんだよ。

　今から語る思い出ってやつは、全部俺の主観的なもんだから、途と中ちゆうであーだこーだ文句はつけないでくれってことだ。

　さて……。

　俺と涼花の関係が決定的に冷え切ることになったのは……、まあ大体今から七年くらい前の話になるか？　そのくらいだよな、うん。

　だから、その辺りの思い出ってことになると、俺が九歳で涼花が八歳くらいの時ってことになる。

　その頃の俺達の関係はどうだったのか……、か。

　まあぶっちゃけて言うと──……誤解を恐れず、あくまでも俺の主観で言うとだな。

　……うん、その時の俺達は、メチャクチャ仲が良かったと思う。

　当時の俺達は小学校低学年。

　親の教育方針でそれぞれ通う学校は違ってて、俺は公立、涼花は私立って感じだった。

　だから一いつ緒しよに登下校とかそういった経験がなかったけれど、逆にそれ以外の時間ではいつも一緒にいた気がする。

　そうなっていた最大の理由は涼花だ。

　今からじゃとても想像はできないけど、当時の涼花は本当に四六時中俺と一緒にいたがった。懐いてるって言葉じゃ足りないくらいのベッタリ具合で、ああいうのをまさにお兄ちゃんっ子っていうんだろうと思う。

　まあそういう意味じゃ、俺も妹にベッタリだったわけだがな。

　当時の俺は涼花のことを本当に可愛かわいがってて（まあそれは、今でも同じだけどな。あからさまに表に出さなくなっただけで）、お兄ちゃんお兄ちゃんってくっついてくる涼花を邪じや険けんにするどころか、それが普ふ通つうだと言わんばかりに甘やかしてたっけ。

　当時は「お兄ちゃん大好き！」ってほぼ毎日言われてた気がするけど、……そういえばこんなこともあった気がするな……。




　　　　▼




「お兄ちゃんお兄ちゃん！　おかえりなさい！」

「おー、ただいま涼花」

　その日も俺が小学校から帰ってくると、先に帰宅していた涼花がいつものように玄げん関かん先まで迎むかえに来てくれた。

　ちっちゃい身体からだをぴょんぴょんと飛び跳はねさせて、俺が帰ってきたのがそんなにもうれしいのか、輝かがやかんばかりの笑顔だ。

「わたし、お兄ちゃんが帰ってくるのをずっと待ってました！」

「なんだ？　昨日のトランプの続きがしたいのか？」

　俺は昨夜、涼花とトランプで遊んでいたことを思い出す。

　昔はババ抜ぬきとか神経衰すい弱じやくとかだったけど、最近は涼花もポーカーとかスピードとかの新しいルールを覚えて、ちょっとしたブームになっていた。

　もちろん対戦相手は俺だ。最初は涼花に合わせて手加減してたけど、近ちか頃ごろは涼花も強くなってきてる。でもまだ勝つのは俺だけどな！

「違います。トランプもしたいですけど、それはまた晩ご飯の後でお願いします！」

　涼花はそう言いながら、急にモジモジし始めた。

　よく見ると、両手を後ろに回して背中に何かを隠かくしているようだ。

「ん、なんだ？　なに隠してるんだ？」

「えへへー」

　涼花は恥はずかしそうにしながらも、表情はうれしそうな笑えみだ。

「見せろよー」
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「いやですー」

　俺が手を伸のばすと、涼花はきゃーきゃー笑いながら身をよじる。

　もちろん俺は本気で隠してるものを奪うばうつもりなんてなくて、涼花もそれをわかったうえでじゃれ合っているわけだ。

「えへへ、じつはですね……」

　やがて涼花は背中に回していた両手を前に出す。

　そこには数枚の紙が握にぎられていて、よく見るとそれは作文用紙のようだった。

「今日学校で、国語の時間に作文を書いたんです」

「へー、作文か。俺、作文って苦手なんだよなぁ」

「わたしも得意じゃないです。でも今日はとっても上手に書けたんです！　先生からは百点満点をいただきました！」

「百点とか、すごいじゃないか！　読んでもいいのか？」

「はい！　お兄ちゃんに読んでほしいです！」

　涼花はやっぱり満面の笑みのまま、その作文を俺に手て渡わたす。

　その一枚の端はしっこには、確かに花マルで１００点と書いてあって、俺は自分のことみたいに得意な気分になった。

「えっと、題名は『わたしのお兄ちゃん』かー」

「はい！　えへへ」

　俺は上じよう機き嫌げんな涼花が見守る中、その作文を読み始める。




　わたしのお兄ちゃん。

　二年一組、永なが見み涼花。

　わたしはお兄ちゃんのことが大好きです。

　世界で一番大大大好きです。

　なぜならお兄ちゃんはとてもやさしくてかっこいいからです。

　お兄ちゃんはいつもわたしといっしょにいてくれます。

　いつもわたしを守ってくれます。

　この前公園に行った時、大きな犬がほえてきてこわかったけど、お兄ちゃんがわたしを守ってくれたのでこわくなくなりました。

　お兄ちゃんはいつもわたしと遊んでくれます。

　きのうの夜はトランプをいっしょにしました。

　ポーカーとかスピードとか、新しい遊びをいっぱい教えてもらったので、最近はまいばんトランプをしています。

　お兄ちゃんはとてもトランプが強いです。

　わたしはいつも負けてしまいます。

　きのうの夜もお兄ちゃんにいっぱい負けました。

　楽しかったけどくやしかったです。

　でもこれはないしょだけど、お兄ちゃんはいつも最後に一度だけわたしを勝たせてくれるのです。

　なぜならお兄ちゃんはとってもやさしいからです。

　だからわたしはお兄ちゃんのことが大好きなのです。

　…………。

　………………。




　俺は涼花の作文を読み進めていく。そこには涼花がどれだけ俺のことが好きかが、いろんな理由をエピソードを交えて綴つづられていた。

　文体もしっかりしていて、小学二年生のくせに俺でも知らないような漢字もたくさん使ってる。やっぱり涼花は頭がいいんだなと誇ほこらしい気持ちになる。

「俺はわざと負けたりしてないからな。ウソ書くなよ」

「ウソじゃないです。本当のことです。わたし、わかってます」

「ウソだって。俺が毎回負けるのは、なんか最後だけお前が強くなるからだよ」

「えへへー」

　そんな会話を交かわしながらも、俺は読み続ける。

　そうして１００％お兄ちゃんのことが好きとだけ書かれたその作文は、最後に『だからわたしの将来の夢は、お兄ちゃんのお嫁よめさんになることです』という一文で締しめくくられていた。

　俺はなんだかくすぐったいような、でもやっぱりうれしい気持ちで、涼花の方へと向き直った。

「でもすごいな、作文で百点取るなんて。得意じゃないなんてウソだろ」

「ウソじゃないです。本当に作文は苦手なんです。でも、お兄ちゃんのことを書くと、どうしてか知らないけど、とっても簡単に書けちゃうんです」

「へー、どうしてだろうな」

「わからないです。でもお兄ちゃんのことなら、わたしもっといっぱい書きたいです。作文のお題がいつもお兄ちゃんのことならいいのに」

　そう言って涼花がぷくーっと頰ほおを膨ふくらませる。その仕草がまた可愛くて、俺は「そんなわけにいくかよ」とそのほっぺたを突つっつきながら笑った。

「あ、それでそれで」

「ん、なんだ？　まだなにかあるのか？」

　俺が自分の部屋にランドセルを置いてこようと思って階段に足をかけると、涼花がまたモジモジし始めた。

「あのあの、お兄ちゃんからごほうびがほしいです」

「ごほうび？」

「作文で百点取ったごほうびです。お母さんからは、えらかったねっておこづかいをもらいました」

「なんだよ、いいなー。でも俺は小こ遣づかいあげられるほど貯金ないぞ？」

「おこづかいはいいです。お兄ちゃんには本屋さんに連れて行ってほしいんです」

「本屋さん？」

「はい。お母さんにもらったおこづかいで、本が買いたいです」

　俺はそういうことかと頷うなずいた。

　実はもうすぐ見たいアニメが始まる時間だったが、涼花にお願いされたらそっちが最優先だ。俺は自分の部屋にランドセルを放ほうり込むと、急いで涼花の待つ玄関へと戻もどった。

「えへへ、お兄ちゃんとお出かけです」

　俺はご機き嫌げんな涼花と一いつ緒しよに近くの本屋まで歩いていく。もちろん、その間はずっと手をつないだままだ。二人で出かける時は、いつだってこうしている。

「車には気をつけろよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。お兄ちゃんが守ってくれます」

「バカ、そんなのあてにせずに自分でも気をつけるんだって」

　俺はそう返しつつも、その言葉通りちゃんと涼花を守っていた。

　常に俺が車道側にいくようにしていたし、涼花と一緒にいる時は車だけじゃなく水たまりとか小石とかにも注意しながら歩くようにしていた。

「あ、猫ねこさんが見えました」

　そうこうしているうちに、間もなく目的の本屋が見えてきた。

　まん丸な猫の看板のある店だったので、涼花はいつもその本屋を猫さん猫さんと呼んでいた。正式な店名は俺も知らない。

「到とう着ちやくっと。あー涼すずしいな」

　店の中に入ると、クーラーの冷たい風が心ここ地ちよかった。最近段々と暑くなってきて、外を歩いているだけで汗あせが流れるくらいだ。夏が近い。

「それで、涼花はどんな本を買うんだ？」

　俺は店内をキョロキョロと見回しながら訊たずねる。俺達の他にお客さんは二人くらいしかいなかった。両方とも主婦っぽい女の人で、雑誌コーナーで立ち読みをしていた。

「えっと、児童文学の本を買おうと思います」

「なんだそれ？」

「国語の先生が読んでおきなさいって言ってました。国語力を身につけるのに大切だからって」

「ふうん。それってどんな本なんだ？　面おも白しろいのか？」

「わかりません。先生はかつじになれる練習にもなるって言ってました」

「かつじ？　それってもしかして、新聞みたいに字ばっかりの本なのか？」

　俺は「うぇー」とゲンナリする。この頃ころの俺はまだそういったものを読み始める前で、字ばっかりの本は毛け嫌ぎらいしていたのだ。

「きっとそうだと思います」

「よくそんなの読もうと思うなぁお前。しかも自分で買うなんて、学校の図書室とかに置いてないのか？」

「全部借りられちゃってました。作文のごほうびでもらったおこづかいですから、自分で買いたいと思ったんです」

「ふうん」

　……俺ならもっと他のことに使うなぁ。

　俺はやっぱりピンとこなかったが、涼花がそうしたいと言っているので、それ以上は何も言わなかった。

「お兄ちゃんお兄ちゃん」

「ん？　なんだ？」

「お兄ちゃんはそういうご本は読まないんですか？」

「俺？　俺はやっぱマンガだなー」

　この頃の俺が読んでたものといえば、もっぱら少年向けの漫まん画が雑誌だった。

　実は定期購こう読どくしてる雑誌が昨日発売されたばかりだったので、今回涼花に付き合って本屋まで来たついでにそれを買おうとも思っていたのだ。その分の小遣いも、さっき部屋にランドセルを置きに行った時に貯金箱から持ってきたしな。

「マンガですか？　わたしはあんまりわかりません」

「お前は逆にそういうの興味ないんだもんな。変わってるよなー」

「むう、そうなんですか？」

「まあ涼花はそれでいいよ。んなことより、そのジドーブンガクだっけ？　探そうぜ」

「お兄ちゃんのマンガはいいんですか？」

　俺は「後でいいよ後で」と言いながら、まず涼花の探し物を優先する。

　俺達はまた手をつないで、上を見上げながら本ほん棚だなの間を歩く。そうやって涼花のお目当ての本を探そうとするが、俺は児童文学ってのがどういうものかあんまりイメージがわかなくて、どこに置いてあるのかわからなかった。

「それってどの辺りにあるんだ？」

「子供向けコーナーなんじゃないでしょうか？　わたしもよくわかりません」

　涼花も本屋でそういう本を買うのは初めてらしく、首を傾かしげている。

「うーん、店員さんに訊きいてみようか」

　俺はどうしようもなくて、そう涼花に提案する。

　すると涼花も「そうですね」と頷いたが、その瞬しゆん間かん、

「そこの子供達、お困りのようだね～！」

　不意に背後から妙みように間延びした声が聞こえてきて、俺達は驚おどろいて振ふり向いた。

「なにか探し物～？　そういうことならこのお姉さんに任せなさい～」

　するとそこにはいつの間にか、ツインテールの女の子がなぜか自信満々な様子で腰こしに手を当てながら立っていた。

　よく見るとその女の子は俺や涼花よりもさらに背が低く、見た目もちんちくりんで完全に幼よう稚ち園えん児じくらいにしか見えなかった。

「なんだ？　幼稚園の子がなんでこんなところにいるんだ？」

「迷子ですか？　お母さんはどこです？」

　涼花も同じ認にん識しきだったらしく、俺達はそろってそんな反応を返した。

　するとその女の子は「な～っ!?」と目を見開いて、

「なに言ってんのかなこの子達は～！　私は幼稚園児じゃないよ～！　中・学・生～！　じぇ～し～ってやつだよじぇ～し～。わかる～？」

　と、わけのわからないことをまくしたて始めた。

「はいはい、中学生ごっこはいいから」

「ごっこじゃないよ～！　本当に私は中学生なんだよ～！」

「お兄ちゃん、可愛かわいい子ですね」

「だな。なんか必死なのが微笑ほほえましいよな」

「むき～！」

　その女の子は悔くやしそうにその場でぴょんぴょん飛び跳はね始めた。

　ごっこ遊びはわかるけど、さすがにその見た目で中学生は無理がある。まあ本人がその役をしたいっていうなら別にかまわないが、わざわざ付き合ってる暇ひまはなかった。

「悪いな。俺達今探し物中でいそがしいんだ。迷子なら店員さんに言えばいいと思うぞ。あ、恥はずかしいなら俺から言ってあげようか？」

「迷子じゃないってば～！　私、この本屋の娘むすめさん～！　店員さんは私なんだよ～！」

「そうなんですね。お手伝いごっこ、えらいです」

「だからごっこじゃないんだよ～！　むきき～！」

　こんなに小さい子なのに、ごっこでも店のお手伝いをするなんて感心だ。涼花もかなりしっかりしてる方だけど、きっとこの子も真ま面じ目めな子なんだろうなぁ。

「……はぁはぁ、まあいいよ～。私、お姉さんだから、子供の言うことをいちいち真に受けることもないもんね～」

「お兄ちゃん、お姉ちゃんぶっててかわいいですよ」

「俺知ってるぞ。背せ伸のびしたい年ごろっていうんだぜ」

「リアル小学生がなに言ってんのかな～!?」

　女の子は「まったくも～」と頰を膨らませながらも「ところで～」と続けた。

「なにをお探しなのかな～。お姉さんは店員さんだから、言ってくれればパパッと見つけてあげるよ～」

「だって。どうする涼花？」

「少し付き合ってあげたらいいと思います。よろしくお願いしますねお嬢じようちゃん」

「むぐ～」

　女の子がさらに頰ほおを膨ふくらませるが、涼花は気にせず続ける。

「児童文学の本を探しているのですが、どこにあるか知ってますか？」

「児童文学～？　まだちっちゃいのにそんなの読むの～？　感心だね～。それならあそこの本棚にいろいろそろえてあるよ～」

　女の子はそう言って、子供向けコーナーの一画を指さす。

「けどさ～、そんなのよりもっと面白い本はいっぱいあるよ～？　そんな図書室で借りられるようなのじゃなくて、そっちはどうよ～」

「もっとおもしろい本ですか？」

「そうだよ～、私のおすすめ～！　ほらほらこっちこっち～」

「あ、おいこら」

　女の子は俺と涼花の手を取ると、なぜかコミックコーナーの方へと引っ張っていった。

　しかもそこは普ふ段だん俺が読んでる少年雑誌系のじゃなくて、なんかもうちょっと年上っぽい雰ふん囲い気きがするマンガが置いてある場所だった。

　この辺りはよくわからなくて、俺も普段から足を踏ふみ入れないゾーンだ。

「ほら～、これなんておすすめだよ～！」

　そこでその子が手て渡わたしてきたのは、表紙に女の子の絵が描かかれたマンガで、どんな内容なのかいまいちわからないものだった。

「この作者さんの絵は本当に可愛くて最高だよ～」

「うーん？　よくわかんないけど、どんなマンガなんだ？」

「え？　内容は知らないよ～。そんなことはどうでもよくて、ただひたすら可愛いイラストを愛めでればいいんだよ～」

「なんだよそれ？　別に俺、そういうのよくわかんないし」

「わたしも、マンガはわかりません」

「いけないな～子供達～。そんなことじゃ萌もえが理解できないよ～」

「お兄ちゃん、もえってなんですか？」

「さあ？　俺もわかんない」

　初めて聞く言葉だったが、なんか怪あやしい雰囲気がある。

「仕方ないな～、萌えっていうのは可愛いキャラを愛でることだよ～。ほら～、これとかこれも超ちよう可愛いでしょ～」

　そう言って女の子はさらに別のマンガを手渡してくるが、どれも表紙に似たような感じの女の子が描かれていて、内容の方はさっぱりだ。

「うーん、あんま面白そうじゃないなー。俺、興味ないや」

「ああもう～、ダメだよ少年～。男の子がそんなことでどうするのかな～。ほらほら、今からいっぱい読んで、きみも将来立派なオタクにならなきゃ～」

「おにいちゃん、おたくってなんですか？」

「いや、俺も知らな──って、うわっ!?　急にそんなにのせるなよ！」

　女の子がいきなり大量の本を渡わたしてきて、俺は重さにバランスを崩くずしそうになる。

「たくさん読んで、きみも可愛いイラストの虜とりこになるべきだよ～」

「い、いらないよこんなの。なんかよくわかんないし、それに俺、こんなに買えるお金持ってないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ～。ここは私がツケとくから～」

「お兄ちゃん、つけってなんですか？」

「お、俺知ってるぞそれ！　なんか騙だまされてさらわれちゃうやつだ！」

　と、そうこうしている間にも、女の子は次々と似たような表紙のマンガを俺の手に載のせていく。

「ふっふ～、やっぱり布教は小さいうちからやらないとね～。ほら、これもこれも～」

「ちょ……っ！」

　そうして俺が耐たえきれなくなる寸前だった。

「ひゃぁ～っ!?　い、いや、あの、ごごごごめんなさい～!!」

　不意に女の子の後ろに大おお柄がらなおじさんが現れたかと思ったら、無言で女の子の首根っこを摑つかんでひょいっと持ち上げ、もう片方の手で俺が持ってた本をこれまた軽々と持ち上げてしまった。

「おと～さん～！　私はただ布教活動してただけで、別にお客さんを困らせたりなんかしてな──……うわ～ん……！」

　そしてそのまま本をもとの棚に戻もどすと、俺達にペコリと一度会え釈しやくをした後、女の子を持ち上げたままさっさと店の奥へと消えていってしまった。

「……な、なんだったんだ？」

「大丈夫ですかお兄ちゃん？」

　涼花が心配そうに駆かけ寄ってくるが、俺にもなにがなんだかわからない。

「……まあいいや、さっさと涼花のジドーブンガクを買って帰ろうぜ」

「お兄ちゃんは何も買わないんですか？」

「ああ、俺も買うよ。でも先に涼花のからな」

　なんかいろいろあったけど、とりあえず俺達は、さっき女の子に教えてもらった子供向けコーナーへと戻っていった。

　そこで涼花はお目当ての本を手に取り、その後俺も雑誌コーナーで予定してた少年漫まん画が雑誌をゲット。そのまま二人でレジへと向かった。

「え……？」

　だがそこで会計を済ませている途と中ちゆう、涼花がお気に入りのウサギさん財さい布ふを片手に固まってしまったんだ。

「どうしたんだ涼花？」

「あ、あの、お金が足りなくて……。おこづかいもらったのに……」

　見ると、涼花は財布から千円札（それが母さんからもらったおこづかいらしい）を取り出すところだったが、買おうと思っていたのが結構分厚い本だったからか、数百円ほどオーバーしているらしかった。

「こんなに高いとは思わなかったです……」

　涼花がしゅーんと肩かたを落とす。その悲しそうに俯うつむいている姿を見ていると、俺はなんだか胸がかきむしられるような感覚に襲おそわれた。

「あの、俺、やっぱこれいいです」

「ふぇ……？　お兄ちゃん？」

　そして気がつくと、俺は自分が買おうとしていた少年漫画雑誌を引っ込めて、その分の代金を涼花に手渡していた。

　涼花は最初キョトンとしていたが、自分の手にある数枚の百円玉を見て、驚おどろいたように目を見開いた。

「あ、あの、お兄ちゃん、これって」

「これで買えるだろ？　よかったじゃないか」

「でもでも、それだとお兄ちゃんのご本が……」

「ああ、俺はいいよ。別に、どうしても読みたいもんじゃなかったしな」

　それはウソだった。先月号のいいところで終わった連れん載さいの続きが気になって、今月の発売を結構楽しみにしてたのだ。

「お兄ちゃん……」

　でも、そんなのは涼花を悲しませないためだったらなんでもない。

　涼花が幸せそうに笑ってくれるなら、なけなしの小こ遣づかいを渡すくらいは、俺にとって何の躊ちゆう躇ちよの余地もない、ごくごく当たり前のことだった。

「これでお願いします」

　呆ぼう然ぜんとしている涼花に代わって俺がそう言うと、レジにいた女の人は少し驚いた顔をしてから優やさしい笑みを浮うかべて会計を済ませてくれた。

　そうして俺達は本屋を後にする。涼花の手には、今購こう入にゆうしたばかりの児童文学書が紙かみ袋ぶくろに入れられてしっかりと握にぎられていた。

「あのあの……！　お兄ちゃん、ごめんなさい、私のせいで……！」

　涼花は紙袋をギュッと胸に抱だきしめながら、本当に申し訳なさそうな顔を俺に向ける。

　だけど俺は「いいって」と軽く笑い飛ばした。実際まったく気にしていなかったし、それどころか自分でも正しいことをしたって気分しかなかったからだ。

「気にすんなよ。お前の本が買えてよかったじゃないか」

「でもでも、お兄ちゃんが……」

「いいんだってば。俺はお前の兄ちゃんなんだから、こんなの当たり前だろ？　そんなことより泣きそうな顔してないで、せっかく買えたんだから楽しんで読めよな」

「……はいっ」

　そう言うと、涼花はようやく笑顔に戻ってくれた。俺はそんな涼花を見ただけで、まだ少し残っていた連載の続きへの未練なんか、綺き麗れいさっぱり消えてしまったんだ。

「このご本はお兄ちゃんのお金でも買ったから、半分お兄ちゃんのものです。お兄ちゃんも読んでください」

「えー……、俺、そういう本苦手なんだよなぁ」

「お兄ちゃんなら大丈夫です。一いつ緒しよに国語力を上げましょう」

「はは、涼花は相変わらず真ま面じ目めだな。……そうだ、お前が読んだらどういう話か教えてくれよ。俺はそれで十分だよ」

「あ、はいっ。わたし、いっしょうけんめい読みますね」

　涼花はそう言ってニコリと笑った。俺もまた同じように笑い返した。

「お兄ちゃん」

「うん？」

「わたし、お兄ちゃんのこと大好きです」

「そっか、ありがとな」

「もうちょっとそっちにいっていいですか？」

「おいおいくっつきすぎだろ？　涼花は甘あまえん坊ぼうだな」

「えへへー」

　そんな他愛たわいのない、しかし心ここ地ちよい会話をしながら、俺達は帰き途とについた。

　空には少し夕暮れの朱しゆが混じり始め、道路には俺達兄妹きようだいが手をつないでいる影かげがどこまでも伸のびているのが見えた……。




　　　　▼




　……うん、ぼんやりとした記き憶おくだが、こんなこともあったかもしれないな。

　今から思うと、なんだかくすぐったくなってくるような、本当にあどけない思い出のように感じる。

　なんとなく思い出したことをとりとめもなく口にしたけど、これは昔の俺達にとっては特に何でもない日常の光景だったはずだ。

　俺の記憶によると、大体これと同じような毎日を当時は送っていた気がする。

　俺に懐なついてくる涼花と四六時中一緒にいて、それが当たり前だった日々だ。

　子供の頃ころの記憶ではあるけど、意外にも俺はその当時とあんまり変わっちゃいないらしい。妹のことを最優先にするってところは、今も昔も全く同じだ。

　そういう点では、俺は兄貴として揺ゆるぎない人生を送ってきたってことで、なんだか誇ほこらしさを感じなくもない。まあ、兄貴の威い厳げんって意味じゃ、残念ながら当時と比べるべくもなくなっちまってるんだがな……。

　と、それはともかく、その頃の俺達の関係といえばこんなところだった。

　お兄ちゃんお兄ちゃんとやってくる涼花を、俺がいつだって相手をしてた。

　……そういや、こういうこともあったっけ。




　　　　▼




「お兄ちゃんお兄ちゃん」

　ある日、俺が自分の部屋でゲームをしていると、涼花がいつもの調子でやってきた。

　ドアの隙すき間まからちょこんと顔だけ出して、俺がいるのがわかるとパッと笑顔になってトコトコと部屋の中に入ってくる。その仕草がなんだか小動物みたいで可愛かわいくて、俺はそんな涼花を見るのが結構お気に入りだった。

「んー、なんだ？」

　ただこの時の俺は、ゲームがいいところだったので生返事をした。

　すると涼花は「もー、お兄ちゃん」と頰ほおを膨ふくらませて、俺の傍そばまでやって来てクイクイと服を引っ張る。これはゲームをしてる時の俺に対するいつもの反応だった。

「ちょっと待って、もうすぐセーブするから」

「むー」

　涼花の頰が、不ふ機き嫌げんそうにさらに膨らむ。

　大体の遊びは涼花と一緒にやるのが普ふ通つうだったが、ゲームだけは別だった。

　涼花はゲームについてはまるで興味を示さず、いつも俺が熱中しているのを不思議そうに眺ながめていた。

　そうなると俺は一人でプレイすることになるので、涼花は俺に放ほうっておかれたってことで大たい抵ていこんな感じで不機嫌になるのだ。

　だから俺も自然とゲームのプレイ時間が少なくなるのだが、その日は楽しみにしてた新作ゲームをようやくゲットしたってこともあって、いつになく集中していた。

「お兄ちゃん、まだですか？」

　涼花がじれったそうに俺の身体からだを揺らした。

「なにかあるのか？」

　俺はセーブポイントに急ぎながらも、まだ結構かかりそうだなと頭の中で計算する。

「お兄ちゃんにお勉強を教えてほしいです」

「勉強？」

「はい、宿題をしてたんですけど、わからないことがあって」

「あー、そういうことか」

　俺はそう受け答えしている間もゲーム中のキャラを動かしていく。

　だが残念なことに、セーブポイントまではまだ遠い。途中で多く敵がいるところを通らないといけないから、倒たおしながらだと時間がかかるだろう。

「よし」

　そこまで考えると、俺は唐とう突とつにゲーム機の電源を切った。

　もちろん、まだセーブは完かん了りようしていない。さっきまでプレイしてたデータは保存されておらず、結構調子よく進めてた分は全部やり直しになる。

「あれ？　もう終わったんですか？」

「もう終わったぞー」

　だが俺はそんなことをおくびにも出さず、よくわかってない感じの涼花に答える。

　ゲームの進行状じよう況きようより、涼花の相手をする方がはるかに大事だからだ。小一時間くらいのロスなんてどうってことない。

　……レアアイテムもゲットしてたんだけど、まあ仕方ないよな。

「それで、宿題って？」

　俺はちょっと残念な気分だったが、すぐに切り替かえる。

　妹にお願いされたら、兄ちゃんとしては無視できないからな。

「あ、はい、あのあの……、これなんですけど」

　涼花はそう言って、持参していた算数の教科書とノートを広げる。

　ノートには綺麗な字で、几き帳ちよう面めんにキッチリと計算式が書かれていた。宿題の範はん囲いと思おぼしき箇か所しよの問題も全部答えが書き込まれていて、俺は「あれ？」と首を傾かしげる。

「宿題、できてるんじゃないか？」

「えっとえっと……、とりあえずやってみたんですけど、答えが合ってるかわからなかったんです」

「だったら答え合わせすればいいだろ？　えーと…………」

　俺は教科書の問題とノートを見比べる。

　するとそこには、一年上の俺でも難しいなと思われる問題がいくつかあって驚く。

　こんな難しいの、去年の俺は習ってないぞ？

「合ってると思う……」

　俺は自信なさげに答える。涼花のやつ、こんなの習ってるのか。スゲーな。

「ってか、これって俺が教えることなんてなにもなくないか？　全部ちゃんとできてるじゃないか」

「そうですか？　えへへ」

「大体お前は賢かしこいんだから、俺が教えなくたって大だい丈じよう夫ぶだろ」

　涼花は当時からとても優ゆう秀しゆうで、テストなんかも毎回ほぼ満点の答案用紙を持って帰っていた。

　両親も涼花は頭がいい、進学校に通わせて正解だったって言ってたし（当時の俺はその進学校って意味がよくわからなかったが）、そもそもいくら年上だからって、普通の公立に行ってる俺なんかが教えられることなんてなかった。

　この当時の俺は今と違ちがって勉強にも熱を入れておらず、成績だって中くらいをウロウロしてた程度だ。その辺りのことは涼花も知っているはずなのだが。

「そんなことないです。わたし、お兄ちゃんに教えてほしいです」

　けど、涼花はニコニコと笑え顔がおでそんなことを言ってくる。

　こうなると、察しの悪い俺でも涼花の真意ってやつがだんだんとわかってくるのだ。

「お前、俺にかまってほしくてウソついたな？」

「ウソじゃないですー。本当に教えてほしかったんですー」

「でも、教えることなんて何もないじゃないか。宿題だってできてるし」

「えっとえっと、教えてもらう練習なんです。お兄ちゃんといっぱい練習して、お勉強をもっともっと教えてもらえるようになるんです」

「なんだそれ」

　俺は笑ってしまった。涼花が言い訳してるのは明らかで、しかもその内容が無茶苦茶すぎておかしかったのだ。

「だからお兄ちゃんは、わたしにいっぱいお勉強を教えてください。お兄ちゃんもきっと教える練習になります」

「わけわかんないぞ。なんで俺が教える練習なんかするんだ？」

「そうすれば、これからもっといっぱいわたしに教えてくれます」

「やっぱりお前がそうしてほしいだけなんだな？」

「あ、違います。練習、練習です」

　涼花がムキになってそう主張する。

　俺はそんな妹の様子が可愛くて「涼花はバカだなぁ」とまた笑った。

「はいっ、わたしバカですから、いろいろ教えてほしいです」

「バカって言われて喜ぶなよな。お前がすごく頭がいいって、俺は知ってるんだぞ」

「そんなことないです。お兄ちゃんの方がもっと頭がいいです」

「俺は頭なんてよくないぞ。成績だって普通だし」

「そんなことないです。お兄ちゃんは何でも知ってます」

　涼花はそう言って、純じゆん粋すいな尊敬の眼まな差ざしを向けてくる。

　この頃ころはまだ、俺は兄として頼たよられる存在だった。もっともそれは、一年って歳としの差によるところが大きかったからだが、それもお互たがいが成長するにつれてすぐになくなっていくことになる。

「お兄ちゃんお兄ちゃん、いろいろお話ししてほしいです。わたしの知らないことをたくさん教えてください」

「いろいろってなんだ？　お前の知らないことって、ゲームとか？」

「それはいいです」

　こういうスパッとした物言いは、今も昔も変わらない。

「お兄ちゃんはわたしといない時、どういうことをしてるんですか？」

「それって学校に行ってる時のことか？　なんでそんなの知りたいんだよ」

「お兄ちゃんのことだから、なんでも知りたいです」

「はは、もう宿題とか関係なくなってるじゃないか」

「あ」

「やっぱり最初から、俺にかまってほしかったんだなお前は」

「うー……。ほら、お兄ちゃんは何でも知ってるじゃないですか」

「開き直るなよー」

「えへへー」

　そんな他愛たわいのない会話をしながら、俺達は笑い合った。

　結局のところ、子供の頃の涼花は普ふ段だんからこうやって、何かと口実を作っては俺と一いつ緒しよにいたがっていたってことだ。

　子供の頃のことだから、その口実はほとんどメチャクチャで意味がわからないものが多かったけど、それだけ俺と一緒にいたい、俺にかまってほしいって気持ちはストレートに伝わってきた。

　だから俺もそれに応こたえるように、何があっても涼花を最優先に相手をしてきたし、またそれが俺にとっても楽しいことだったんだ。

「お兄ちゃんの学校ってどんなところですか？　かわいい女の子はいますか？」

「なんでそんなこと訊きくんだよ」

「別にーですー」

「まあ、かわいい子もいるよ。何人か」

「む、そのお話を詳くわしく聞きたいです」

「うわっ、なんでいきなり迫せまってくるんだよ」

　と、こんなやり取りを交えながら、その後も俺はずっと涼花と「お話」を続けることになった。

　結局、その日はもうゲームをやり直す時間はとれなかったし、そのせいでクラスでの攻こう略りやく合戦に後おくれを取ってしまったのだが──

「お兄ちゃんお兄ちゃん。えへへー」

　涼花の相手を最優先にするってのが俺にとっては当たり前のことだったから、全然気にはしなかった。それが、当時の日常風景だったからだ……。




　　　　▼




　俺達の関係が冷え切る前は、こんなにも仲なか睦むつまじい兄妹きようだいだったってのは、今からじゃちょっと信じられないよな。

　でもまあその頃は、大体毎日がこんな感じだった気がする。

　外に遊びに行く時もいっつも一緒だったし、あの頃はまだ夜は一緒に寝ねてたっけ？

　ああ、それで思い出したけど、あの時は涼花がウサギ形の抱だき枕まくらを使ってて、それがまたデカくてさ、一緒に寝てて窮きゆう屈くつな思いをした記き憶おくがある。

　ほんと、その頃の記憶は断だん片ぺん的なものしかないけど、浮うかんでくるのはこういった微笑ほほえましい思い出ばっかりだよな。

　あ、でも待てよ。

　そういえば、そうそう微笑ましいことばっかりでもないかもしれない。

　今ちょっと思い出したんだが、結構涼花に困らされた記憶もないわけじゃないぞ。

　確かあれは──




　　　　▼




「お兄ちゃんお兄ちゃん！」

　その日、いつものように俺が学校から帰ると涼花が玄げん関かんに出で迎むかえに来てくれたんだが、普段とは少し様子が違っていた。

　いつもと比べてちょっとテンションが高いというか、勢いがあるというか。

　いつもがトコトコって感じで小走りになってたとしたら、今日はダダダッって感じで結構な勢いがついていた。表情もどこか落ち着きがなく、なんだかワクワクしているというか、興奮しているようだった。

「どうしたんだ」

「えへへー、えへへへへー」

　俺が訊たずねても、涼花はえへえへと上じよう機き嫌げんな笑みを浮かべるばかり。

　……何かいいことでもあったのかな？　と俺は首を傾げる。

　まあなにはともあれ、涼花が楽しそうにしているのを見るのは俺もうれしかった。だから俺は笑いながら「なんなんだよ」と返すのだが、やっぱり涼花はえへえへばかり。

「なんだ？　またテストで百点満点だったのか？」

「違いますー。そんなことじゃありません。テストは百点満点でしたけど」

「相変わらずスゴイな!?　俺、百点なんて取ったことないぞ」

「お兄ちゃんもやろうと思えば取れます。あんなのそんなに難しくありません」

　子供心に「んなわけあるか……」って内心苦く笑しようしたけれど、そこは何も言わないでおいたと思う。

「そんなことより、えへへー。なんだと思いますかお兄ちゃん？」

「んー、なんだろうな？」

　俺はわざとらしく、当時やり方を覚えたばかりの腕うで組ぐみなんかもして考え込むフリをしたが、実は涼花が両手を後ろに回して背中に何かを隠かくしていることに、ちゃんと気がついていた。

　……たぶん、また何か俺に見てもらいたいもんがあるんだろうな。

　そんなことを考えながら、俺は笑いを堪こらえて「なにかなー？　なんだろーな？」と焦じらす涼花に付き合う。

　百点満点の答案用紙じゃないとすると、図画工作の時間に描かいて先生に褒ほめられた絵とかかな？　それともこの前みたいに作文？

　ハッキリとはわからないけど、おそらくその辺りのものだろうと予想を付けつつ、俺は涼花に「わかんないよ。教えてくれ」と降参する。

「えへへへへー、それはですねー、あのですねー、これです！」

　すると涼花は後ろに隠していたものを、しばらくもったいづけた後にバッと前に出した──のだが、

「……え？　なんだ……？」

　俺はそれを見た瞬しゆん間かん、本気でなんなのかわからなかった。

　涼花が手に持っているのは家のキッチンにある皿だってのはわかったけど、その上に載のってる焦こげ茶色の……、というか黒っぽいものは……？

「えっと……、涼花、これなんなんだ？」

「えへへ、クッキーです！　お兄ちゃんに食べてもらおうと思って、わたしがいっしょうけんめい作ったんです！」

　涼花は輝かがやかんばかりの笑え顔がおでそう答えた。

　けど、俺の目には皿の上に載ってるその物体がクッキーとはとても思えなかったんだ。

「そ、そうか。お前が作ったのか。これがクッキー……」

「はい！　お兄ちゃん、食べてみてください！」

　涼花は満面の笑みを浮かべながら、さらにズイッと皿を前に押し出す。

　話の流れからそうなることは必然だったのだが、俺はそこそこ──……いや、かなり焦あせった。だってぶっちゃけた話、明らかにマズそうだったからだ。なんかにおいも焦げ臭くさかったし……。

「お兄ちゃん、よろこんでくれるかな……！」

　だが、そこで食べないなんて選せん択たく肢しはあり得なかった。

　目の前で、俺のためにクッキーを一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれた妹が、俺の反応を楽しみにしているのだ。ここで「マズそうだからいらない」なんて台詞せりふは口が裂さけても言えない。

　それにクッキーの出来はともかく、俺のためを想おもってお菓か子しを作ってくれた涼花の気持ち自体は本当にうれしかったから、それを無下になんてできるわけもなかった。

「い、いただきます……」

　なので俺は覚かく悟ごを決めてそのクッキー（？）に手を伸のばした。

　比ひ較かく的てき色目の薄うすい……、それでもやっぱり焦げ茶色の欠片かけらを一つ指でつまみ、ワクワクした面おも持もちで見守る涼花に怖おじ気けづいてるのが気づかれないよう、俺は一思いにそいつを口の中に放ほうり込んだ。

　ジャリ！

「…………っ！」

　その瞬間、なんだか砂を嚙かんだような音がして、同時に口の中になんともいえない味が広がる。

　苦いのか酸すっぱいのか辛からいのか、その辺りのことはよく覚えてないが、そういった単語が候補として出てくる時点で味は察していただきたい。

「ぐ……え、こ、こいつは……」

「どうですかお兄ちゃん？　おいしいですか？」

　なんとか表情が歪ゆがむのを耐たえている俺に、涼花は無む慈じ悲ひな感想を求める。

　もちろん、こんな場面で俺が返す答えは決まっていた。

「う、うまいよ。よく作ったなぁ涼花」

　咳せき込むのを我が慢まんするのが大変だったが、俺はなんとかかんとかそのクッキー（危）を気合で飲み込んだ。

「わー、よかったです！　はじめてお料理しましたけど、お兄ちゃんに喜んでもらえてほんとによかったです！」

　涼花は俺の言葉にぴょんぴょんと飛び跳はねて喜んでいる。

　そういう姿を見ていると、俺の判断は間ま違ちがってなかったと思えた。

　舌は相変わらず苦くて酸っぱくて辛いが、涼花の笑顔のおかげで十分耐えられる。

「な、なんで急に料理なんてしたんだ？」

　俺はそう訊ねる。会話を続けることで「もう一つどうぞ」と笑顔で迫られるのを防止するためだってのが今から思い返すとわかるが、当時はその辺りのことを無意識的にやってたんだろうなぁ……。

「お兄ちゃんによろこんでほしかったからです！」

「……そっか。ありがとな涼花」

「えへへー、こんなのあたりまえです。わたしは将来お兄ちゃんのお嫁よめさんになるんですから、お料理くらいできないとダメです」

　えっへんと胸を張る涼花。その姿勢はすごくうれしいし感心するけど、道のりはまだまだ遠いみたいだ。

「さあお兄ちゃん、もっとどんどん食べてください！」

「あ、ああ」

　と、先延ばしにしてたが逃にげ切れず、やっぱり涼花にさらに勧すすめられた。

　俺は覚悟を決めてそのクッキー（涙なみだ）を口に入れてはジャリジャリとかみ砕くだいていく。

　妹の笑顔を守るのが兄ちゃんの務めだとわかってはいても、この時はかなり辛かった。

「……そうだ、わたしもどんな味なのか知りたいです」

「あ、待……っ！」

　だがその時、予想外のことが起こる。

　なんと涼花が自分で一つ食べてしまったのだ。

「…………～～～っ!?」

　わずかな沈ちん黙もくの後、涼花が目を白黒させ口を押さえる。それでもなんとか吐はき出さなかったのは偉えらいと思うが、そんなことを言ってる場合じゃなかった。

「けほけほ……っ」

「おい、大だい丈じよう夫ぶか涼花？」

「だ、大丈夫じゃないです……！　すっごく変な味です……！　お兄ちゃん、どうしてウソついたんですか……！」

　涼花が咳き込みながら涙目で俺を睨にらみつける。

　そんなこと言われても、お前を傷つけたくなかったなんて正直に言えるはずもない。

「い、いや、俺はそんなにマズいとは思わなかったけど」

　なので俺はなんとか取り繕つくろおうとするが、

「う～～……っ」

　涼花は拗すねたようにぷくっと頰ほおを膨ふくらませる。当然だが、全く納なつ得とくした感じじゃない。

　……ああ、こうなると長いんだよな。

　案の定、俺の危き惧ぐ通り、その後涼花の機き嫌げんがどうにか回復するまで結構かかった。

　涼花の場合、怒おこられたり泣かれたりするより、拗ねられるのが一番厄やつ介かいなのだ。

「ごめんなさいお兄ちゃん……。おいしく作れなかったです……」

　ようやく冷静さを取り戻もどした涼花だが、ガクリと肩かたを落とし気の毒なほどしょげかえっていた。……まあ、あの味がショックだったってのはよくわかる。

「気にすんなって。初めてだったんだろ？　だったら失敗して当然だって」

「う～……、でもでも……」

「そう言えばさ、初めてなのにどうやって作ったんだこれ？　一人でキッチンを使ったわけじゃないだろ？」

　その当時はまだ幼く、俺も涼花も一人でキッチンに立つことを母さんから許可されていなかった。

「お母さんに見てもらいながら作りました」

「え？　じゃあ手伝ってもらわなかったのか？」

「わたし一人で作りたいって言いましたし、お母さんも『まずは一人でどうすればいいのか考えながらやりなさい』って」

　……なるほど。母さんは涼花をメチャクチャ可愛かわいがってるけど、同時に厳しいところもあるからな。どうすればいいか自分で考えるってのは、母さんがいつも涼花に言ってる言葉だ。ちなみに俺は言われたことがない。言われる前にストレートに𠮟しかられるからな。

「なるほどなー、それでああなっちまったのか」

「うう～～、くやしいです……っ」

　涼花が唇くちびるを尖とがらせて悔くやしがるが、俺はスゴイと思った。

　初めてで右も左もわからない中で挑ちよう戦せんするっていうのは勇気のいることだ。

　しかもそれをする動機が俺のためだってところが、またうれしかった。

「……お兄ちゃん、お願いがあります」

「お願い？　なんだ？」

　とその時、涼花が唐とう突とつにそんなことを言い出して、俺は首を傾かしげた。

「お兄ちゃんの好きなおかしを今食べたいです。ほら、あのパンダのクッキーです」

「パンダの……？　ああ、それってわんにゃんビスケットのチョコパンダのことか？」

　わんにゃんビスケットとは、その当時俺らくらいの歳としの子供の間でヒットしていたお菓子のことだ。ＣＭの可愛さで人気が出て味もそこそこよかったからブームになった。あれがこの辺りのローカルな流行だったのか、全国レベルのものだったのかは知らないが。

　最初はその名の通り犬と猫ねこだけがモチーフだったけど、人気が出てからは象だの馬だのキリンだのといったシリーズがわんにゃん関係なく次々と出て、その中でチョコレート味のパンダが俺のお気に入りだったのだ。

「でもあれってビスケットだぞ。クッキーじゃない」

「？　ビスケットとクッキーってなにがちがうんですか？」

「…………さあ？」

　ちなみに、俺は今でもビスケットとクッキーがどう違うのかわかってない。

　……後でネットで調べるかな。

「お兄ちゃんが好きだから、わたしが作ってあげようと思ったんです」

「ああ、だからビスケット──……じゃなくてクッキーを、か」

　ますますうれしくなる。俺の好物を知ってて、それを再現しようとしてくれたわけだ。

「はい。でもできませんでした……。だから食べたいです。今すぐ」

「どういうことだ？」

「そのお味をおぼえて、自分で作ります。わからないところは、今度はお母さんにききます。お兄ちゃんに好きなお菓子をいっぱい食べさせてあげたいです」

　むんっと握にぎりこぶしを作る涼花を見て、俺の心は温かい気持ちで満たされた。

　そういうことなら、あの苦くて酸っぱくて辛いクッキー（偽にせ）を食べた甲か斐いもあるってもんだ。二度とはごめんだが。

「そっか、ありがとな涼花。じゃあ今から買いに行くか」

「はい！　お兄ちゃんとお買い物です！」

　そんなこんなで俺達は、わんにゃんビスケットのチョコパンダを求めて外に出た。

　いつものように手をつなぎながら、最寄りのコンビニへと向かう俺達。

　家から一番近い場所で、わんにゃんビスケットを売ってるのはそこなのだが、

「あー、やっぱ売り切れてるか……」

　さっき言った通り、当時は人気の商品だったため、結構な確率で売り切れていることが多かったのだ。

「むー、お兄ちゃん」

「仕方ない。他のとこに行こうぜ」

　俺達は気を取り直してその後も数軒けんのコンビニを回るのだが、運が悪かったのか、残念ながらどこも売り切れで、わんにゃんビスケットのチョコパンダは置いていなかった。

「抹まつ茶ちやライオンならあるんだけどなー」

　一方で不人気味の在庫は余っているようだった。新シリーズを乱発しすぎたためか、最近はこういうわけのわからない組み合わせが出てきている。子供心に緑色のライオンは不気味だと思っていたが、記き憶おくが確かならこの後早々に店頭から姿を消したはずだ。

「ダメです。お兄ちゃんの好きなお味じゃないとダメです」

　涼花はぷくーっと頰を膨らませ「もっと探しましょう」と俺の腕うでを引っ張る。

「わかったよ。じゃあ、あそこに行くしかないな」

　涼花が諦あきらめない以上は、俺も付き合うしかない。

　ということで、俺達は次に近所の大型スーパーへと向かった。

　ここなら品ぞろえも豊富だから、きっとチョコパンダも置いてあるはずだ。

「お兄ちゃん、ありますか？」

「えーっと」

　俺達は入店すると、早さつ速そくお菓か子しコーナーへと足を向けた。

　棚たなに目を走らせながら、わんにゃんビスケットの置いてあるところを確かく認にんする。

「お、あった！　一個だけあったぞ！」

　すると、幸いにもチョコパンダは売りきれずに一つだけ棚に残っていた。

　俺は当然すぐさまその最後の一個に手を伸のばす。これで涼花を悲しませないで済む──と思っていたのだが、

　ガシッ！

「え!?」「なっ!?」

　その瞬しゆん間かん、横から急に誰だれかの腕が現れて、俺が手にしたわんにゃんビスケットの箱を同時に摑つかんだじゃないか。

　俺が驚おどろいて振ふり向くと、そこには俺と同じくらいの歳の女の子が立っていた。

　目がパッチリしてて無茶苦茶カワイイ子だったが、その子も俺と同じようにこちらを驚いた風に見つめていた。

「ちょっとあんた、これは私が先に見つけたんだからね。手をひっこめなさいよ」

　だが次の瞬間、その子が偉そうに胸を張りながら、いきなり上から目線でそんなことを言ってきたので、俺は面食らってしまった。

　……な、なんだこいつ。ちょっとカワイイからって威い張ばりやがって。

「はぁ？　それはこっちの台詞せりふだっつーの。これは俺が買うんだから、そっちこそ手をひっこめろよな」

「な、なんですって!?　なんで私がそんなことしなきゃいけないのよ！」

「それはこっちも同じだろ！　なんで俺が諦めなきゃなんねーんだよ！　俺なんてコンビニを三軒くらい回って、やっと見つけたんだからな！」

「ふんっ、甘いわね！　私なんてコンビニ十軒回ってなかったから、この隣となり町まちのスーパーまで来たんだからね！」

「どんだけ食べたかったんだよ!?　あとどんだけ運が悪いのお前!?」

　俺がツッコむと、その子は「う、うっさいわね！」と顔を真っ赤にしてちょっと涙目になった。運が悪いってのを気にしてるのかもしれない。あと、なんか急に怖こわさがなくなって、代わりにヘッポコ感が出てきた。

「とにかく私はそれくらいチョコパンダが好きなの！　多分世界で一番好きだと言ってもいいわね！　だからこれは私が買って文句ないでしょ！」

「文句あるに決まってんだろ！　俺は妹のためにこいつを探してたんだから、ゆずるわけにはいかねーよ！」

　その子は、そこで初めて後ろにいる涼花の存在に気づいたらしく「妹？」とそっちの方に目を向けた。けど、すぐにまた俺の方に視線を戻し、

「そ、そんなこと知らないわよ。代わりにそっちはプリンキリンで我が慢まんしなさいよね」

　と、さらにチョコパンダの箱を引っ張る。

　ちなみにプリンキリンはその名の通りプリン味でキリンの形をしている。味はともかくキリンはバランスが難しいらしく、ほぼ毎回首が折れてて可か哀わい想そうなので、俺はあんまり好きじゃなかった。

「そっちこそ、そこにいっぱいある抹茶ライオンで我慢しろよ！」

「こんなの途と中ちゆうのコンビニにも腐くさるほどあったわよ！」

　あ、やっぱどこでも売れ残って──ってそんなことはどうでもいい。

　俺とその子はどちらも一歩も譲ゆずらず、チョコパンダの箱を手に張り合い続ける。

「ぐぐぐ……」「むむむ……」

　しまいにはおでことおでこを突つきつけながら睨にらみ合うまでに至ってしまった。

　子供心に子供っぽい争いだとはわかっていたが、こっちは涼花の手前引き下がるわけにはいかず、どうしても折れることはできなかったんだ。

「はぁはぁ……、あんたも諦めが悪いわね……！　そもそもあんた、ちゃんと買えるだけのお金は持ってるわけ？　家にお財さい布ふを忘れてきたりしてんじゃないでしょうね」

「そんな間ま抜ぬけなことするか」

「ふんっ、私は何度もあるわよ！　今日だって、五軒目のコンビニでようやくお財布を忘れたことに気がついて取りに帰ったんだからね！」

「なんでそんなことで威張ってんだ!?」

「しかもそのお財布は玄げん関かんに置いてあったわ！　靴くつを履はく時にそのまま忘れたのよ！」

「俺にはお前がなんでそれを偉えらそうに言ってるのかわかんねーよ!?」

　ますますヘッポコ感が増してきて、俺はなんだか可哀想な気分になってくる。

「とにかく、ちゃんとお金を持ってるかどうか見せなさいよね。私はあるわよ！」

　しかしその子はまるで気にした風もなく、じゃーんと子供が持つにしてはなんだか高級感の漂ただよう財布を取り出した。

「俺だってちゃんとあるよ」

　一方で俺は、ポケットにそのまま突っ込んであった百円硬こう貨かを数枚取り出して見せる。

　すると女の子は、ふふーんと得意げな顔になり、

「ちょっとちょっと、お財布くらい使いなさいよね。お金っていうのは、こうやってちゃんと入れとくものなのよ」

　そう言って、自分もまた財布からお金を取り出そうとしたのだが、

「……あ、あれ？」

「？　どうしたんだ？」

「うえええぇっ!?　そ、そんな!?」

　……なんだ？　急に素すっ頓とん狂きような声を出してわたわたし始めたぞ？

「ど、どうしよう!?　お財布は持ってきたけど、お金を入れ忘れてた!?」

「おい!?」

　なんと財布の中身がカラだったらしく、思いっきり慌あわてながら涙なみだ目めになってしまった。

　……なんか痛々しくて見てられないんだけど、とりあえず、

「えっと、それだと買えないよな……？」

「ううう……」

　俺がそう言うと、女の子は手から力を抜ぬいて、チョコパンダの箱は無事に俺のところへやってきたわけなんだが……。

「ううううう～……。こんなことって……」

　その子の落ち込みようがあまりにもひどくて、なんか俺の方が申し訳ない気分になってきた。ここまでヘッポコさを見せつけられると気の毒になる。少なくとも、このまま放ほうっておくことは、俺にはとてもできそうになかった。

「……仕方ねーな。一いつ緒しよに来いよ」

　そこで俺がそう提案すると、その子はキョトンとした顔で顔を上げた。

「……え？　な、なに？」

「いいから」

　俺はかまわず女の子の手を引っ張ってレジまで向かう。

　そこで会計を済ませると俺は早速箱を開けて、中に入っていた一ひと袋ふくろを「ん」と女の子に手て渡わたした。

「え？　え？　ど、どういうこと？」

　何が何だかわからないといった感じで俺の顔とその袋を交こう互ごに見る女の子。

「半分あげるってこと。わんにゃんビスケットは一箱に二袋入ってるだろ？　こっちは別に一つあればいいし、もう一つはやるよ」

　俺はキョトンとしている女の子にそう答えた。

　正直そこまでする必要はなかったのかもしれないが、その子のヘッポコ具合にはなんだか手を差し伸べずにはいられない何かがあったのだ。わざわざ隣町から来たって言ってたし、さすがにこのままだと可哀想すぎるしな。

　……まあ涼花が食べたいって言ったのは味見のためだし、一袋だけでもいいだろ。

　俺が自分一人でそう納なつ得とくしていると、それまで呆ぼう然ぜんとしていた女の子は、

「ふ、ふんっ！　なかなか気が利きくじゃないのよあんた！」

　と、ようやく思い出したかのように元に戻もどった。

　なんでこういう場面でも偉そうになれるのかは不思議だけど、まあいいや。

「じゃあ、俺達は行くから。お前も気をつけて帰れよ」

「ま、待ちなさいよ」

　俺は用事も済んだし帰ろうとしたのだが、なぜかその子に呼び止められた。

　なんだろう？　と思っていると、その子がツカツカと俺の前までやって来る。

　真っ赤な顔で俺を睨みつけていて、まさか叩たたかれるんじゃ……と一瞬身構えたのだが、

　──ギュッ。

「え？」

　次の瞬間、不意に手を強く握にぎられて、俺はびっくりする。

　目の前には、恥はずかしそうに目を逸そらしている女の子の顔。

「……あ、ありがとうね」

　さっきまでの偉そうな雰ふん囲い気きはなく、代わりに聞こえてきたのは素す直なおなお礼の言葉。

　俺が呆然としていると、その子は「じゃ、じゃあね！」とだけ言い残して、そのまま去っていった。後ろからでもわかるくらい、耳が真っ赤になっていた。

　取り残された俺も、なんとなく気恥ずかしい気分になっていたが、それがなぜかはわからなかった。ただなんとなく、ああしてよかったなっていうほのかな感かん触しよくだけは残っていた。

「な、なんか変なやつだったな。まあいいや、チョコパンダもゲットしたし、俺達も帰ろうぜ」

　俺はくすぐったい空気を払はらうように、気を取り直して涼花に声をかける。

「むー…………」

　だがふと気がつくと、涼花は不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませながら俺を睨んでいた。

　そう言えば、あの子とやり取りしている間、涼花は一言も口をきかなかったことを思い出す。……な、なんか怒おこらせるようなことしたっけ？

「ど、どうしたんだよ涼花。あれか？　チョコパンダが一袋しかないから怒ってるのか？でも味見ならこれで十分だと思うんだけど」

「それはいいです。あの困ってた女の子を助けたお兄ちゃんはとってもカッコよかったです。やっぱりお兄ちゃんはやさしいです」

「えーと、だったらなんで……」

「むー……、わたし以外の女の子にやさしいのはいいことですけど、なんだかいやです。お兄ちゃん、あの女の子とすっごくなかよしさんみたいでしたし……」

　涼花はそう言って、ますます頰をぷくっとさせる。

「別に仲良しってわけじゃなかったと思うけどな。今日初めて会ったし、なんかあいつ、変なやつだったし」

「初めてだったのに、なんだかズルイです」

　そんなこと言われても、何がズルイのかわからないから困る。

　……とはいえ、機嫌を損そこねた涼花相手に俺ができることといえば一つしかない。

「わかったよ。じゃあ俺はどうすればいい？」

　それは、全面降こう伏ふくして涼花の言うことはなんでもきくことだ。今までも、そうやって涼花の機嫌を直してきた。

「えっとえっと、抱だっこしてください。ぎゅーって抱っこしてほしいです」

「ここでか？　本当に涼花は甘あまえん坊ぼうだな」

　俺は苦く笑しようしつつも、その要望をすんなり受け入れる。妹がそうしてほしいって言ってるんだから、兄ちゃんはいつだって応こたえるものなのだ。

「ほら、ぎゅー」

「むー」

「あれ？　いつもならえへへーってすぐなるのに」

「……なんだか今日はちょっと変です。もっと強くしてください。それから、家まで抱っこしたまま帰ってください」

「え、そ、それはちょっとキツイな……」

　だが、なぜか今日に限って涼花の機嫌はなかなか直らず、結構無茶なことを言われる。どうやら涼花は拗すねているらしいが、こんなにも困らされるのは初めてだった。

「お兄ちゃんにいっぱい抱っこしてほしいです。それから、帰ったら味見をして、またお兄ちゃんにクッキーを作ります。だからまた食べてください」

「げ……」

　またあれを食べさせられるかもしれないと思うと、俺は思わずゲンナリする。

　だが涼花はさらに続けて、

「クッキーだけじゃなく、これからいっぱいお料理したいです。お兄ちゃんに食べてもらいたいから、お料理したら絶対食べてくださいね」

　やっぱり拗ねた顔のまま、俺にそんなことを言ってくるじゃないか。

　なんだかわざと困らせようとしてくる感じの涼花に、俺は戸と惑まどう。

　それでも、俺は涼花の兄ちゃんなんだから、なんだって付き合うんだけど……。

「むー、お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんですー」

　その後しばらくの間俺は、ちょっとだけ我わが儘ままになった涼花と、涼花が本格的にチャレンジし始めた料理の味見に結構困らされることになるのだった……。




　　　　▼




　あの時は結構振ふり回された記き憶おくがあるな。涼花が本格的に料理をし始めて、食事ごとに必ず一品、涼花が作った料理がついてきてたような気がする。

　もちろん料理は初めてだったし『まずは自分で考える』っていう母さんの教育方針もあったから、涼花が出してくる料理はどれもこれも今じゃ考えられない出来だった。

　けど、それは最初のうちだけだ。

　元来優ゆう秀しゆうな涼花は一度の失敗に学んで、二回目からはもうすっかり上手に作れるようになっていった。そうして気がついたらあっという間に母さんも追い抜いて、我が家のキッチンの主になってしまい、今に至るってわけだ。

　……まあそういう意味じゃ、涼花に振り回されたり困らされたりって期間は一瞬だったかもしれないな。

　でも、だからってそういったことが完全になくなったわけじゃないぞ？

　むしろ、その頃ころくらいからなぜかわけもわからずに、涼花から怒られたりすることが増えたような気がするんだよな。

　と、そう言えばこういうこともあったっけ……。




　　　　▼




「あ、お兄ちゃん、あれはなんですか？」

　その日、俺と涼花は母さんに連れられて、普ふ段だんは行かない大型ショッピングセンターに買い物に来ていた。

　母さんが自分の買い物をしている間、俺は涼花と一緒に適当に店内を見て回っていたのだが、その時涼花がある一画を指さしてそう訊きいてきたのだ。

「お、ゲームがあるな」

　そう、そこはショッピングセンター内に併へい設せつされたゲームコーナーだった。

　いわゆるゲームセンターと違ちがって本格的なビデオゲームじゃなく、家族連れ──主に子供向けに用意された単純なゲームが置いてある場所だ。

「ちょっと遊んでいこうか？　母さんの買い物も長くなるだろうし」

「ゲームですか」

　俺は暇ひまつぶしにちょうどいいと思ったが、そういったことにあまり関心がない涼花はピンときていない様子だ。それでも俺がゲームコーナーに向かうと、涼花も後からちょこちょことついてきた。

　それほど広いスペースはなく、ピンボールとかモグラたたきみたいな単純なゲームばかりが置いてある。やってみてもよかったのだが、当時のなけなしの小こ遣づかいでは、暇つぶし程度に使うのは少しためらわれた。

「どうだ涼花、ちょっとやってみるか？」

　だが、涼花がやりたいというなら喜んで小遣いをはたくつもりだ。

「えっとえっと、わたし、よくわかりません」

　だが涼花はやっぱりキョトンとした顔で、筐きよう体たいを不思議そうに見つめるばかり。

　俺は「そっか」と笑って、またゲームコーナーの見物へと戻る。

　プレイはしなくても、その場にいるだけでも結構楽しかった。

「あ、お兄ちゃん、ぬいぐるみがいっぱいあります」

　とその時、涼花が俺のシャツを引っ張りながら、向こう側を指さした。

　見ると、ゲームコーナーの奥の方にプライズゲームの筐体がいくつか置いてあり、その中の一つには涼花の言うように、いろんなぬいぐるみが詰つめ込まれていた。

「ＵＦＯキャッチャーだな。他にも結構……、うわ、奥の方にはメチャクチャあるじゃないか。へー、スゴイな」

　俺達が奥に進むと、そこはＵＦＯキャッチャーを始めとしたプライズゲームがたくさん置かれていた。

　ゲームコーナーの奥がこんなことになっていたとは知らなくて、俺も涼花もそこにある様々な景品に目を奪うばわれた。こうなると、せっかくだから何か景品をゲットしていきたいとも思える。

「涼花、こういうのならやってみてもいいんじゃないか？」

　それとゲームに興味を示さない涼花でも、景品が手に入るのならやってみたいと思うかもしれないと考え、俺は声をかける。

「…………ふわぁ」

　だが涼花はすっかり景品に見とれて、俺の話を聞いちゃいなかった。

　俺は「まあいいか」と思いながら、涼花が他に集中している間にぬいぐるみの詰まったＵＦＯキャッチャーへ向かった。

　……涼花のやつ、さっきこれを見て反応してたからな。なんか一つ取ってやるか。

　そう考えながらＵＦＯキャッチャーのところに行った時だった。

「…………」

　ふと、その筐体の中身をジッと見つめている一人の少女に気がついた。

　その少女は、年ねん齢れいで言うと俺よりも二、三歳ほど上に見えたが、なにより目を引いたのがその髪かみと目の色だった。

　金色の髪に青い瞳ひとみ。俺は「外国の人だ……」と思わず小声で呟つぶやいてしまった。

　しかしその少女──いや、その頃の俺から見たらお姉さん──は、そんな俺など気づいた風もなく、一心不乱に中のぬいぐるみを眺ながめている。

　……なんだろう？　ほしいのかな？

　俺はその様子に小首を傾かしげたが、でもすぐに気を取り直して筐体へと向かった。

　なんか珍めずらしい光景を見てしまったけど、今の俺にはやることがある。

　もちろんそれは、涼花のためにぬいぐるみをゲットすることだ。

「涼花は何をほしがるかな……。やっぱあのウサギのやつがいいかな」

　俺はどれがいいか物色しながら、とりあえず涼花の好きなウサギに目をつけた。

　が、そいつは位置がいまいちよくなくて、取れるかどうか微び妙みようだった。

　とはいえチャレンジはしてみようと思って、俺はポケットをまさぐり百円硬こう貨かを取り出す。つい先日小遣いをもらったばかりで五百円あったが、ここで全部使ってしまうと間違いなく母さんに怒られるだろう。

「よし……」

　俺は気合を入れて、三回以内を目標にＵＦＯキャッチャーに挑いどんだ。

　硬貨を入れて、慎しん重ちように位置を合わせる。だが、

「あー、くっそ」

　一回目は失敗。さらに二回目も目測を誤って失敗してしまった。

　これで小遣いの五分の二が消えてしまったわけだから、子供がＵＦＯキャッチャーなんてやるもんじゃないんだが、自分のことならともかく涼花のためだと思っていたから、その時の俺は止まらなかった。

　そして三回目。

「く……っ、おしい！」

　いいところまでいったが、ギリギリでウサギを逃のがしてしまった。

　だが今のでいい位置に移動したのは間違いない。予算はオーバーだが、次の四回目に全てをかけようと思って、俺は四枚の硬貨を筐体に投入した。

「やった……っ！　って、あれ!?」

　だがそこで思いがけない事態に陥おちいる。

　俺は目的のウサギのぬいぐるみを確実に捉とらえたはずだったが、なんと周囲のぬいぐるみに当たってキャッチャーの方向が微妙にズレて、よりにもよってウサギの横にあった犬のぬいぐるみをゲットしてしまったのだ。

「うわー……、これどうしよう……」

　俺は取り出し口からその犬を引っ張り出しながら、途と方ほうに暮れる。

　……犬でも涼花はよろこんでくれるかな？　ってかこの犬、なんだ？　着物を着てるのか？　『和服犬』……？　変なの。

　そんなことを考えていると、ふと俺は視線に気がついて振り向いた。

「…………」

　するとそこには、さっき筐体の中身をジッと見つめていた外国人のお姉さんがいて、今度は俺の方にさっきと同じような視線を向けてきていた。

　俺は相手が外国人で、しかもかなり綺き麗れいなお姉さんだったこともあり狼ろう狽ばいする。だがすぐに、お姉さんは俺を見ているんじゃなくて、俺が持ってるぬいぐるみを見ているんだってことに気がついた。

「あの、これほしいんですか？」

　なので俺は思わずそう口にしていた。通じるかわからなかったが、当時の俺は英語なんて全然知らなかったため、日本語で言うしかなかったんだ。

「…………？」

　けれど案の定、お姉さんは特段の反応を見せない。だが、その視線はやっぱりこの和服を着た犬のぬいぐるみに注がれていて、これに興味を示しているのは明らかだった。

「……はい、どうぞ」

「？」

「あげます、それ」

　そこで俺は、意を決してそのぬいぐるみをお姉さんの手に押し付けた。

　その瞬しゆん間かん、正直メッチャ緊きん張ちようしたし、俺の見当違いかもしれないと怖こわくもあった。

　だけど、

「……Thank you.　アリ、ガト……！」

　やがてお姉さんがそう言って、笑え顔がおでぬいぐるみを抱だきしめるのを見て、自分の判断が間違っていなかったとうれしくなった──……のだが、

「わぷっ!?」

　次の瞬間、俺はそのお姉さんに抱きしめられて、顔を胸に埋うずめられてしまう。大きさとか全然わからなかったが、メチャクチャ柔やわらかくていいにおいがしたのは確かだった。

「……び、ビックリした」

　その後、お姉さんは何度もサンキューサンキューを繰くり返し、俺にぶんぶんと手を振ふりながら去っていった。

　リアクションには驚おどろいたけど、よろこんでたみたいだし、いいことしてよかった。

　俺はそんなことを考えながら振り向いたのだが、

「……お兄ちゃん、むううぅ……」

　と、俺の背後に涼花が不ふ機き嫌げんな顔で立っていて、思いっきりビクッとした。

「す、涼花!?　お前いつの間に……！」

「お兄ちゃん、さっきすごくキレイな女の人にギュッてされてました」

「あ、あれはぬいぐるみをあげたら、なんか急に」

「そうです。ぬいぐるみもプレゼントしてあげてました。なかよしさんですか？」

「い、いや、お前にあげようと思ってぬいぐるみを取ってたんだけど、違うのが取れちゃったし、あの人がすごくほしそうにしてたから……」

　俺はそう説明するが、涼花の「むー」は収まらない。

　なんかこの頃ごろ、涼花はこうなることが多い気がする。昔はこんなことがなかったから、俺もどう対処していいのかいまいちわかっていないのだ。

「あ、そうだ。お前の分も今から取るからな？」

　俺はなんとかしないとと思って、残り一枚になった百円玉を筐体に放ほうり込む。

　そしてさっき取り逃したウサギを今度こそゲットしようとするが、

「うわー……」

　運悪く、さっきの犬を取ったことでぬいぐるみのバランスが崩くずれ、ウサギは下の方に半ば埋まってしまっており、チャレンジはしたけど案の定失敗してしまった。

「むー、お兄ちゃん」

「ご、ごめん涼花……」

　俺は全財産を使い果たしてしまったことよりも、涼花の機嫌をどうすればいいのかわからずに頭を抱かかえる。

　その後、母さんの買い物も終わって家に帰ることになったのだが、涼花はその間もずっと頰ほおを膨ふくらませて拗すねたような感じのままで、こっちがなにを言っても機嫌を直すことがなかった。

　その状態は夕飯までも続き、膨れっ面つらのままでご飯を食べる涼花を、両親が不思議そうに眺めていたことを覚えている。

「なあ涼花、ぬいぐるみのことは本当にごめん。俺が下手で……。どうすれば機嫌を直してくれる？　俺、なんでもするぞ？」

　すっかり途方に暮れてしまった俺は、夕飯の後、涼花にそう言ってなんとか許してもらおうとした。

　こんなに不機嫌が持続したことなんて今までなかったから、俺としてもどうしたらいいかわからなかったんだ。

「む、むー……」

　すると涼花は、相変わらず頰を膨らませてはいるが、なぜか困った顔をして、

「……わたし、ほんとは怒おこってないです」

　と、意外なことを言い出した。

「でも、なんだかお兄ちゃんが女の人にギュッとされてるのを思い出すと、胸がチクチクしちゃうんです」

「チクチク？」

「これ、なんですかお兄ちゃん？」

「いや、俺にもわからないけど……。なんかビョーキじゃないだろうな？」

「わたし、お兄ちゃんを困らせてます。わるい子ですか？」

「涼花はいい子だよ。きっと俺が悪かったんだって。やっぱあのぬいぐるみ、涼花に取ってやりたかったなー」

「じゃあまた今度とってください」

　俺が「おう、約束する」と答えると、涼花はやっと「えへへ」と笑ってくれた。

　これでようやく元通りかなと俺は安心したが、その時なぜか涼花がクイクイと俺の服を引っ張ってきた。

「お兄ちゃん、やっぱりぬいぐるみはいいです。お兄ちゃん、おこづかい全部使っちゃいました」

「う、よく見てるな……。でも、また来月小こ遣づかいをもらったらチャレンジするさ。その時まで待っててくれよな」

　俺がそう返すと、涼花はふるふると首を振って、

「むだづかいはダメです。わたし、ぬいぐるみ、いりません」

「でもお前、あれほしかったんじゃないのか？」

「ほしかったですけど、いりません。お兄ちゃんのおこづかいがなくなっちゃいます」

「俺は別にいいよ。それに一発で決めればいいんだし！」

「？　できないと思います」

　キョトンとした顔で普ふ通つうにそう言われて、俺はかなり凹へこんだ。

　だが涼花はそんな俺には気づかず「でもでも」となぜか恥はずかしそうに続けた。

「その代わり、お兄ちゃんにお願いをきいてほしいです」

「お願い？」

　急にそう言われ、俺は首を傾げる。だが涼花のお願いの内容を聞いて、すぐに納なつ得とくしてしまった。

「はい。お兄ちゃんとお風ふ呂ろに入りたいです」




「えへへー。えへへへへー」

　風呂場の中に、涼花の上機嫌な声がこだまする。

　俺と涼花は一いつ緒しよに湯船に浸つかっている。涼花は俺に背中を向けてもたれかかるようにしながら、時々「えへへ」と笑顔で振り向いてくる。

「ご機嫌だなー涼花ー」

「はいー」

「こうやって一緒に入るのって、けっこう久しぶりだなー」

「はいー。えへへ」

　俺と一緒に風呂に入るのが本当にうれしそうに、涼花はなにを言ってもこの調子だ。

　まあ、機嫌が直ってくれたんならそれでいい。

「けど、涼花はけっこうアレだよなー。えっと……、ほら、策士ってやつ？」

「さくしってなんですか？」

「なんだっけ？　ずる賢がしこい、だっけ？」

「わたしズルくないです。……ズルいですか？」

「そんなことないけど、ぬいぐるみの代わりに一緒にお風呂ってのがさー。お前、うまく考えたなーって思って」

「？　よくわかりません。お兄ちゃん、この頃一緒にお風呂に入ってくれないから、わたし一緒に入りたかったんです」

　じゃあさっきの代わりにお願いってのも、無意識だったのか？

　いや、涼花は頭がいいから自然とそういった論法になったのかもしれない。

　なにはともあれ、ああいうお願いのされ方をしたら俺としても断れなかった。

　実は涼花が小学校に上がったくらいから母さんに「ちょっとずつでいいから、一人でお風呂に入るように」と言われていたので、俺はその言葉に従って少しずつ涼花と二人で入る回数を減らしてきていたのだ。
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　俺と一緒に入るのが大好きな涼花はあからさまに不満そうだったが、俺はなんとなくそうするのが自然かなと思っていたので、最近なんかは特に意識して涼花と一緒に風呂に入るのを避さけてきたんだが──

「ま、たまにはいいよな」

「はいー」

　別に禁止されてるわけじゃないし、これでぬいぐるみの件を許してもらえるなら俺としても助かるしな。

「……よし、じゃあ今日はサービスして、俺が身体からだを洗ってやるぞ」

「ほんとですか!?」

　俺がそう言うと、涼花は勢いよく振り向いた。

「あのあの、じゃあ髪かみも洗ってください！　わたし、お兄ちゃんに洗ってもらうの、大好きです！」

「涼花は髪の毛が長いから、洗うのは面めん倒どうなんだけどな……。でもまあ、今日はサービスだからいいよ」

「やったー！」

　涼花がパチャパチャとお湯の中ではしゃぐ。

　こうも喜んでもらえると、俺もサービスしてよかったと思う。

「あ、でもでも、わたしもお兄ちゃんの身体を洗います！」

「俺も？　別に俺はいいよ。今日は涼花へのサービスデーだから、任せとけって」

「わたしもお兄ちゃんを洗ってあげたいです。ダメですか？」

「ダメってわけじゃないけどさ。……まあいいや、今日はとことん涼花に付き合うよ」

　本当はそんなことしてたら風呂の時間が長くなって母さんに怒られてしまうんだけど、今日は特別だ。

　涼花にあれだけ拗ねられたなんて初めてだったから、なんとなくその反動でひたすら甘やかしてやりたいという思いがあった。それから、

「よーし、じゃあ頭から洗うか。言っとくけど、シャンプーハットは使ってやらないからなー？　我が慢まんしろよー？」

「わたし、もう使ってないから平気です」

「げ、本当かよ……」

「お兄ちゃんはまだ使ってるんですか？」

「そ、そんなわけないし！」

「えへへ、お兄ちゃんはお子さまですー」

「なんだとー」

　俺自身も、久しぶりに涼花と一緒に風呂に入ったことで、かなりテンションが上がってしまっていたわけだ。

　その後俺達は、はしゃぎ合ってふざけ合いながらお互たがいを洗いっこして、思いっきりこの時間を楽しんだ。

　……まあ、そのせいで結果としてかなりの長風呂になり、後で（俺だけ）母さんにこっぴどく𠮟しかられたんだがな……。

　しかも今月の小遣いを一日で、しかもゲームのために使い果たしてしまったことも同時に発覚し、それもおまけで怒られた。

　けど、俺としては全然後こう悔かいしてなかった。

　確かに買い食いができなくなったり、今月の少年漫まん画が雑誌が買えなくて友達に借りるしかなくなったりと不便なことは出てくるけど、それでも全然平気だったのだ。

　だって、俺は小遣いを全部妹のために使ったからだ。

　妹を喜ばせるために、俺は全財産をはたいた。それって最高の使い方じゃないか？　結局全部無む駄だ使づかいになっちまったってところは否定できないけどさ。

　と、当時の俺はそう思っていたんだ。

　いや、当時から、俺はそう思っていたと言った方が正しいか。

　もちろん、今でもそう思っている。

　だからとにかく、俺は母さんに怒られてもへっちゃらだった。

　説教が終わってから、涼花が申し訳なさそうな顔で涙なみだ目めになってきても、誤ご魔ま化かしじゃない笑え顔がおで「大だい丈じよう夫ぶだ」って返せたのもそのためだ。

「でもでも、お兄ちゃんだけ怒られて……」

　もっとも、涼花は結構落ち込んでいたようで、そこからまた元気にさせるのに一苦労だったわけだがな。

　俺が涼花のために苦労したりするのなんて苦労でも何でもないんだってことは、普ふ段だんからしょっちゅう伝えてはいるんだけど、なかなか納得してくれないから困る。

「へっちゃらだってば。それよりも、今日は一緒に寝ねようか」

「え！　一緒にお風呂だけじゃなく、一緒に寝てもいいんですか!?」

　だからこうやって、涼花がそういったことで申し訳なさを感じている時は、そんなことは気にしないでいいようにしてやりたくなる。

　一緒に寝るってのも風呂と同じで、禁止はされてないけど少しずつ一人でできるようにと言われてることだ。

　けど、今日はもう徹てつ底てい的にサービスしてやろうと決めた俺は、こっちからそう提案して涼花を喜ばせる。

　……うん、やっぱ涼花は笑顔が一番可愛かわいいよな。

「えへへー、お兄ちゃんと一緒♪　お兄ちゃんと一緒♪」

「そんなにはしゃいでると寝れないだろー」

　涼花は俺のベッドに入ると、ウキウキと身体を揺ゆらした。

　全然眠ねむる気配なんてなかったけど、それはこっちも同じだった。

　その日、俺達はベッドの中でいつまでも話し続けた。

　笑顔の涼花を、同じく笑顔で受け止める俺。

　それは決して特別な光景じゃなく、その当時の俺達にとってはよくある、ごくごく普通の日常の出来事だったんだ……。








第四章　思い出からの一歩
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「ああ、こんなこともあったよな……」

　お兄ちゃんは子供の頃ころの思い出を口にしながら、懐なつかしそうに呟つぶやきました。

　どこか遠い目をして、昔の記き憶おくに想おもいを馳はせているようでした。

「そういえば昔の俺達ってこんなんだったんだよな。すっかり忘れてたし、今からじゃまるで想像もつかないけど。……って、あれ？　す、涼すず花か……？」

　ですがふと、我に返った様子で私の方を見ると、ギクリとした感じで青ざめます。

「ど、どうしたんだ？　……えっと、アレだぞ？　確かに昔の涼花はかなり俺に懐いてたみたいだけど、今もそうだとかは全然思ってないからな？　あれは、その……、本当に子供の頃のなにもわかってない時期のことで、現在の人物や団体とは一いつ切さい何の関係もありませんってやつだからな!?」

「なにを意味不明なことを言ってるんですか……」

　突とつ然ぜん謎なぞの言い訳をし始めたお兄ちゃんに、私は呆あきれます。

　ですが、どうしてお兄ちゃんがこんなことを言い始めたのかは、すぐに察しがつきました。おそらく私がムスッとした顔で、ずっと黙だまって話を聞いてたからでしょう。

　お兄ちゃんは多分それを見て、私が昔お兄ちゃんっ子だったことを語られて恥はずかしい思いをしてるんじゃないかと心配したんだと思います。

　……ほんと、そういう細かいところだけには気が回るんですからお兄ちゃんは。

　私は内心でため息を吐つきます。お兄ちゃんのそういった優やさしい気づかいはうれしいんですけど、そんな配はい慮りよは不要です。

　なぜなら当時私がお兄ちゃんっ子だったのは事実であり、なんら恥じるところはありませんし、昔ほどあからさまではないにせよ、今だって私は相変わらずのお兄ちゃんっ子だからです。……ただ、昔ほど素す直なおにはなれなくなってしまったというだけで。

　ですが、お兄ちゃんがそういった勘かん違ちがいをした原因は私にあるのはわかってます。だって私はお兄ちゃんのお話を聞いている間、終始不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたからです。

　それを見たお兄ちゃんが、私が怒おこってると誤解するのは無理もありません。その点に関しては、完全に私に非があります。

　ですが、私がそうなっていたのにはちゃんとした理由があったんです。

　それは──……油断していると一いつ瞬しゆんで顔が緩ゆるんでしまいそうだったからですよ！

　ええそうです！　顔を引き締しめておかないと、お兄ちゃんの前でえへえへとだらしない笑みをこぼしそうだったからなんです！

　……だ、だって仕方ないじゃないですか。お兄ちゃんの口から、昔の思い出が語られたんですよ!?

　私達がまだなんの不思議もなく、当たり前のようにラブラブイチャイチャ兄妹きようだいだった頃のことを、お兄ちゃんが思い出してくれたんですよ!?

　そんなの……、そんなの私も当時のことを思い返して、ニヤニヤしてしまうに決まってるじゃないですか！

　……ええそうですよ。私はお兄ちゃんの話を聞いている間、ずっと顔がニヤケそうになるのを我慢するのに必死だったんですよ。

　お兄ちゃんと一いつ緒しよに本を買いに行った時のこと。

　そんな必要もないのに、ただ一緒にいたいからという理由でお兄ちゃんにお勉強を教えてとせがんでいたこと。

　お兄ちゃんに喜んでもらいたくてお料理を始めたこと。

　お兄ちゃんと一緒にお風ふ呂ろに入って、お兄ちゃんと一緒に寝ていたこと。

　そういった思い出を、私はもちろん覚えていました。

　ですが、今こうやってお兄ちゃんの口からそういう出来事を語られると、改めて記憶が鮮せん明めいによみがえってきて、当時の幸せな感覚を思い出してしまいます。

　……あの頃は、本当に幸せでした。ずっとお兄ちゃんと一緒にいて、ずっとお兄ちゃんとイチャイチャしていて……。

　本当に当時は天国のような時代だったと思ってしまいます。

　今ではイチャイチャしようと思ったら『取材』なんて言い訳をしないとできなくなってしまいましたからね……。

　いろいろと仕方がない部分はあるのですが、どうしても昔を懐かしまずにはいられません。なにせお兄ちゃんが今語ったような出来事は、それこそ当時の日常のごく一部分にすぎないからです。

　あの頃は、毎日がそんな日々でした。お兄ちゃんに語られなかった思い出も、それこそ山のようにあります。私はそのどれもを大切な思い出として覚えています。それこそ、お兄ちゃんが記憶している量の百倍以上はあると思います。

　……あ、今ふと思いつきました。

　今まではお兄ちゃんとのイチャイチャ妄もう想そうだけをノートに書き綴つづっていましたが、お兄ちゃんとの間で実際にあったイチャイチャ事実も、ノートに書き留めておくべきではないでしょうか？

　そう、いうなれば『お兄ちゃんと私のイチャイチャ歴史ノート』です！

　もちろん、そういった記憶を私が忘れるなんてことは、絶対に──断言しておきますが絶対に！　１００％！　あり得ないことですから、どこかに書き留めておく必要など本来はありません。

　ですが、いつか後世に語り継つがなければならない時がくるかもしれませんから、念のため作成しておいてもいいんじゃないかと思いました。今思いました。

「あ、あのー、涼花さん……？」

「はっ!?」

　とその時、私はお兄ちゃんの声で我に返ります。

　……あ、危なかったです。つい、あまりにも素す晴ばらしいアイデアに集中して、お兄ちゃんにだらしない笑みを見られてしまうところでした。

　いけませんいけません。気を引き締めないと。

　それに──……今はそんな幸せな感覚に浸ひたっている場合ではありませんからね。

　こほん……と、私は小さく咳せき払ばらいをして気持ちを落ち着かせます。

　本来の目的を思い出し、浮うわついた気分を洗い流します。

　……そう、私がお兄ちゃんに昔の思い出を語ってもらったのには、ちゃんとした目的がありました。

　それは、まだ私達が仲が良かった頃の思い出に浸るためではありません。

　その当時──私達の関係に決定的な亀き裂れつが走るその少し前くらいのことを、お兄ちゃんは一体どういう風に覚えているのかが知りたかったからです。

　その頃の私達の関係性をお兄ちゃんはどういう風に捉とらえているのかを、私はどうしても知っておく必要がありました。だからお兄ちゃん自身がどう思っていたのかを、お兄ちゃん自身の口から語ってもらったんです。

　だってそうじゃないと、前に進めないからです。

　私は、私がどうして怒っているのかをお兄ちゃんに気づいてほしかったんです。

　でも、お兄ちゃんは、それがどうしてもわからないと言ってきました。だから教えてほしいと、私に頭を下げてくるほどでした。

　その時、初めてある一つの可能性に思い至ったんです。

　私はずっとお兄ちゃんに自分から気づいてほしいと思っていたけど、それは果たして可能なんだろうかと。

　そもそもお兄ちゃんには気づく余地などないんじゃないか──前提からして違うんじゃないかと。

　その疑念を確かく認にんするために、私はお兄ちゃんに昔の思い出を語ってもらいました。

　そして──私はその疑念がその通りだったと確信したのです。

　お兄ちゃんは、私が何に怒っているのかをまるでわかっていません。

　でも、それは仕方がないことだったんです。

　なぜならお兄ちゃんは、私がまさに怒いかりを感じている根本的な部分を、まるで悪いことだと認識していなかったからです。

　お兄ちゃんが昔の思い出を語るのを聞いていて、私はそのことがハッキリとわかりました。これでは、いくら私が気づいてほしいと思っても無む駄だでした。なにしろ、怒りの前提となる考え方を、お兄ちゃんは持っていなかったんですから。

　……嚙かみ合わないのも無理はありませんね。

　私は苦く笑しようします。とはいえ、他に方法もなかったわけですが……。

「えっと、それで、まだ思い出した方がいいのか？　その、昔のことを」

　お兄ちゃんは不安そうな顔をしながら、少し首を傾かしげます。

　私の反応を見て、まだ続けるべきなのかと迷っているようです。

　ですが、おそらくさらに続けても同じことでしょう。

　お兄ちゃんの口から語られる思い出は、まだ私達兄妹が仲が良かった頃のどこまでも楽しい記憶でした。

　そこには一切の嫌いやな思い出はなく、ただひたすらに幸せな時間が続いていくような感覚だけがあります。

　実際に、私もそう思います。あの頃の日常は本当にかけがえのない時間でしたし、まさに幸福そのものでした。

　けれど──

「涼花……？」

　その幸福な時間の中には、もしかしてとは思っていましたが、やはり私の怒りの根本となるものが既すでに内包されていたんです。

　どうして私自身が、もっと以前から気がつかなかったのだろうと、自分で自分を責めたい気持ちでいっぱいになりました。

　そう、本当は私には怒る権利なんてなかったんです。お兄ちゃんの優しさにずっと甘えていた私には、お兄ちゃんに怒りを表明する資格などありません。

　何もわからなかった小さな頃ころ「お兄ちゃんのバカ！」と思わず口にして、長く冷え切った時間を過ごす羽目になりました。

　大きくなってからその当時の私をよく呪のろったものですが、なんのことはありません、今の私もまったく同じことをしています。

　私が一番のバカなんです。こんなことになるかもしれないって、本当はずっと前からわかっていたはずなのに。

　私は今いま更さらながら、自分の愚おろかさが嫌になりました。

　ですが、一つだけ成長している部分もあるんです。

　それは、同じ過あやまちはもう二度と繰くり返さないという強い想おもい。

　もう「お兄ちゃんのバカ！」だなんて言いません。

　そして「私のバカ！」と自分を責めて立ち止まるようなこともしません。

　大切なのは、決して後こう悔かいしないこと。

　本当は、このままお兄ちゃんに甘え続けることが一番幸せなのかもしれません。

　今語ってもらった思い出のように、全すべてに目を背そむけてただただ幸福な日常を続け、それに浸り続けるのはどんなに楽なことでしょう。

　でも、もうそれはできません。

　私は知ってしまったからです。ただ甘えるだけの幸せが、あんなにも辛つらい現実となって跳はね返ってくるということを。

　だから、前に進みましょう。

　自分の気持ちを伝えましょう。

　たとえそれが、全てを失うことになってしまうとしても。

　一度夢から覚めてしまっては、二度と同じ夢を見ることはできません。

　だから──

　私はそれを現実にするために、一歩を踏ふみ出すしかないんです。

　……お兄ちゃん。私、怖こわいです。怖くて怖くて泣きだしそうです。

　でも、もう決して立ち止まることはしませんから、お兄ちゃんも受けとめてください。

　そして一緒に歩んでください。

　私達兄妹が一緒に、本当の幸せを摑つかむために……。




　　　　★




「お兄ちゃん……」

　ずっと黙だまったままだった涼花が、ようやく口を開いた。

　ただ、どことなく雰ふん囲い気きがおかしかった。

　……いや、おかしいというかなんというか、空気感が変わったような……？　上手うまく言えないが。

「昔のお話は、もういいです。私達が当時、とても仲のいい兄妹きようだいで、お兄ちゃん自身もそう思っていたということはよくわかりましたから」

「そ、そうか」

　俺は「ならよかったよ」と頷うなずいたが、なんとなく釈しやく然ぜんとしない気分だった。

　……そもそも、涼花のやつはなんだって急にこんな話を俺にさせたんだろう。

「ところでお兄ちゃん」

　俺がそんなことを考えていると、涼花は俺を真まっ直すぐに見み据すえながら続けた。

「そんな仲のいい兄妹の関係がどうしてあそこまで冷え切ってしまったのか、その辺りのことは覚えていますか？」

「え？　そ、その辺りのこと、とは？」

「どうしてそうなったのか、その原因、経けい緯いといったものです」

「だからそれは、よく覚えてなくてだな……」

「では、そういう仲が良かった時期はどれくらいまで続きましたか？　そういった日々の中で、最初に変化が訪おとずれたのはいつ頃からだったかは覚えていますか？」

　涼花に矢や継つぎ早にそう質問され、俺は少し慌あわてる。

　……いつまで続いたか？　変化が訪れたのはいつ頃か、だって？

　涼花との関係が決定的に冷え切ったのは、俺が涼花を泣かせちまった時だ。それはハッキリしている。

　じゃあ、それ以前に何かそういった兆候というか、変化の兆きざしみたいなものはあっただろうか？

　そもそも、俺が涼花を泣かせる事件が起こる以前は、ずっとさっき思い出したみたいな仲良し兄妹の日常が続いていたのか。それまで本当に何もなかったのだろうか。

　俺はそのことについて思いを巡めぐらせてみる。

　今まで、そういったことは考えたこともなかったが、思い出話をして昔の記き憶おくを多少呼び起こした今なら、何か気づけることがあるかもしれない。

「…………」

「………………」

　俺が無言で考え込んでいる間、涼花もまた無言でそれを見守っていた。

　そうしてやがて、俺はふとあることに思い至る。

　……そう言えば、涼花を泣かせてしまう少し前くらいから、もう既にちょっと関係がギクシャクしていたような記憶がある……か？

　いや、あったはずだ。それまでみたいに「お兄ちゃんお兄ちゃん」って感じじゃなく、少しの間涼花に距きよ離りを置かれていた時期があったような気がする。

　でも、なんでだ？　それまであんなに仲が良かったのに、なんでそんなことになったんだろう？　そもそも、それっていつくらいの話だ……？

「あ……」

　と、その時俺は思い出した。

「そういえば、家族で遊園地に──ほら、あの五いつ花か園えんワンダーランドに行ったことがあるよな？　あの時、涼花とはぐれたのを捜さがして……。えっと、その後くらいから、なんだか涼花の機き嫌げんがまた悪い時期があったような……？」

「……そのことは覚えていたんですね」

　俺の独り言のような呟つぶやきに、涼花は静かに言葉を返した。

「そのことはって……、じゃあやっぱりなんかあったのか？　もしかして俺の記憶違ちがいかと思ってたんだが」

「記憶違いではありませんよお兄ちゃん」

　涼花にそう断言されて、俺の記憶はもう少し鮮せん明めいになる。

　……そうだ。確かに五花園ワンダーランドに家族で行った後の数日、涼花との間がギクシャクしてた気がする。それで間もなく、俺が涼花を泣かせて俺達の関係が決定的に冷え切っちまうって事件が起きたんだ。

「……でも、じゃあ、あそこで一体何があったんだ？」

「それは覚えていないんですか？」

「あ、ああ、悪いけど」

　思い出せない。俺はまた、そこでなにか涼花を怒おこらせるようなことをしたんだろうか？　　涼花はジッと俺を見つめていたが、俺が何も言えないでいると、ふっと小さなため息を吐ついて口を開いた。

「それではお兄ちゃん、どうして私が遊園地ではぐれてしまったか、その経緯は覚えていますか？」

「へ？」

　俺はいきなり意外なことを言われて面食らう。

　……涼花がはぐれた経緯？　それが何か関係があるのか？

「い、いや、覚えてないけど」

　俺が仕方なくそう答えると、涼花は少しだけ寂さびしそうな笑えみを浮うかべて、

「それはですね、お兄ちゃんが私に『兄妹では結けつ婚こんできない』って言ったからですよ」

　と、そんなことを口にした。

「……………………は？」

「その反応だと、本当に覚えていなかったようですね。思い出しもしませんか？」

「い、いや……、ええ!?　け、結婚!?　なんだそりゃ!?」

　なんだか話が急に変な方向に飛んでいってしまったことに、俺は焦あせる。

　……でも、だってそうだろ!?　涼花との関係がギクシャクしたことや、遊園地ではぐれた話なんかをしてたはずなのに、いきなり結婚!?　しかも、兄妹でとか、まったく意味がわからんぞ……！

「な、なんだってそんなあり得ない話に!?」

　俺はあからさまに狼ろう狽ばいしながら訊たずねるが、涼花は落ち着いた様子で返す。

「その頃の私達には、別にあり得ないことでもありませんでしたよ？　むしろ、当たり前みたいなお話だったはずです」

「当たり前って……」

「当時の私はお兄ちゃんっ子で、普ふ段だんからよくお兄ちゃんのことが大好きって言ってました。そのことは、お兄ちゃんも覚えていますよね？」

　確かに、それはよく覚えている。「お兄ちゃん大好き！」っていうのは、その頃の涼花の口くち癖ぐせみたいなものだった。

「それと同じニュアンスです。将来お兄ちゃんの、お、お嫁よめさんになるって、私よく言ってましたから。さ、作文にもそう書いちゃってましたし」

　……あ、そ、そういえばそうか。確かにそんなことがあった気もするな……。

　なんか今の涼花の口から結婚だなんて単語が出てきたから思わず焦ってしまったが、考えてみれば子供の、よく意味もわかってない頃の他愛たわいもない言葉のはずだ。

　思い返せば、俺もそんな涼花に普ふ通つうに接してたわけだし、結局は大好きってのとほとんど同じ意味合いで、驚おどろくようなことじゃなかった。

「う、うん、そうだったそうだった。俺も普通にそれで受け入れてた気もするな。子供の頃なんてそんなもんだよな。今じゃ絶対考えられないことだけど」

「…………………………そうですね」

　……っ!?　な、なぜか今すごい悪お寒かんが背中を走った気がするんですが……？

　ってか、なんで涼花の俺を見る視線が、そんなに鋭するどくなってるんですかね……？

「……はぁ、とにかくその当時、私はお兄ちゃんと結婚するってよく言ってたんです」

　涼花はなぜか呆あきれた様子で首を振ふりながら「でもあの日は違ちがいました」と続けた。

「あの日、遊園地に行った日のことです。私はいつもと同じように、お兄ちゃんのお嫁さんになるって何気なく口にしたんですが、その時のお兄ちゃんの反応は今までとは違ったものが返ってきたんです」

「今までと違った反応って……？」

「『それはダメだ。兄妹じゃ結婚できないんだぞ』って」

「……え？」

　それは今となっては言うまでもないことだし、普通ならそういった反応を示すのが当然のことだった。

　けれどどうして当時の俺は、今まで普通に受け入れていたものを、その時に限って否定したのだろうか？　俺は自分のことのはずなのに、わからなかった。

「私は、それを聞いてショックを受けました。それまではずっと、お兄ちゃんも私をお嫁さんにしてくれるって答えていたからです。当時の私はそれを絶対の約束ですって何度も念を押していました。お兄ちゃんもそれに合わせて『わかった、永遠の約束だ』って言ってくれていたんです」

　そこまで言って、涼花はふと何かを思い出したかのようにかすかに笑った。

「そういえば、お兄ちゃんはこんなエピソードを覚えてますか？　お兄ちゃんは永遠の約束だって言いましたけど、その時私は『永遠ってトワとも読むんですよ』って返したんです。お兄ちゃんは、難しいこと知ってるなって感心してくれましたけど」

「い、いや、そんなことあったっけ？」

「はい。そうしたらお兄ちゃんはこう言ったんですよ。『わかった、じゃあこれはトワの約束だな。いや、約束より誓ちかいっていう方がカッコいいから、トワの誓いだ』って」

「そ、それってまさか!?」

「はい。永遠とわ野の誓ちかいはここからきています」

　涼花にサラッとそう言われて、俺は激しくショックを受ける。

　……ま、まさか、涼花のペンネームの由来がそんなものだったなんて!?　は、初めて聞いたぞ……。ってか、涼花のやつはなんでそんなエピソードをペンネームに……？

「でもまあ、それは今はいいです」

　しかし涼花がその話題をさらりと流して、再び遊園地での出来事に話を戻もどす。

「問題は私がそのお兄ちゃんの言葉にショックを受けたということです。今までは普通に受け入れてくれていたのに、どうして急にそんなことを言い出したのか……。私はわけがわからなくなって、思わず一人で駆かけ出してしまったんです」

「それが、お前が一人ではぐれた理由……？」

「はい。案の定私は迷子になりました。……まあご存じの通り、後でお兄ちゃんが捜しに来てくれて事なきを得たんですが……。結局、その日はせっかく遊園地に来たのに、遊ぶ時間もなくなって、そのまま帰ることになりました」

「そ、そんなことがあったっけ……」

　全然思い出せない。俺が覚えているのは、ただはぐれた涼花を見つけた時のことだけ。

「はい。その日は前々からお兄ちゃんが遊園地に行くのを楽しみにしていたんですが、それもその出来事のせいで台無しになってしまいました。……覚えていないのですか？」

「いやまったく……。きっと、お前が無事見つかったのがうれしくって、そんな楽しみなんて吹ふっ飛んだんじゃないか？」

「……そうですか」

　俺がそう答えると、涼花はまた一いつ瞬しゆん、あの寂しそうな表情を浮かべた。

「しかしそんなことがあったなんてな……」

「ええ、ショックでしたよ。なにせいきなりそんなことを言われたんですからね。……でも、本当にショックだったのはその後のことです」

「その後のこと？」

「はい。家に帰ってから、私はお兄ちゃんに訊きいたんです。どうして急に結婚できないなんて言い出したのかって。そうしたらお兄ちゃんは理由を聞かせてくれたんですが、その一言が、私にとっては衝しよう撃げきだったんです」

「……お、俺、その時なんて言ったんだ？」

「ただ一言──『涼花が不幸になるから』と」

　それを聞いた時、俺の胸がドキリと鳴った。

　その瞬間、俺はあることを思い出していたからだ。

　いや、そんな台詞せりふを涼花に言ったなんてことはやっぱり思い出せないんだけど、それとは直接関係のない、ある断だん片ぺん的な記き憶おくが浮かんできたのだ。

　それは、当時の学校でのクラスメートとの何気ない会話。

　そこでどういう話の流れかは知らないが、ふとこんなことを言われたんだ。




　──妹とは結婚できない。よくわからないけど不幸になるから。




　おそらく、俺が学校で何の気なしに涼花の話題を出して、クラスメートも特に深い考えがあったわけでもなくそう返したんだろう。

　そこでの話はそれで終わったはずで、おそらくそう言った相手も覚えてすらいないような小さな記憶だ。俺も今の今まで、こんなことがあったなんて忘れていた。

　……でも、当時の俺はこのことを気にしていたんじゃないか？

　不幸になる──その一言が気になって、俺は涼花の言葉に今までと違った返事をしたんじゃないだろうか？

　それはダメだ。兄妹きようだいじゃ結婚できないんだぞ──ってのは、きっと、おそらく。

「お兄ちゃん？」

　急に黙だまり込んでしまった俺に、涼花が怪け訝げんそうに顔を覗のぞき込んでくる。

　俺は一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、今思い出したことをそのまま涼花に伝えてみた。すると、

「……私が不幸になるから？」

　涼花はどこか呆ぼう然ぜんした様子を見せた後、わずかに苦し気な顔になって、

「…………やっぱり」

　と、それだけをポツリと呟つぶやいた。

「やっぱり？　やっぱりって、どういうことだ？」

「いえ、ずっとおかしいと思っていたことがあったんです。もしかしたらとは思っていたんですが、今のお兄ちゃんのお話を聞いて、その考えは間違いではなかったんだなと思ったんですよ」

「それは……？」

「どうしてお兄ちゃんがあの時になっていきなり、今までとは違う態度を見せたのかということです」

「あ、ああ……。だからそいつは、クラスの友達との会話で──」

「いえ、そうじゃありません」

　涼花は俺の言葉を遮さえぎって言う。

「重要なのは、お兄ちゃんがその時どういう想おもいだったのかです。友達に言われて、兄妹で結婚するのはおかしいことだって気づいたからではなく、兄妹で結婚したら私が不幸になってしまうと思ったから──それが、理由だったんですね」

　涼花の口調はまるで自分に言い聞かせているみたいだった。

　顔つきは真しん剣けんそのもので、言葉も静かだがどこか熱がこもっているように聞こえた。

　俺はそんな涼花に気け圧おされて、そうだとも違うとも言えなかった。それに、どうして涼花がそこを重要だと言っているのかもわからなかった。

「やっぱり、私の勘かんは間違っていなかったんですね……」

「ど、どういうことだ？」

　俺の問いに、涼花は一瞬間を置いてから、

「……実は、その頃ころのことを最近思い返して、もしかしたらお兄ちゃんがあんなことを言ったのは、私のことを考えてなんじゃないかって思っていたんです。それで、今日お兄ちゃんのお話を聞いて、やっぱりそうだったんだなって」

　この遊園地でのことだけじゃありません、と涼花は続ける。

「お兄ちゃんに語ってもらった昔の思い出を聞いていても、同じことを感じました。お兄ちゃんは私のことを最優先にしてくれてるんだなって。ずっと昔からそうだったんだなって思えたんです」

「そ、そうかな」

　涼花に面と向かってそんなことを言われて、俺の顔はかああぁと熱くなる。

　言われてみればそうかもしれないけど、俺としてはそんな意識はなかったと思う。

　ただ俺は、妹のいる兄貴としてごく普通に振る舞まっていただけのはずだ。改まってそんなことを言われるほど、特別なことをしていたとは思ってなかったし、今でも思わない。

　けれど、

「だから私は怒おこってるんですけどね」

「え？」

　続いて涼花の口から出たその言葉に、そんな恥はずかしさも一瞬で吹っ飛んでしまった。

「私の言っていることの意味がわかりますか？」

　涼花が俺の目を真まっ直すぐに見つめながら、そう問いかけてくる。

　だが俺は、いきなりのことで頭が理解に追いつかない。

　……だから、怒ってる？　今までの会話の何が、そこにつながるんだ？

「その様子だと、わかっていないようですね」

　何も言えない俺を見て、涼花はくすりと小さく笑う。

「本当はわかってほしかったです。だから、あんな拗すねた態度を取ってしまったんですけど、思い返してみると本当に子供じみていたと思います」

　すいませんでしたと謝る涼花だが、俺としてはなんて反応したらいいかわからない。

「今思えば、わかってもらえないのも仕方がなかったと思います。なにせ私自身が勘かん違ちがいをしていたんですからね。いつかはきっと気づいてくれると思っていましたが、まさかお兄ちゃん自身は、それが悪いことだと考えてさえいなかったなんて……」

「な、なんのことを言ってるんだ？」

　俺は涼花がなにを言っているのか、まるでわからなかった。

　しかし涼花は俺の疑問には答えず、さらに言葉を続ける。

「少し前の私でさえこんな感じなわけですから、もちろん当時の私がそんなことをわかっているはずがありませんでした。でも、全然気づいてなかったかというと、そういうわけでもなかったんです。というのも、あの遊園地での出来事以来、私の中に小さな違い和わ感が生まれたからです」

「小さな違和感……？」

「はい、違和感です。もっと正確に言うなら、何か変だなっていう漠ばく然ぜんとした感覚です。何が変なのか、わかりますか？」

「い、いや」

「それは、うれしいって思えなかったことです。変でしょう？」

　涼花はさらりとそう言った。

「だってよく考えてみてくださいよ。お兄ちゃんは私のことを最優先に考えてくれているんですよ？　なにをお願いしてもきいてくれますし、決して私に嫌いやな思いなんてさせず、どんな我わが儘ままでも付き合ってくれるんです。まさに理想的です。ただただうれしい、最高に幸せな状じよう況きようじゃないですか」

　なのに──

「その時の私は、なぜかうれしいと思えませんでした。何か心の中にモヤモヤしたものが残って、それが素す直なおに喜ぶ気持ちを邪じや魔ましていたんです。心のモヤモヤの正体は不明でしたが、私のせいでお兄ちゃんが遊園地で楽しめなかったことを考えると、それはさらに大きくなっていったんです」

　涼花は静かな口調で、しかし力を込こめて語る。

　その手はギュッと握にぎりしめられており、かすかに震ふるえているように見えたのは、俺の気のせいだろうか。

「それ以降、私は今までみたいに、素直にお兄ちゃんと一いつ緒しよにいられなくなりました。当時の私はそれがどうしてなのかわからず、お兄ちゃんといたいのにいたくないという矛む盾じゆんした気持ちに苛さいなまれていました」

「……もしかして、その頃なんとなくギクシャクしてたのは」

「はい。そういった正体不明の感情をどうすることもできなかったからです。とはいえ、やっぱりその時の私はお兄ちゃんが大好きな妹のままです。少しずつ、そういった気持ちも忘れ始めて、また今までの日常を取り戻もどしかけていたんです」

　あの事件が起きるまでは──

　その言葉だけが、まるで空間に浮うき彫ぼりになったかのように響ひびいた。

「あの事件……？」

「お兄ちゃんは、私達の関係に決定的な亀き裂れつが入ったのは、自分が私を泣かせてしまったからじゃないかと言いましたよね？」

「あ、ああ」

「でも、どうやってお兄ちゃんが私を泣かせたのかは覚えていないんですよね？」

「……その通りだ、覚えてない。どうせまた、俺がつまらないことをしたんだろうって思ってたが……」

「違いますよ」

　涼花は首を振ふって、即そく座ざに否定する。

「違います。その時、私が泣いてしまったのは本当ですが、それは決してお兄ちゃんのせいではありません。……私自身のせいです」

「え？　ど、どういう意味だ？」

　俺がそう訊たずねると、涼花は一いつ瞬しゆん口ごもった後『あの時』のことを語り始めた。

　それは、また少しずつ日常に戻りつつあったある日のことだった。

　涼花はその頃、料理の練習をすると同時に家事全ぜん般ぱんも手伝い始めるようになっていた。

　母さんも涼花が家の手伝いをしてくれることを喜んでいたし、涼花も熱心にその教えを受けていた。

　そんなある日、涼花は一人で客間の掃そう除じをしていた。その当時から、両親の仕事が忙いそがしくなってきており、涼花は母さんの負担を少しでも減らそうと、練習も兼かねて密ひそかにお手伝いをしようと思ったそうだ。

　もとが優ゆう秀しゆうで母さんの指導もあり、涼花の掃除の腕うではその頃から既すでにもう一人前だったらしい。掃除も順調に進み、綺き麗れいになった部屋を後で俺や両親に見せて褒ほめてもらおうとワクワクしていたという。

　だが、そんな時に事件が起きてしまった。

　当時客間には、親おや父じが大切にしていた皿が飾かざられていた。

　詳くわしいことはよくわからないが、結構高価な骨こつ董とう品ひんだったらしい。

　涼花はそれを知っており、注意深く掃除をしてたそうだが、ふとした弾はずみで皿に腕が当たってしまい、床ゆかに落ちて割れてしまった。

　涼花は呆然としたそうだ。さっきも言った通り、そいつは親父が大切にしていた高価な皿だ。それを割ってしまったとなれば、取り返しがつかない。

　我に返って、慌あわてた。直そうとした。無理だとすぐにわかった。

　そうして、どうすればいいかわからなくなって、涼花は急に不安に襲おそわれた。

　怒られるという怖こわさや、勝手に掃除なんかをした自分の誤った判断。

　そうしたものが頭の中でぐちゃぐちゃになって、なにもわからなくなった。漠然とした恐きよう怖ふに襲われて、涼花はついにその場で泣き出すしかなくなってしまった。

「そんな時に、お兄ちゃんがやって来たんです」

　涼花を探しに来たという俺は、客間で一人泣いている涼花を見て驚おどろいたらしい。

　焦あせって涼花の傍そばに近づいた俺は、なんとか涼花を泣きやませようと必死だったとか。

　けれど涼花は嗚お咽えつを漏もらすばかりで、何があったのかわからない。

　やがて涼花が少し落ち着いて、泣きながら足元を指さす。そこに散らばる皿の破は片へんを見て、ようやく俺はそこで何が起きたのかを悟さとったのだそうだ。

「私はまた不安に駆かられました。お兄ちゃんに、どうしてこんなことしたんだって怒られると思っていたからです。……ですが、次にお兄ちゃんが見せた反応はまるで予想とは違ったものだったんです」

　──大だい丈じよう夫ぶだ。

　俺は、即座にそう言ったらしい。

　──大丈夫だ涼花。俺がなんとかしてやるから。

　涼花はそれを聞いて、最初俺がなにを言ってるのかわからなかった。

　俯うつむいていた顔を上げると、そこには笑え顔がおの俺がいたという。

　俺は何度も大丈夫だと繰くり返し、涼花を安心させるように胸を叩たたいたり「俺に任せろ」と涼花の頭を撫なでたらしい。

　そうして親父が帰ってきた後、俺が何をしたかというと、なんのことはない、皿を割ったのは俺だって言って、涼花の代わりに親父に思いっきり怒られたんだ。

　つまりは身代わりだ。妹の罪を被かぶったわけだ。

　涼花はそうやって散々親父から怒られている俺を、ジッと物もの陰かげから見ていたそうだ。

　そうしてようやく説教が終わり、涼花のところへ戻った俺は、やっぱり笑顔でこう言ったという。

　──な？　大丈夫だっただろ。

　その時の俺は、親父の説教で半泣きになっていたそうだが、それでも無理矢理笑顔を作って涼花を安心させようとしていたらしい。

「これでお皿のことはおしまいだ。もう安心しろ涼花──……お兄ちゃんはそう言って、また私の頭を撫でてくれました」

「……そ、そんなことあったっけ？　全然覚えてない……」

　涼花の話を聞いて俺は本気で思い出そうとするが、やっぱり覚えていなかった。

　親父の説教のあまりの苛か烈れつさに、記き憶おくを封ふう印いんでもしてるんだろうか俺は？
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　……ま、まあそれはともかく、涼花があったって言うんならそういうこともあったんだろうな。それにしても、涼花をかばって代わりに怒られる……か。

　うん、当時の俺、がんばったな！　当然そういう場面ならその選せん択たくをするよ。

　ってか、それ以外あり得ないな。今の俺がその頃にタイムスリップしたとしても、まったく同じ行動をとる。なんだ、ちゃんと兄貴をやれてるじゃないか、俺。

「なるほどなー。それでめでたく一件落着ってわけか」

　俺は過去の自分の判断に満足しながら、うんうんと頷うなずいていた。

　そんな事件があったなんて驚きだが、まあ無事に事が済んでよかった。

　けれど……、あれ？　じゃあなんで、その事件が問題なんだ？　その件はそれで終しゆう了りようしたはずなんじゃないのか？

「一件落着じゃありません」

　そんな俺の疑問に答えるように、涼花は言った。

「本当に問題なのは、むしろそこからです」

「な、なんでだ？　まさか親父に本当のことがバレたとか？」

「……そうではありません。当時のお兄ちゃんも、それで一件落着とばかりに振る舞まっていたんですが──……私はそうじゃなかったんです」

「……え？」

「私も、理り屈くつの上ではそれでお皿の件は終わりなんだと理解していました。お兄ちゃんが私の代わりに怒おこられてくれて、そんなお兄ちゃんの優やさしさがうれしくて……。それでまたいつも通り、お兄ちゃんに甘える日々に戻っていくんだろうと思っていたんです」

　でも──と、涼花は続ける。

「その時、私の中にある感情が湧わき上がってきました。……それは、当時の私には正体不明のものでした。何かが私の中で荒あれ狂くるい、私はそんな感情に翻ほん弄ろうされわけがわからなくなりました。そして気づいたらこう叫さけんでいたんです」




　──お兄ちゃんのバカ！




「そ、それって……」

　俺は驚きよう愕がくする。

　だってそれは、俺の記憶にもハッキリと残っている隔かく絶ぜつの言葉だ。

　俺と涼花の関係性に決定的な亀裂が入った、そのキッカケとなった瞬間の。

「な、なんでだ？　それは俺が、なんかお前を怒らせるようなことをしたから出てきた言葉なんじゃなかったのか？　なんで今の流れでそんな……!?」

　意味がわからない。俺が涼花の失敗をかばって怒られて、それでおしまいってだけの話じゃなかったのかよ？

「私も、自分でわけがわからなかったんです」

　狼ろう狽ばいする俺に、涼花は静かな口調で言う。

「どうして私はそんなことを言ってしまったんだろうって、我ながらずっとずっと不思議でした。お兄ちゃんには感謝しかないはずなのに、なぜ正反対のことを口にしてしまったんだろうって。……でも、今になってようやくその理由がわかったんです。どうしてだかお兄ちゃんにわかりますか？」

「い、いや……」

「それは、その時に翻弄された正体不明の感情が、ごく最近にも湧き上がってきたことがあったからですよ」

　涼花がそう言った時、なぜか俺の心臓がドキリと跳はねた。

「お兄ちゃんが大賞を辞退するって言った時に私が抱いだいた感情がそれです。つまりは『怒いかり』です。それは当時の私の中に湧き上がったものとまったく同じだったんです」

「じゃ、じゃあ、お前は怒ってたっていうのか？　その時も今と同じように？　な、なんでだよ」

「理由は二つあったと思います。……一つは不ふ甲が斐いない自分への怒り。自分の失敗で、お兄ちゃんが怒られることになってしまいました」

「い、いや、そいつは違うぞ。兄貴が妹を守るってのは当たり前のことだし、俺は当時もそう思ってたに違いないんだ。代わりに怒られてお前を守れるんならそれでいいんだよ。怒る必要なんてまるで──」

「もう一つは」

　涼花が俺の言葉を遮さえぎって続ける。

　その瞳ひとみは今にも泣きだしそうなのに、強い決意を秘ひめているかのように俺をじっと見み据すえていた。

「そんなお兄ちゃんへの怒りです」

「……へ？」

「今お兄ちゃんが言ったことが、そのまま私の怒りの理由です」

　お、俺の今言ったこと……？

「自分のことも顧かえりみずに、私のために苦労や不幸を背負い込んで、それでも私に笑顔を向けてくれるお兄ちゃん」

「そ、それのどこが悪いんだ？」

「なにもかもです！」

　俺の問いに、涼花はついに声を荒あららげた。

「どうして私のために不幸を背負い込むんですか！　どうしてそれで笑っていられるんですか！　そんなの、そんなの……！」

　今までずっと我が慢まんしてきた反動であるかのように、涼花は激しく声を震ふるわせる。

　その迫はく力りよくがすごくて、俺は思わずのけぞってしまう。

「そんなの私が耐たえられるわけないじゃないですか！　それでは私がお兄ちゃんを不幸にしているのと同じです！」

「ち、違ちがう！」

「違いません！　なにも違いません！」

　涼花は駄だ々だっ子のように激しく首を振ふる。

「そうです、私は昔からこう思ってたんです！　……今まで、はっきりとはわからなかったけれど、今なら理解できます！　今私が抱いている怒りも、あの時私の中を荒れ狂っていた感情もこれです！　私がお兄ちゃんの幸せを奪うばっている！　私がお兄ちゃんを不幸にしているんです！」

　そう、そうですよ！　と、涼花は涙なみだ目めで続ける。

「今はあの時の私の気持ちがハッキリと言葉にできます！　あの時私は、自分のせいで不幸になっているのに笑っていたお兄ちゃんと、そんなお兄ちゃんをどうすることもできない自分に激しい怒りを感じていたんです！」

　そして──

「それは今だって同じことです！　お兄ちゃんは私の代理人でいるために、ラノベ大賞を辞退してしまいました！　ラノベ作家になるっていう長年の夢も、私のために捨ててしまったじゃないですか！　これのどこが違うというんですか！　今も昔も、お兄ちゃんは私のために不幸になっているじゃないですか!!」

　涼花はそこで一いつ旦たん言葉を切って、はぁはぁと息を荒らげる。

　一方で、俺はあまりのことに呆ぼう然ぜんとしていた。

　……俺が、涼花のために不幸になっている？

　……涼花が、俺を不幸にしているだって？

　……今も昔も？　そんなの……！

　俺はいきなりのことに混乱していた。混乱していたが、それでも反論しないといけないということだけはわかっていた。

「だから、それは違うって！　間違ってる！」

「違いませんし間違ってません！」

「違う！　だって俺は、お前のために不幸になってるなんて、今まで一度も考えたことがないんだぞ!?」

「……っ！　そうでしょう、ええそうでしょうとも！　だからこそ、私はそんなお兄ちゃんが余計に腹立たしいんです！」

「なんでだよ！」

「自覚がないからです！」

　涼花はビシッと俺を指さす。

「お兄ちゃんは私のために自分を犠ぎ牲せいにしています！　なのに、それなのにそのことについてまるで自覚がない！」

「な……っ！　だってそれは、ないもんはないんだから仕方ないだろ!?　ってか、それはつまり、俺が不幸でもなんでもないって証明でもあるじゃないか！」

「違います！」

「違わない！」

「それはお兄ちゃんが不幸じゃないっていう証明ではありません！　不幸なのに、それをわかっていないか、もしくは納なつ得とくしてしまってるだけです！」

「納得してるならいいじゃないか！」

「いいわけないじゃないですか！」

　俺の言葉に、涼花は即そく座ざに反論する。

「だ、だから、なんでだって！　俺本人がそれでいいって言ってるんだぞ!?　だったらそれでいいじゃないかよ！」

「お兄ちゃんがよくても、私がよくないんです！　私が納得できないんです！　どうしてそこをわかってくれないんですか！」

　涙目で睨にらみつけられながらそう言われて、俺は思わず怯ひるむ。

　その鋭するどい眼光には、しかしどこか不安のようなものも見えた気がして、俺は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってしまった。

　……けど、やっぱり俺はここで言い負かされるわけにはいかない。この件に関しては、たとえ相手が涼花だろうと黙だまるわけにはいかないんだ。

「……なあ涼花」

　俺は軽く深呼吸をして落ち着きながら、今度は冷静に言葉を選ぶ。

「お前は何が納得できないんだよ……。これって俺の問題だろ？　だったら俺がいいって言ってる以上、お前がどうこう言うべきことじゃないんじゃないか？」

「そんなことはありません！」

　だがやっぱり涼花は感情的なままで、

「これはお兄ちゃんだけの問題じゃないんです！　私にとっても大事なことなんです！」

「何が気に入らないんだよ」

「お兄ちゃんが、私のせいで不幸になっていることです！」

「だからそれは──」

「そして、その事実に対して無自覚だということもです！　何度でも繰くり返して言いますけど、お兄ちゃんは私のために自分を犠牲にしているんです！　まずはそのことをちゃんと自覚してください！」

　そんなこと言われても、本当に思ってないんだから仕方ないじゃないか──

　……と、返しかけたが、俺はグッと堪こらえた。

　そこでそう言ったところで、またさっきと同じやり取りを繰り返すだけだってのはわかっていたし、そんなのを何度やってもおそらく涼花は納得なんてしないだろうってこともわかっていた。

「……わかった」

　なので俺は、一度退ひくことにした。

　退くことにはしたけど、決して譲ゆずるつもりはなかった。

　だって俺が不幸だなんて一度も感じたことがないのは事実だからだ。

　昔も今も、たとえ大賞を辞退して夢を諦あきらめたとしても、俺はそれを涼花のせいだなんて欠片かけらも思ったことはないし、不幸だと感じたことも全くない。

　でも、それで涼花が納得いかないというのであれば、納得のいく理由を説明するしかない。

　正直に。どこまでも正直に、だ。

「わかったよ。百歩譲って、俺がお前のためを想おもっていろいろ背負い込んでると仮定しようじゃないか」

「仮定ではなく事実です」

「まあ聞けって！　……こほん、仮にそれで俺が不幸になってるとしよう。でも、そうだとしても俺はやっぱり自分の判断に納得するぞ」

「ど、どうしてですか！」

「俺がお前の兄貴だからだ」

　俺は即座に答えた。

　正直に、ただ思ったことをそのまま口にする。

「兄貴だから、自分のことより妹のことを優先するし、そのことが当たり前だって思ってる。だから納得するんだよ」

「そ、そんなの……！　お兄ちゃんだから妹の犠牲になるなんて、そんなことで納得なんてできるわけが……！」

「そこは納得してくれ。だって兄貴ってのは妹を守るのが当然で──」

　俺はそこで一瞬口ごもるが、それでもやはり正直に言った。

「……涼花、お前は大事な俺の妹なんだからさ」

「な……っ！」

　それを聞いた涼花は、カッと顔を燃え上がらせる。

　息を吞のんで口元を押さえ、目を泳がせて恥はずかしそうにモジモジし始めた。

　……まあ、俺自身すごく恥ずかしいことを言った自覚はあるさ。

　でも仕方ない。涼花にわかってもらうためには、俺の気持ちを正直にぶつけるしかないんだ。

　たとえ俺が涼花のために自分を犠牲にしていようと、たとえ俺がそのために不幸になっていようと、そんなことよりはるかに大事なことがある。
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　それは、妹が幸せでいるってことだ。

　その最優先事じ項こうの前では、たとえそれが自分のことだろうと問題じゃないんだ。

　だから、

「これで、納得してくれたか？」

　これで、納得してほしい。納得してもらわないといけない。

「…………う、うう、ううううう～」

　涼花は真っ赤になったまま、よくわからないうめき声をあげている。

　……それに、まるでなにかに耐えようとしているかのように拳こぶしを握にぎりしめて、それをぶんぶんと振り上げては下ろしている。なんなんだ……。

　俺はそんな涼花を見守りながら、黙って次の言葉を待っていたが、

「……ゆ」

「ゆ？」

「ゆ、許せません……！」

「ええ!?」

　な、なんか反応が想定してたのと違う!?

「ゆ、許せないって……！　納得できないよりもさらにランクが上がってるような気がするんですが!?」

　ま、まさかさらに怒おこらせちまったのか？　もしかして、正直に言ったつもりだけど、キモいとか思われてたりするのか!?

　俺はなんだか泣きそうな気分になっていたが、

「そ、そうじゃありません……！」

　涼花はやっぱり真っ赤なまま、恥ずかしそうに顔を俯うつむかせて言った。

「ゆ、許せないのは自分自身にです……！　お兄ちゃんがそう言ってくれて、私のことを大事な妹だって……！　私を守るのが当然だって……！　それに、その言葉に幸せを感じてしまう自分が許せません……！　ううう～……！」

「……え？」

「う、うれしいんです……！　お兄ちゃんがそんなにも私のことを想ってくれて……！　そのことが幸せで……、私……！」

「あ、そ、そうか……」

　赤い頰ほおに手を当てて感動している涼花に、俺もまた顔が熱くなる。

　そうやって、しばらくの間なんともくすぐったい空気が流れたのだが、

「……でも」

　やがてそれも、涼花の一言でかき消されてしまった。

「でも、お兄ちゃん……。私はやっぱり納得できません。納得してしまいそうになった自分自身が許せません。また今までみたいに、お兄ちゃんの優やさしさに甘えそうになった自分が、許せないんです……」

「……なんでだよ。甘えてくれていいんだよ。俺は兄貴で、お前は妹なんだからさ。それでいいじゃないか」

　涼花はふるふると首を振ふる。

「できません。だって……」

「だって、なんだよ」

「だって……！　だとしたらお兄ちゃん自身の幸せはどうなってしまうんですか!?」

　勢いよく顔を上げ、距きよ離りを詰めてくる涼花。

「わ、私を最優先に考えてくれるって、それは本当にうれしいです……！　お兄ちゃんにそう言ってもらえて、私は幸せです……！」

　でも……っ、と涼花。

「でも、私は幸せでもお兄ちゃん自身はどうなんですか……!?　お兄ちゃんは私のために、自分の幸せを後回しにしてるじゃないですか……！　私にはそれが、そのことがどうしても……！」

　涼花は再び苦し気な表情を浮うかべる。

　確かに、涼花の言うことはもっともかもしれない。

　兄貴が妹の幸せを最優先にするのは当然だ。

　でも、もしその過程で、自分自身の幸せを犠牲にしないといけない場合はどうするのかと、涼花は言っているんだ。

「……涼花」

　ただ、そのことについては、俺にとってはもう答えの出ている問いかけだ。

　だから俺は、その自分の中にある答えをそのまま口にする。

「いいんだよ、それはそれで。だって兄貴にとっては、妹の幸せが自分の幸せになるんだからさ」

「そんなわけありません！」

　だが、涼花は再び語気を強める。

「そんな……っ、そんなバカなことがあっていいわけがないじゃないですか！」

「あっていいんだ」

「よくありません」

「いいんだ」

「いい加減にしてくださいお兄ちゃん！　現にお兄ちゃんは今だって、私のために長年の夢を捨てようとしているじゃありませんか！　そんなのが本当に幸せなことだというんですか！」

「…………それが、兄貴ってもんなんだよ」

　それは厳しい問いかけだった。

　確かに、俺はずっとラノベ作家になるってのが夢だったし、そのためにもう何年間もラノベ大賞に挑いどんできたんだ。

　だが、俺はそれを捨ててしまった。

　大賞を取った作品の内容、そして代理人であり続けるため──それらは両方とも、涼花のためという判断だ。

　その意味では、確かに俺は自分の幸せを、夢を、涼花のために犠ぎ牲せいにしていると言われても仕方がないかもしれない。

　だが、

　……だがやっぱり、俺はそれでいいと思っている。

　俺は本気で、涼花の幸せが俺の幸せだと思っているし、そのために必要だというのなら自分のことなんてすべて後回しにだってできる。

　なぜならそれが──

「それが兄貴ってもんなんだ」

　俺はもう一度同じ言葉を繰り返して、自分の考えを伝える。

　結局、全すべての答えはその一言で済んでしまうことだったんだ。

　俺は兄貴で、

　涼花は妹。

　それが全てだった。

「………………」

　涼花はそれを聞いて、一言も発しない。

　それどころか、さっきまであった激情のようなものが今はなくなって、どことなく肩かたの力が抜ぬけてしまっているかのように見えた。

「そう、ですか……」

　けれど、その一方で正体不明の迫はく力りよくのようなものも感じた。

　今まで表に出していたものを内におし込めて、深く深くに持っていっているような。

　現に、涼花の瞳ひとみの色はさっきまでと変わっていなかった。

　鋭するどくて、でもどこか悲しそうで、わずかに潤うるんだ綺き麗れいな瞳だ。

　けれど、今はそこにさっきまでと違ちがう光が込められているように感じた。

　たとえるなら──……そう、それは覚かく悟ごとでもいうようなものだ。

「お兄ちゃん」

　涼花は一度、小さく深呼吸をしてから口を開いた。

　真まっ直すぐに俺を見み据すえる目にも、やっぱりさっきとは違った、何か気け圧おされるような気配があった。

「お兄ちゃんは、自分勝手です」

　そしてこう断言した。そこには一いつ切さいの迷いがなかった。

「もう一度言います。お兄ちゃんは自分勝手です」

「…………」

「お兄ちゃんは私の幸せが最優先だと言いましたよね？」

「……言ったな」

「でも、お兄ちゃんはその私の幸せというものが、全然わかっていません。自分のために傷ついているお兄ちゃんを見て、妹が幸せだなんて本当に思うんですか？」

「それは……」

「現に、私は幸せでもなんでもありません。私のために自分を犠牲にしているお兄ちゃんを見て──私のせいで夢を諦あきらめて、それでも笑え顔がおでいるお兄ちゃんを見て、幸せなはずがないじゃないですか」

　涼花はそこで一度泣きそうな顔になって、それでもすぐにそんな気配を引っ込めながら言葉を続ける。

「……お兄ちゃん、妹はお兄ちゃんの幸せを願ってはいけないんですか？　お兄ちゃんを不幸にしてでも、妹は幸せにならないといけないんですか？」

「……ごめん」

　俺は謝る。

　でも、決して頷うなずかない。

　涼花の言いたいことはわかっている。俺のためを想おもってくれる涼花の優しい気持ちは、ちゃんと伝わってきている。

　でも、それでも俺は、その言葉を肯こう定ていすることはできない。

　なぜなら──

「それは、お兄ちゃんがお兄ちゃんだからですか？」

「その通りだ」

　結局は、最後はそこに辿たどり着く。

　どんな論理も合理性も関係のない、俺にとっての価値観。

　何があっても決して揺ゆらぐことのない、絶対の真理だ。

「……ごめんな涼花」

　そして俺はもう一度謝罪を口にするが、何に対して謝っているかは自分でも定さだかじゃなかった。

　でも敢あえて言うなら涼花に対して、俺はこうすることしかできないと謝っているようにも感じた。

　実際、俺にはこうすることしかできない。

　覚えちゃいないけど、たぶん昔の俺も、こういう気持ちで涼花の身代わりになったんだろうと思う。

　これは理り屈くつじゃなく、それ以前の当たり前のことなんだ。そんな当たり前のことを否定してしまうと、それはもう俺じゃなくなってしまう。

「…………ふふ」

　その時、涼花がかすかに笑った。

　でもその微笑ほほえみは、どこか寂さびしそうな色を帯びていた。

「お兄ちゃんは変わってませんね。本当に、あの時から全然変わっていません……。結局お兄ちゃんはあの時の──私が『お兄ちゃんのバカ！』って言ってしまった時のお兄ちゃんとまったく同じなんですね……」

「そう、なのか？」

「そうですよ。お兄ちゃんはずっとお兄ちゃんのままでした。昔からずっと、優しすぎて優しすぎてどうしようもないお兄ちゃんです」

　そして私も──と、涼花は俯うつむく。

「……私も、何も変わっていません。結局私は今でも、あの時みたいにどうすることもできないで、お兄ちゃんの優しさに甘えているだけの妹です……」

「……よくわからないけど、俺はそれでもいいけどな。なんと言われても、兄貴が妹を優先するのを、俺は変えるつもりはないから」

　俺がそう答えると、涼花はまた寂しそうに「そうなんでしょうね」と笑った。

「お兄ちゃんはスゴイ人です。普ふ段だんはちょっと頼たよりなくて、だらしなくて、世話のかかるお兄ちゃんですけど」

「そ、そいつはごめんなさい……」

「……でも、そんなお兄ちゃんの中には信念とも呼べるような確固としたものがあるんですね……。私はそれが許せませんけど、残念ながら私がなにを言っても、どうすることもできないんですね……」

「……悪い」

　これは、俺のわがままなんだろうか。

　俺のわがままで、涼花を傷つけていることになるんだろうか。

　けど、たとえそうだとしても、俺にはこの信念を変えることはできない。

　なぜなら、それこそが俺自身だからだ。

「……かまいません。謝らないでください。私はもう、諦めました」

「わかってくれたのか？」

「はい、お兄ちゃんは決して変わりません。お兄ちゃんはお兄ちゃんとして、どんな時でも妹を優先します。たとえそれで自分が犠牲になることがあっても、その妹からやめてほしいと言われたとしても」

　涼花は自分に言い聞かせるように、虚こ空くうに向かってそう言った。

　俺はそんな涼花を眺ながめながら、言いようのない申し訳なさを感じていたが、同時にホッと安あん堵どする気持ちもあった。

「けど」

　だが、それも涼花の次の言葉で吹ふき飛んでしまう。

「お兄ちゃんと同じように、私も決して変わらないことがあるんです。それは、やっぱりそんなお兄ちゃんが許せないということです」

　涼花は再び顔を上げて、俺を見据える。

　さっきまでの寂しそうな気配は消えて、今度は強い意志を持った目で俺を見つめる。

「私もまた、そんなお兄ちゃんが絶対に許せません。何を言われようと、そこは決して変わりません。……ですが、私の言葉ではお兄ちゃんを変えることができないということもよくわかりました」

　だったら──と、そこで涼花は一度小さく喉のどを鳴らした。

「……だったら、やっぱり私が一歩を踏ふみ出すしかありません、よね」

　胸むな元もとをギュッと握にぎりしめながら、涼花はまるで自分自身の決意を固めるように呟つぶやく。

　その時の涼花の表情は、今まで見たことがないものだった。

　今にも泣きだしそうなのにどこか笑顔にも見え、緊きん張ちようしているようなのにどこか落ち着いた雰ふん囲い気きでもあった。

　俺はそんな涼花に困こん惑わくする。

　なにか、表現はできないけれど、なにか強い迫力のようなものがあって、俺は涼花がなにを言っているのか、問いただすこともできなかった。

「お兄ちゃん」

「は、はい」

　涼花に気圧されて、思わず返事をする俺。

　すると涼花はそんな俺を、やっぱり見たことのない表情のまま見据えた。

「お兄ちゃんは、何もわかっていませんね」

「な、なにが？」

「お兄ちゃんは私の幸せのために、自分の犠ぎ牲せいも厭いとわないと言ってくれました。でも、その時点でわかっていないんです」

「だから、なにがだよ」

「私の幸せとは、一体何なのかということです」

　涼花はキッパリとした口調でそう言った。

「私の幸せは私が決めることです。それを勝手にお兄ちゃんが決めないでください」

「……じゃあ、お前の幸せってのはなんなんだ」

「教えてあげます。私の幸せは、お兄ちゃんが幸せになることです」

「え？」

　俺はその答えに、目が点になる。

「何度でも言います。私の幸せはお兄ちゃんが幸せになってくれることです。お兄ちゃんが幸せになって、初めて私も幸せになれるんです」

「ま、待ってくれ！　なんでお前の幸せが俺の──」

「いけませんか？」

　真っ直ぐにそう返されて、俺は言葉に詰つまる。

　言うべきことを見失った俺は、頭に浮うかんだことをそのまま口にするしかない。

「い、いや、いけないってわけじゃないけど、……でも、それじゃあ──」

「はい、お兄ちゃんとまったく同じですね」

　俺とは対照的に、涼花は平然と返してくる。

　まるで、最初から俺の反応を想定でもしていたかのように。

「お兄ちゃんは私の幸せを優先すると言います。でも私は、私の幸せはお兄ちゃんの幸せだと思っています。見事に堂どう々どう巡めぐりですよね。ではこの場合──」

　お兄ちゃんは、どちらを優先するんですか？

　涼花はそう言って、俺の答えをジッと待ち構える。

　そうきたか、と思った。

　涼花が本心で、自分の幸せは俺の幸せだと言っているかどうかはわからない。

　……いや、たぶんはそこは本当なんだろう。

　こんな場面でウソをついたって仕方がないし、涼花はウソでそんなことを言うやつじゃないことは、俺が一番よく知ってる。

　つまり涼花は本当に、俺の幸せってやつを考えてくれているらしい。

　……素す直なおにうれしいよ。マジでな。

　本当に、涼花は優しいやつだと思う。

　俺なんかにゃもったいないくらい、最高の妹だ。

　どうしてそんなことを口にしたか、その真意はわからないけれど、でも涼花の言葉に偽いつわりがない以上、俺は二択たくを迫せまられていることになる。

　つまりは、

　俺の望む涼花の幸せか。

　涼花が望む俺の幸せか。

　……けどな、答えはやっぱり決まってるんだ。

　俺は兄貴で涼花は妹。

　そこは絶対に譲ゆずるつもりはない。

　たった一つの、兄貴からのわがままだ。悪いけど、どうか付き合ってほしい。

「涼花」

「はい」

「俺は、兄貴ってのはどうあったって妹を守るべき存在だと思ってる。そこは絶対に揺るがない。だから──……悪いけどここは俺のが優先だ。妹の気持ちはありがたいけど、兄貴の使命ってやつを認めてほしい」

「はい、わかりました」

「へ？」

　涼花は即そく座ざに頷うなずいたが、俺はその反応に戸と惑まどう。

　……な、なんか急にものわかりがよくなったけど……？

　だが涼花はそんな俺の戸惑いなど想定していたかのように、平然と続ける。

「妹としてのお願いは、お兄ちゃんの使命とやらに譲ります。それでも、私はお兄ちゃんの幸せを望みます」

「いや、だからそれは──」

「これは、妹として言っているのではありません」

　その言葉は、今までとは違ちがった響ひびきを持っていた。

　また、それを口した涼花自身も、いつの間にか今までとは異なる雰囲気を発しているように感じた。空気の質が変わった。

「わ、私が……、私がお兄ちゃんの幸せを望むのは、妹だからではありません……！」

　涼花は絞しぼり出すような声で、言葉をなんとか紡つむぎ出そうとしているかのようだった。

　顔は赤く染まり、目め尻じりには涙なみだがたまっている。

　辛つらそうに、苦し気に、しかし決意を込こめた瞳ひとみを俺に向けて、涼花は続ける。

「それは、……お、お兄ちゃんが世界で一番大切な人だから……です！」

「……え」

　そして、

　涼花はスーッと大きく息を吸って、そっと胸に手を当てた。

　ゆっくりと目を開けて、涙を一筋頰ほおに伝わせながら、言ったのだ。

　俺達の運命を大きく揺ゆるがすことになる、その一言を。




「私は……、お兄ちゃんのことが、好き、です……」
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　──わたしお兄ちゃんのこと、えへへ、だいすきです！




　いつの頃ころから私はお兄ちゃんのことがこんなに好きになってしまったのか、思い出そうとしたことがあります。

　でも、無理でした。

　思い出せる最古の記き憶おくでも、既すでに私はお兄ちゃんのことが好きな妹でした。

　つまりは、きっと私は生まれた時からお兄ちゃんが大好きだったのでしょう。

　それを運命だなんて、ロマンチックな言葉で表現したりはしません。

　……も、もちろんそういう設定で妄もう想そうしたこともなきにしもあらずですし、私のお兄ちゃんノートにもそういった種類の書き込みは多種多様にありますけど。

　こほん。

　でも、やっぱり運命とかではないと思います。

　そう、言うなればそれは、私にとっては当たり前のことなのでしょう。

　空気を吸ったりものを食べたりするのと同じくらい、私にとってお兄ちゃんが好きだというのは当然のことで、いわば私の人生における大前提のようなものでした。




　──お兄ちゃんお兄ちゃん。もう、お兄ちゃんってば。




　だから私は、ずっとお兄ちゃんと一いつ緒しよにいました。

　そのことに、一いつ切さいの疑問なんて持っていませんでした。

　お兄ちゃんと一緒にいることが、私の幸せだったから。

　幼い頃の私は、その当たり前の大前提に沿って生きていました。

　それ以外の何かがあるなんて、まるで想像もしていなかったと思います。

　私はずっとお兄ちゃんと一緒にいて、将来はお兄ちゃんのお嫁よめさんになるんだって、それだけを中心に、世界は回っていたのです。

　……ですが、




　──お兄ちゃんのバカ！




　そんな世界は、ある日を境にまるで幻まぼろしのように消え失うせてしまいました。

　当時の私は、それがどうしてなのかわかりませんでした。

　もちろん、私の素直になれない性格が災わざわいしたということもあります。

　でも今思うと、その性格ももしかしたら、あのモヤモヤとしたわけのわからない感情によるものだったかもしれません。

　お兄ちゃんの優やさしさを、そのまま受け入れられなくなった私。

　お兄ちゃんが好きだということを、そのまま表に出せなくなった私。

　大好きなのに、本当に大好きなのに、私はそのことに、もしかして罪悪感を抱いだいていたんでしょうか？

　私がお兄ちゃんを不幸にしている──

　お兄ちゃんは私のために、自分の幸せを犠牲にしている──

　その事実を、私はずっと昔から気づいていたのかもしれません。

　ハッキリと自覚はしていなくても、漠ばく然ぜんとした不安という形でそれを感じていたのかもしれません。

　その結果が、あの決定的な一言になったのかも。

　…………いえ。

　それはもう、今いま更さら考えても仕方がないことです。

　だって、そんな自分の気持ちに気がついたのはごく最近──さらに厳密にいうならば、今さっきなんです。

　たとえ私が無意識的にそんな不安を感じていたとしても、それはあくまで今から思い返したらという話に過ぎません。

　たとえ過去に何があったとしても。

　たとえそれが、今も変わらずに続いてきていたとしても。

　やるべきことはただ一つしかありません。

　私はお兄ちゃんに幸せになってほしい。

　お兄ちゃんにずっと笑っていてほしい。

　あの優しい笑え顔がおを、ずっと私に向けていてほしい。

　でも、私のために自分の幸せを犠ぎ牲せいになんてことだけは、絶対にしてほしくない。

　だって私はお兄ちゃんのことが、本当に本当に大好きだから……！




「私は……、お兄ちゃんのことが、好き、です……」




　だから私は、一歩を踏ふみ出すしかありませんでした。

　ついに、お兄ちゃんに告白をしたのです。

　……うう、ううう……！　不安で不安で今にも泣きだしそうです……！

　胸がバクバクとうるさくて、息が苦しくて頭の中がぐちゃぐちゃです……！

　告白の妄想なんて今まで何度もしてきたはずなのに、いざそれを口にすると、想像なんてまるで及およばないレベルだってわかります。

　お兄ちゃんはどう思ったでしょう？　断られたらどうしましょう？

　そんな暗い考えばかりが浮うかび上がってきて、私はすぐにでもこの場から消えてしまいたいくらいの不安に襲おそわれます。

　……ですが。

　……ですが、私は逃にげません。

　もう逃げないって決めたんです。

　昔、あの時「お兄ちゃんのバカ！」と言って、自分の中の不安から逃げ出したようなことは、もう繰くり返したくありません。

　私のために。

　そして何よりお兄ちゃんのために。

　私は今にも気を失ってしまいそうなのをなんとか堪こらえながら、お兄ちゃんの言葉を待ちます。

　たとえどんな答えが返ってこようと、受け止めてみせます。後こう悔かいはしていません。

　だって、

　だって私の告白は、まぎれもなく本当の気持ちを明かしたものなんですから……！

「……涼すず花か」

　やがて、お兄ちゃんの口がゆっくりと開かれます。

　そうして、私が思わず目をつぶって、次の言葉を待つのでした。




「涼花、俺は──」








あとがき









　こんにちは、恵え比び須す清せい司じです。

　この度たびは「俺が好きなのは妹だけど妹じゃない」第十巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　気がついたら本シリーズも十巻に到とう達たつしてしまいました。

　二ふた桁けたの数字にまで巻数が伸のびて、最初はここまで続くとは思ってもいなかったため「こんなところまできちゃったんだなぁ……」と感かん慨がいにふけっている次し第だいです。

　ここまで続けられたのは、もちろん読者の皆みなさんがこのシリーズを支えてくれたおかげです。ありがとうございます。この手の感謝の気持ちは、何度言っても言い足りないくらい胸に抱いだいております。




　それはさておき、十巻の内容はいかがだったでしょうか？

　九巻で重大な決意をした祐ゆう。そしてそれを受けた涼すず花かの行動。

　不器用な兄妹きようだいはお互たがいのことを一番に考えながらも空回り、話は二人がまだ小さい子供だった頃ころまでさかのぼってしまいます。

　そこでわかってしまったのは、祐は昔からずっと変わらず、妹である涼花を最優先に行動してきたということ。そしてそれが当然だと今も強く信じていること。

　涼花はこのままではいけないと思い、ついに自分の気持ちを告白する決意をします。

　それを受けて祐は一体どんな答えを返すのか──

　……それは次回、最後の巻となる十一巻を楽しみにお待ちください。




　そう、残念ですが次が最終巻です。

　いよいよ物語もクライマックスとなります。

　このシリーズも次で終わりかと思うと、やはり寂さびしいものです。

　けれど、同時にこの不器用で面めん倒どうくさい兄妹がどういった結末を迎むかえるのか、作者である私自身も楽しみにしています。

　なので、ここまで追いかけてきてくれた読者の皆さんに最高のエンディングをお届けするためにも、正しよう真しん正しよう銘めい最後のスパートを、これまで以上にがんばっていきたいと思っています。




　さて、話はガラリと変わりまして、次のお話をしたいと思います。

　次というのは次の巻という意味ではなく、次の作品──つまりは新しいシリーズについてのことです。

　はい、実は新シリーズについて、水面下でいろいろと進めております。

　できれば「妹」最終巻と同時に世に出せればと思っていますが、まだどうなるかは未定だったりします。

　内容についても具体的なことはまだ明かせません。が、とりあえずジャンルが大きく変へん更こうになったりはしません。

　たとえばいきなり次回作が「山やま奥おくの洋館に取り残され、正体不明の仮面の少女に次々と仲間が襲おそわれる中、主人公は果たして生き残れるのか？　衝しよう撃げきのサバイバルホラーラノベ爆ばく誕たん！　～恐きよう怖ふ、血をすする妹仮面の悲劇。お兄ちゃん以外、誰だれもいらない～」みたいな方向性の大転てん換かんは（多分）起きないと思いますので、その辺りはご安心ください。




　……いやー、しかし新シリーズの構想を練っていると、このシリーズを立ち上げた時のことを思い出してしまいますね。

　あの時はいろいろありました。試し行こう錯さく誤ごの連続で、まるまる一巻分の原げん稿こうを書き上げた後に、やっぱり没ぼつになってしまったなんてこともありましたが、今ではそれもいい思い出です。

　妹＋ラノベ作家というテーマが決まり、次いでキャラクターを考えていったわけなのですが、涼花の性格が今とは少し違ちがっていたりと、最初期の設定資料を見返しているとなんだか不思議な気分になります。

　ちなみに、私がこのシリーズで一番初めに書き上げた場面はプロローグの冒ぼう頭とうではなくて、祐と涼花のパンチラレッスンのところだったりします。

　キャラクターの「らしさ」を物語の中で確かく認にんするために試ためしに書いた場面なのですが、それがそのまま生かされていったという、今いま更さらながらの執しつ筆ぴつ秘ひ話わ（？）でした。




　なにはともあれ、新シリーズについては追々情報も出てくると思いますので、そちらの方も注目していただければ幸いです。

　それでは、またお会いできる機会があることを願って──





二○一九年十月二日　恵比須　清司





















俺おれが好すきなのは妹いもうとだけど妹いもうとじゃない10








恵え比び須す清せい司じ





富士見ファンタジア文庫





令和元年12月20日　発行





ver.001





©Seiji Ebisu, Gintarou 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『俺が好きなのは妹だけど妹じゃない10』

令和元年12月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/img-p303.jpg





item/image/cover.jpg
LANNN/

- i
FRTHE
[ HRKE— o |





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/img-p143.jpg





item/image/img-p103.jpg





item/image/img-p025.jpg





item/image/img-p237.jpg





item/image/allcover-001.jpg
BEER
@UTHLL

i
EBRRUTTE 2,
SU—TtBENS
LTLEVELR. SaTcET
BLBATIRUTUBD SROT
BATEMNTUE
COFFSANF TS
TUBBES. DA TUERL
EBLET.

SRR EhAES
AT B

BEOBE Tz, 57 SKBRH, T, AlIHE & s
S BP0 HELE DI (R o TET ) HRARE
WEY LI E SARBAZEDBHOF 7 S v 7 LEBIRE
RO [T E RHEUO B R ET] 5T, uR
(4 HIRPTA F x4 F ¥ RAPHKL I ‘RQ’WE‘—-
REALBIHBELTY TREMLBLTZNA 1] ET
RLBHBDANLEVL, —kE) L ?

L3 8 RECE 5T, IR Y OBIN % B hei [
ELTCRE] &5 LT, WlEE OBV liEET5 2
Lilo e, BEHLOBEHIYDL>TOIAL?






item/image/img-p071.jpg





item/image/img-p273.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ＣＯＮＴＥＮＴＳ



		プロローグ



		第一章　「私、怒ってます」



		第二章　仲直りの秘訣？



		第三章　兄妹の思い出



		第四章　思い出からの一歩



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/titlepage.jpg
EHIFELOIKETERLPELMO

BHAEE

F,

T7I9I T E
2915






item/image/img-p045.jpg
— a1l —

/“\

3

AN






item/image/img-p285.jpg





item/image/img-p003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
guzuka Nagam! / V/ /
EANTER AEIE O 4 /
55%&‘¢5€0 E.t“bé*ﬁw\\ ‘
’\%Hﬁﬁ"éﬁ’?iﬁbk:@{c T
CALIEY iEELLDj{:JH " |
"’ -/





item/image/kuchie-004.jpg
RSO G EaaR O e Qs
NS Sy

SR o
PRSRERSAER LY £ 0500 (@






item/image/kuchie-005.jpg
OREGASUKINANOHA
IMOUTODAKEDOIMOUTOJYANAI
10

Moz v g C e )T G~
=y or el > 5 ot el

CONTENTS

B " Bo>TFI,
BIE hEDOWER? - 80+
BEE D REOBWH 167+

FOE  BOWHEISO—Z 243+





item/image/img-p171.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
.
{
D\ g
NI
| |
 {
&

AN

>

‘ 2ede @ni o

\ BT, wlremﬁw&w \ /

BLOTS, 7o 2000 -
. 4

/

e

R S >






item/image/kuchie-003.jpg
1\
Q ,4vj"° —1 9—5
R \\PE 05
%&‘;’\N anegae ¥ PO
T O BRTDARA T AN 3
&—T, KEHEFRDITA
FEENT D, HEDSTBHM






